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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ええと、こういうのって初めてだからよくわかんないな……。

　んー……。

　今日きようも、明あけ星ほしさんたちが、なぜか、みんな、《裸》になっちゃいましたっ。

　…………。

　……。

　なんでだろうね。裸、って口にするだけで、顔が熱くなるのって。

　とにかく、これでおしまい。

　……。

　…………。

　──って訳にはいかないか。

　こんなんじゃ、残しておこうと思った意味がないし。

　じゃあ……まずは、自己紹介？

　けど、日記なのに、自分の自己紹介って変かな……？

　んー……。

　そうだ、白しら鳥とりさんに訊きいて──いや！　ダメダメ！

　今だって、家のこといろいろしてもらってるのに、これ以上、迷惑かけられないし。せめてこのくらい、自分でできるようにならなくっちゃ。うん。

　では。

　やっぱり、自己紹介から、だよね。

　だってこれ、あとで誰だれかが──自分を含めて、だけど──聞くかもしれないってことを前提に、残しておこうと思ったんだから。

　そうだよ。

　それなのに、自分がどこの誰なのかわからなかったら、意味ないし。

　じゃあ、改めて……。

　こほん。

　ええと……神かみ代しろ光ひかる、です。

　住んでるところは、東京都千ち代よ神しん宿じゆく区く、です。神代の名前を出せば、家はどこかすぐにわかると思います。

　おっきいから。

　……なんか、自じ慢まんみたいだったかな？

　えー、そんなつもりありませんから。でも、気に障さわったら、ごめんなさい。

　じゃあ、続き、行きます。

　年齢は、一四歳です。

　区立、千ち代よ神がみ中学に通ってます。クラスは二─Ａで、学級委員と、あと……生徒会の書記もやってます。

　イジメとかは、されてないです。

　と……思います。

　田た名な網あみさんとかは、すぐに、イジメだ！　って言って、クラスメートを追い掛け回してるんですけど、自分じゃよくわからないです。

　前に比べると、掃除とか、そういうの、頼まれることも少なくなったし、生徒会の仕事とか、思ってたよりも忙しいから、断ることも多くなったし。

　それでも押し付けられるってこと、ないんですよ？

　でも、田名網さんに言わせると、頼むこと自体が、僕を下に見てるからで、だからそれはイジメだって言うんですけど……やっぱりよくわかんない、です。

　むずかしいな、人付き合いって。

　あ。

　家族と友達のことも残しておかなくちゃ。

　えーと、家族はですね。

　──いません。

　なぜかといえば、少し前に亡くなってしまったので。

　事故です。

　ガス漏もれ……だったかな？　僕はよく寝てて、本当に気がつかなかったんです。両親だけじゃなくて、一緒に暮らしてたお手伝いさんたちも全員亡くなって。

　小さな爆発とかもあったみたいなんですけど、僕だけは、無事でした。

　でも、それからが大変でした。

　いろいろと。

　今はこうしてまた住めるようになりましたけど、この家、一時期、親しん戚せきだ、っていう人に取られちゃったりしたし。

　でも、そのおかげで、玄げんさんと知り合えたんですけどね。

　あ、玄さん、っていうのは、この家の裏手にあった教会の管理をしてたおじいさんで、僕が公園で寝泊りしてたら、可哀かわい想そうに思ってくれたみたいで、修しゆう道どう士しさんの寄宿舎に寝泊りさせてくれていた、とてもとても親切な人です。

　僕がこの家に戻って教会が取り壊されると、どこかに旅立ってしまいましたけど、きっと、元気でいると思います。

　それに、きっとまた、困った時には帰ってきてくれる気もするし。

　あ。

　でも、その玄さんとも、ずっと一緒に暮らしていたわけではないんです。

　基本的に、僕の面めん倒どうを見てくれていたのは、明あけ星ほしさんたちです──って、いきなり名前入れても、わからないですね。

　ええと……僕は、自分ではほとんどなにもできない、甘やかされた子供なんですけど、そんな僕のことを見かねて、いろいろと面めん倒どうを見てくれていたのが、うちの両親に、ご両親がなにか助けてもらったという、七人の女の子たちなんです。

　本当に、お世話になりました。

　中でも一番、お世話になったのが、明あけ星ほし獅しぃ子こさん。

　いったい、お父さんたちがどんなお世話をしたのかわからないんですけど、明星さんはものすごく大きい会社をいくつも持っている、明星財ざい閥ばつのお嬢様で、この家を取り戻してくれたのも、明星さんなんです。

　他ほかにもいろいろお世話になりました。

　特に、お金のことで。

　僕は中学生ですから、収入もないし。他の六人の女の子たちもそれぞれ、アルバイトみたいなことをしてお金を稼かせいではいたんですけど、明星さんのそれは、規模が違いますから。

　だって、明星さん、まだ一六歳なのに、会社の社長ですし！　なんか貫かん禄ろくとかあって。女王様──みたい？

　……はぁ。

　バイトもできない、ニートみたいな僕なんかとは全然違うんですよね……。

　僕も働こうと思ったんですけど、中学生じゃ、アイドルさんとかにでもならなかったら、どこも働かせてくれないし。

　とても、そんな器うつわじゃないですしね。

　…………。

　…………。

　…………。

　──あ？

　……なにやってんだこいつ？

　……。

　……ははぁ、なるほどな。そういうことか。ちょっとは気付きつつあるってことか。

　この《俺おれ》に。

　だが、まだまだだな。

　こいつは──ってか、俺か──まあいいや。

　とにかく、わかってねえ。

　……けけっ。

　よし。俺が補足しといてやるぜ。どうせ、聞きなおしやしねーだろ。

　あとで聞いて驚け！

　んじゃまあ、まずは、獅しぃ子このことか。

　あいつは、まあまあよくやってるといえるぜ。《罪シン》が優先されて、まとまりのないあいつらを締め上げて、それなりにまとめてるしな。

　もっとも、そいつが《高慢プライド》の《罪人シナー》である獅ぃ子の《大たい罪ざい》だし、《悦よろこび》なんだから、別に誉ほめてやることでも、ねーんだけどな。

　ただ、だ。

　気にいらねーのは、《僕》の方をちっとばかし、気に入ってるところか。

　まあ、今の調子で《調教》してやれば、じきにそんな気もなくなるだろうがな。

　しっかし、もう少し育たねーもんかな。

　ゴリゴリ肋ろつ骨こつが浮き出てるのは嫌いじゃねーんだが、巳み和わと被かぶってるしな。羊よう子こぐらいになれとはいわねーが、もう少しでけえ方がおもしれえ。

　……もうちっとよく揉もんでやるか。

　…………。

　…………。

　…………。

　あ。

　アイドルっていえば、七人の女の子の中に、現役のアイドルさんがいるんですよ。

　牧もく鷹おう羊子さん。

　グラビアの方のお仕事を中心になさっていて、モック、って呼ばれてます。胸がとっても大きくて、肩が凝こるっていつも言ってました。家でも──というかどこでも、裸みたいな格好なのが……恥はずかしかったなあ……。

　……こほん。

　お、思い出してたわけじゃないですよ？

　…………。

　…………。

　…………。

　──ったく！　急に押し込めるんじゃねぇよ！

　無自覚なのがたちが悪わりぃぜ。

　意識だけなら表ひよう層そうに出せねえこともなくなってきたが、完全に入れ替わるのは、まだまだ簡単じゃねぇな。

　もっと《大罪》を重ねねーとな。

　っと、今度は羊子か。

　あいつはいい。

　自分の《大罪》に一番自覚的で正直だからな。《邪淫ルスト》、ってのがわかりやすい、ってのもあるが……《大たい罪ざい》を広げるってことについては、一番よくやってる。

　あいつのグラビアを見て、しねーやつなんかいねえぜ。

　九五だぞ！　おっぱいが！

　しかもウエストは五五なんだからよ。そそられねー《僕》の気がしれねーぜ。

　ＡＶの話なんかもきてるらしーが……。

　そいつは駄だ目めだ。

　見せちまったら、おしまいだ。満足させちまったら、それ以上はねえ。水着の、下着の向こうがどうなってるのか──その淫みだらな想像力こそが、強烈な《エネルギー》だからな。

　あの下がどうなってるかを知るのは、俺おれだけで十分だ。

　…………。

　…………。

　…………。

　えー……続き、続き。ぼーっとしちゃった。

　田た名な網あみ久く美みさんと、那な賀が花はな美み巳みさん、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろさんは、同じクラスの女の子です。

　荒縁さんはほとんど一緒にはならないけど、田名網さんと那賀花さんは、今でも朝、迎えに来てくれて、一緒に学校に行ってます。

　田名網さんは、ですね。学校に内緒で『キャットファイト』っていう、女子プロレスみたいなのの選手で、結構、人気者みたいです。

　小さな体で運動神経が抜ばつ群ぐんで、僕なんか、ただただ感心するばかりです。ちょっと怒りっぽいですけど……でも、理不尽に怒ることってあんまりないですから。

　田名網さんに怒られる時は、怒られる方になにか原因があることがほとんどで──えーと、白しら鳥とりさんの時だけは、ちょっと違うかな？

　でも、喧けん嘩かするほど仲がいいっていうから、そういうことなのかもしれないですけど。

　そういえば、那賀花さんのこともよく怒ど鳴なってるかも。

　あ。

　那賀花さんは、ご飯の達人です。

　本当に美お味いしいご飯を知っていて、作るのも、とても上手なんですよ。なんか、あちこちの会社の新製品の試食とかを手伝っていて、それでお金も稼かせいでいるみたいです。

　少しぽっちゃりしてるんですけど、可愛かわいらしいです。田名網さんと仲がいいみたいで、よく二人で一緒にいます。

　…………。

　…………。

　…………。

　確かに、あの二人は仲がいいよな。

　巳み和わと羊よう子こもだが、ありゃあどちらかっていえば、羊子がべったりくっついているってのが正しいが……久く美みと美み巳みは違うぜ。

《憤怒ラース》の久美と、《大食グラトニー》の美巳じゃ、互いの《罪シン》をどうこうするって関係じゃねーんだが、美巳には《憤怒ラース》が伝染しねーってのもあるのかもしれねー。なにしろ久美の《憤怒ラース》は、この俺おれすらもイラッとさせるからな。

　しっかし。

　久美のあの試合の時の格好はなんだろな。キャットファイトだからって、セパレーツタイプの水着みてーのに、猫耳に尻尾しつぽって。性格と全然合ってねーぞ。

　まあ、怒った子猫、みてーでは、あるけどな。

　しっかし……ぽっちゃりか。

　ぽっちゃりねぇ。

　美巳は、ありゃあ、ぽっちゃりってレベルじゃねーと思うけどな。

　まあ、デブってるとまでは言わねーけど。

　ぷっくり？

　おっと、これを聞いてるやつ。勘かん違ちがいすんなよ？　美巳はかわいいんだからな。

　やわらけーし。

　抱きつくとなあ、包み込まれるようでいいんだぜ？　今《僕》が使ってる、すげー上質な羽毛布団だって、あれほどじゃねー。

　おっぱいも大きいしな。

　まあ、アンダーとの差はそれほどでもねーんだが。

　…………。

　…………。

　…………。

　あ、あれ……また、ぼーっとしちゃった。

　えっと、誰だれのことまで話したんだっけ？　あ、そうだ。那な賀が花はなさんまででしたね。

　ん？

　今声が聞こえたような……気のせいかな？

　……えっと、次は荒あら縁ぶちさんです。

　荒縁棕しゆ櫚ろさんは、男の子みたいな女の子です。っていっても、言こと葉ば遣づかいが乱暴だとか、そんなことではなくて、いつも、男の子の格好をしてるんですね。

　でも、格好いいんですよ。

　美人さんですし。

　だから、学校でもたまに出てくると女の子に大人気なんですよ。本当にたまにしか出てこないんですけど。

　すごく、のんびりやさんですから。放ほうっておくと、一日どころじゃなくて寝てたり、庭とか廊下とかでも、気分で平気で横になるから、おどろくんですよね。

　あ。

　同級生、って訳じゃないですけど、宇う美み野の巳み和わさんも同じ中学に通ってます。テディベアが好きで、自分でも作っていて、それをネットで販売して、自分の生活費は自分で稼かせいでるんですよ。すごいです。

　でも……一三歳なので、学年はひとつ下なんですけど。荒あら縁ぶちさんと同じで、あんまり学校には行ってなくて、心配です。おとなしくて、無口な女の子だから、クラスメートからイジメられてるのかな……？

　…………。

　…………。

　…………。

　──けけっ！　イジメられてる？　巳和が？

　そんなたまかよ、あいつが！

　わかってねぇなあ、《僕》ちゃんは。まあ、それがこいつの持ち味なんだろうけどよ。

　巳和は、軽～い策さく士しだぜ？

　それに《嫉妬エンヴイ》の《罪人シナー》だしな。羊よう子こが巳和にべたべたするのは、他ほかの連中の《嫉妬エンヴイ》を煽あおる巳和の《大たい罪ざい》に中あてられてるって側面がないって訳じゃないだろうぜ。

　巳和はちっけーし、顔は童顔なんだが、ちょっと瘦やせすぎだからな。自分の肉体じゃ、他の連中の《嫉妬エンヴイ》を呼び起こすことができねーとわかってるんだぜ。

　その点、羊子なら完かん璧ぺきだ。

　別に、《嫉妬エンヴイ》されるのが自分でなくても巳和のやつはいいんだからな。羊子を見て、女はその体に、容姿に、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを憶おぼえる。男は、羊子のでっけえおっぱいに顔をうずめる巳和をうらやむ、ってわけだ。

　まー、俺おれから言わせれば、巳和は巳和でいーんだけどな。

　青白い肌に、ちょっと肋ろつ骨こつの浮き出る感じとか。ほとんど凹おう凸とつのない胸に、ぽっちりと尖とがったピンクの乳首とか。つるんとしたアソコとか、な。

　まー、そいつはお気に入りの黒のワンピの上からじゃ、わからねーんだが……見抜くやつは見抜くはずだぜ。

　で。

　棕しゆ櫚ろのやつはなあ……さすがは《怠惰スロース》の《罪人シナー》っつーか。

　さすがの俺も呆あきれるほどの《怠惰スロース》さだぜ。やる気がねーのも、あそこまでいきゃあ立派というか、なんというか。

　すげえのは、傍そばにいるとこっちも、まともに動き回るのが馬ば鹿からしくなることだな。それがあいつの《大たい罪ざい》っちゃあ、そうなんだが。しかしまあ……他ほかの《罪人シナー》たちを怠たい惰だにさせてどうする、って話なんだが。なにか考えねーとな。

　──っと、ちくしょう、またかっ！

　…………。

　…………。

　…………。

　ん？　あれ？

　ええと……そして、最後は鏡かがみ倉くら子こさん、です。

　ひとつ年上の一五歳なんですけど、いつもスーツをびしっと着ていて、格好いいです。一五歳には、とても見えません。

　学校は……行ってないみたいなんですけど、明あけ星ほしさんや牧もく鷹おうさんみたいに、お仕事をしてます──っていっても、どこかに働きに行く、って訳じゃなくて、株の取引をしているんです。

　詳しいことはわからないんですけど、機嫌の悪い感じの時にどうしたのか訊きいたら、

『……五〇〇〇万、損しました……』

　って言ってましたから、すごいお仕事なんだと思います。五〇〇〇万……どのくらいのお金なのか、想像もできないですけど。

　そう言ったら白しら鳥とりさんは、

『光ひかる君は、もっとすごいと思うけど……』

　って言ってましたけど、この家は、僕がお金を稼かせいだわけじゃないですから、やっぱりそのお金のすごさはわからないです。

　それから、えーと……鏡さんって、すごい物持ちがいいんです。どんな物でも大切にするっていうか。好きですね、ああいうのは。

　今は、なんでも簡単に捨ててしまうじゃないですか。それに比べたら、ずっといいです。

　……ちょっと、部屋はすごいことになってましたけど。一緒に住んでいた頃ころは。ＴＶで時々やってる、片付けられない人の部屋、みたいな。

　あ、でも、汚くはないんですよ。

　ゴミはゴミできちんと分ぶん別べつされていたし、それに時々、一気に物が減る時もあって。興味が他に移るっていうか、そういうことなんだと思います。

　…………。

　…………。

　…………。

　まあ、さすがに……世の中のすべての物を、自分の手元に置いておくことはできねーさ。

　いくら《強欲グリード》の《罪人シナー》である、あいつでも。

　しっかし、一五の女がスーツに眼鏡めがね、ってのは、あれはあれで、なかなかそそるもんがあるよな。《僕》ちゃんは、ひとつ年上なんかには見えねーって言ってたが、しかし、大人の女、っていうには、まだまだ色気が足りねー。

　まあ、それでも随ずい分ぶんましにゃあなったが、性欲よりも、物欲の方が勝まさってるんだから、なかなかそっちの方は上う手まくならねーが、まあ、そいつは倉くら子この《罪シン》じゃねーからな。

　裸にジャケット、ってのも、いーもんだぜ？

　おまえは、見たことがないだろうがな──《僕》ちゃん。

　けけっ！

　…………。

　…………。

　…………。

　な、なんか、今誰だれかに馬ば鹿かにされたような……。

　そんなことないよね。

　やだな……疲れてるのかな。疲れるようなこと、なにもしてないのに。

　と、とにかく。

　僕は、その七人の女の子たちと、一時期、一緒に暮らしてました。商店街の福引で、ヨーロッパ旅行が当たった玄げんさんに代わって、教会の管理を引き受ける条件で。

　一つ屋根の下で暮らして、僕らは家族でした。

　楽しかったですよ？

　両親と一緒だった頃ころは、とても静かでしたから。この屋敷には、大きなＴＶなんかもなかったし、食後は家族で、母の手製のシフォンケーキとかを食べたけど、両親とも静かな人で、ただ顔を見合わせて微笑ほほえめば、それでわかり合える感じだったから。

　でも……ああいう家族っていうのもあるんだなあ、って。

　全員が集まるのは、大たい概がい、食事時でしたけど、その賑にぎやかなこと！

　大体、田た名な網あみさんが明あけ星ほしさんを怒らせるんですけど、明星さんは本気で怒ってる感じなんですけど、怖くはないんですよね。

　大声が飛とび交かって、でも、そんな中で、那な賀が花はなさんは、どんどん料理を配って、自分でもどんどん食べて。

　牧もく鷹おうさんは、いつも宇う美み野のさんを抱だっこして、む、胸の間に頭を挟んで、それで、食べさせてあげるんですけど……ここだけの話、ちょっと、うらやましいな、って思っちゃいました。

　あ！

　牧鷹さんの胸に挟まれるのが、じゃないですよ！

　そうじゃなくて、ああいう風に甘えさせてもらったことってなかったなあ、って。

　お父さんもお母さんも優しかったけど、自分のことは自分で、って人だったし。憶おぼえてないけど、きっと、赤ちゃんの頃はそういうこともあったんだと思うし。

　今は……そうですね。

　少しだけ、寂しい気もします。

　ご飯、一人だから。

　あの事故が──クレーンが教会に倒れるっていう事故さえなかったら、今もあそこでみんなと仲良く暮らしてたのかもしれないけど、事故と、それから、人手に渡ってたこの屋敷が戻ってきたのが重なって。

　それで、明あけ星ほしさんたちは、屋敷に帰った方がいい、と言って、僕は一緒に暮らしたら、って言ったんだけど……断られちゃいました。

　でも、みんなどこかに行っちゃったわけじゃないです。

　教会があった場所。

　そこに、あっという間まにマンションを建ててしまって、みんなは住んでますから。来ようと思えば、会いたいと思えば、庭を抜けてあっという間です。

　田た名な網あみさんたちとは毎日会ってるし。

　それに、この広い屋敷に一人ぼっち、ってわけでもないんですよ？

　一緒に住んでる人がいます。

　といっても、一つ屋根の下、ってわけじゃないんですが。

　僕はそれでもいい、って言ったんですけど、さすがにそれはできない、って、向こうのお父さんに言われちゃいまして。

　それじゃあ、って、離れに住んでもらうことにしたんですけど、それも、新しい家が見つかるまでのこと、って約束で。

　僕は、ずっといてくれてもいいんですけどね。

　あ。

　その家族っていうのが、さっきから何度か出てると思いますけど、白しら鳥とりさんです。

　白鳥、愛あい、さん。

　クラスメートで。同じ学級委員で。生徒会長さん、で。

　その……えーと……。

　……僕、の……好きな人、です。

　…………あは。

　は、恥はずかしいですね、こういうのって。絶対、白鳥さんには聞かせられない──

　…………。

　…………。

　…………。

　──連中に聞かせられねーぜ、こりゃ。そんなことになったら、連中、マジで愛のこと、シメるかもしれねーからな……。

　そりゃ、駄だ目めだ。俺おれが許さねー。

　確かに。

　白しら鳥とり愛あいは、敵だ。

　この俺の──《ルシファー》様の復活を阻そ止ししようと企たくらむ、天使の手先だ。

　だがよ。

　それだけに、俺のモノになるに相応ふさわしい女だ。なにしろこの俺は、元は大天使だ。それに、白い物を黒く染めるからおもしれーんだ。

　からかいがいがあるぜ、あの女は。

　なにしろ、愛も《僕》のことが好き。だが、俺のことはそうじゃない。だが、どっちも《神かみ代しろ光ひかる》には違いねーんだからな。

　ま、《僕》ちゃんがこれを聞くことはねーだろうから、言っとくけどよ。

　……あんまり、俺を甘く見ねーこった。《僕》ちゃん。

　俺は、悪あく魔まの中の悪魔。

　大悪魔。

　悪魔の神、だ。

　地じ獄ごくに行くのは──万魔殿パンデモニウムにたどり着くことにはしくじったが、あきらめたわけじゃねー。そもそも、おめーは存在しねーんだからよ。黙って引っ込んでろ。

　この体は、俺のものだ。

　七人の悪あく魔まっ娘こも、俺のものだ。

　白鳥愛も、俺のものだ。

　全部、俺のものだ！

　ま、今はまだ、だがな。楽しみに待ってるこった！

　けけっ！　じゃあな！

　…………。

　…………。

　…………。

　──！

　い、いけないいけない。また、ぼーっとしちゃった。

　わー……結構、録音してるなあ……。

　でも、最近のＩＣレコーダーってすごいな。何十時間も録音できるっていうんだから。

　……こほん。

　えーと。

　とりあえず、第一回目はこんなところで、終わりにしたいと思います。誰だれかはわからないけど、聞いてくださった人、ありがとうございます。

　って……多分、それって自分だと思うけど。

　じゃあ、また！

　……世界が平和で、これからも、みんなが楽しく暮らしていけますように。

　千ち代よ神がみ中学、二年Ａ組、神かみ代しろ光ひかる、でした。
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「それじゃあ、行ってきまーす」

　トレーで両手がふさがっていた白しら鳥とり愛あいは、廊下に見送りに出てきた母にそう声をかけながら、お尻しりでドアを押すようにして閉めようとして、あ、とすぐに離した。そんなことをしなくても勝手に閉まるのだ、この玄関のドアは。

「……寒っ！」

　思わず、ぶるっと体を震ふるわせて、防寒のためにはいている黒いタイツの内うち腿ももをすり合わせてしまう。トレーに載った料理の皿にかけられたラップが、たちまち曇る。

　今日きようのメニューはご飯に出だ汁し巻まき卵たまご、薩さつ摩ま芋いもの味み噌そ汁しるに、レンコンのキンピラ、薄めのハムステーキ、という主おもに和風、だけど肉あり、だ。愛が作ったものではない。母だ。手伝おうと思えばできないことはないが、朝の台所は戦場のようで、慣れない愛がうろうろすると、邪じや魔まにしかならない。なので、愛はせめて家族の食器を用意したり、飲み物を入れたりするぐらいしか役には立てないのだった。

　それに、母の作る方が間違いなく美お味いしい、というのもある。曇ったラップの向こう側の、出汁巻き卵の鮮やかな黄色を見て、愛はおなかが空すくのを感じた。汁気がたっぷりの自家製の出汁巻き卵は、ご飯に良く合う。これをよそったばかりのご飯の上に載せて、食べるのは幸せだ。父は大根おろしでさっぱり、が好きだけれども、愛はそのままこってりが好き、というのは大人と子供の差かもしれない。

　やはりでき立てが美味しいけれども、父はともかく、自分が先にご飯を食べて《大恩人》を待たせるなどということはありえない。彼の方は、そんなこと気にしなくても、と言ってくれているのだけれども、父親を納なつ得とくさせるには、けじめは必要だった。せっかく、一つ屋根の下ではないけれども、目の届く、手の届くところに住むことができたのだ。きちんとした形にまとまるまでは、なるべく今の状況を続けたい。

　愛は、トレーの上の朝食を揺ゆらさないようにしながらも、できる限り急いで歩きながら、自分の息がいつものより白いのを見た。天気予報を見そびれてしまったけれど、今日はこの冬一番の寒さなのではないだろうか？　エナメルの靴くつの底から、じわりと冷たさが染しみ込んでくる。

　──そんな格好をしているからだろうが。

　頭の中に、そう声が聞こえた。音ではなくて、言葉──意思がぽんと浮かぶという感じといえばよいか。別に驚きはしない。もう結構な長い付き合いだ。それは幻げん聴ちようでも、もう一人の自分、というわけでもない。

　声の主ぬしは、天使である。しかも、自分を《大天使アークエンジエル》と名乗ってはばからない天使。

　名前を《ラファエル》という。

（仕方ないじゃないですか）

　愛の部屋のベッドの上で胡坐あぐらをかいて浮かんでいる、どこか中性的な顔立ちをした、いかにも白人系の外国人、という感じの天使の姿を想像しながら、声に出さずに反論した。

（私だって別に、好きでこんな格好してるわけじゃありませんよ）

　どんな格好かといえば──いわゆる、メイド服である。

　しかも由ゆい緒しよ正しい本式のメイド服ではなく、萌もえ的な──どこにこんなメイドがいるんじゃ！　と怒られそうな、ミニスカートで、フリルがあちこちに山と付いて、胸元も結構大きく開いていて、しかも半はん袖そで、しかしヘッドドレスだけは忘れていない、という、パーティグッズ売り場に売っていそうな──というか、実際そこで買ったものだ。

　好きで着ているのでなければなんなんだ、というと、これもまた、父のけじめだった。つまり《大恩人》とは立場が違うのだ、という、その具ぐ現げんが、メイド服なのだ。

　──訳がわからん。

　天使に言われずとも、愛あいですらそう思う。父の言い分は、筋が通っているようであって、実は捻ねじ曲がっている。母も呆あきれ気ぎ味みだが、父の精神状態を考えて、我が慢まんしてあげて、とこっそりと頼まれては、愛には無む下げにもできない。

　それに、原因は自分にある──愛はそれをわかっていた。

　愛は今、同級生の神かみ代しろ光ひかるの屋敷の敷地内にある、お手伝いさんのための宿舎に、両親共々住まわせてもらっている。ずっと前から、ではない。もともとは、この屋敷からそれほど近いとはいえないけれども、千ち代よ神がみ中学の学区内にある一戸建ての借家に住んでいた。

　だがそれが、少し前に全ぜん壊かいした。

　別にガス爆発を起こした、とか、火事で全焼した、とかではない。

　全壊、である。

　局所的な地じ盤ばんの崩ほう落らくによって、愛の家だけが地割れに吞のみ込まれてしまったのだ。住んでいた自分たちに原因があることではなかったので、借家を弁べん償しよう、とかいうこともなく、むしろ、弱い地盤の上に家を建てていたのではないか、と父は憤いきどおり、大家との間でちょっと揉もめごとになっている。一応、地震保険にも入っていたのだが、それが払われるかどうか、微妙だった。地震が起きたわけではなく。地盤の崩落なのだから。

　だが、大家や管理会社を相手取って裁判を起こしても、勝てないだろう、と愛は思っていた。

　なぜなら、地盤に問題はなかっただろうからだ。

　そんな不備があったということは、いくら書類を調べたところで出ては来ないだろう。そうではなく、あれは人じん為い的てき──というか、魔ま為い的てき、とでもいえばいいか、そういう理由で引き起こされたものであるからだ。

　地じ獄ごく行こう。

　その途中で《彼》が、愛の気持ちを揺ゆさぶるために、それだけのために、愛の家を捻ひねりつぶしたのだ。

　結果的に、こうして同居に近い形に落ち着いたのだから、よし、と天使などは言うのだが、愛は決してあれを許してはいなかった。

　全部、なくなってしまったのだ。

　中学生の少ないお小こ遣づかいで頑がん張ばって集めた服も。何度も何度も読み返した本も。ＣＤも。友達と撮った写真も──想い出も。許せるはずはない。

　けれど、おかげで《彼》に惹ひかれるようなことはもうなかった。

　嫌いだ。

　大嫌い。

　それが、大好きと同居しているのが、とても困るけれども。

　──本当に困ったものだな。

　天使の声に、愛あいは頷うなずいた。

　まったくだった。

　ため息が顔の前を白く漂ただよう。状況は、ますます厄やつ介かいに、そして複雑になってきている。《彼》から《悪あく魔まっ娘こ》たちを遠ざけることができたといっても、少しも気が抜けない。《彼女》たちは、自ら一歩引いたような気がするからだ。

　愛は、屋敷の壁沿いに植えられた木々を見た。

　針葉樹の冬でも青々とした枝の向こうには、奇妙な形をした家が天を刺す針のように聳そびえている。まるで一戸建ての平屋を縦に積み重ねたようなその建物は、構造的に問題がないのだろうか、と疑いたくなるほど、細く、高い。

　外観は、まるですべての光りを吸収するかのような黒で塗と装そうされていて、一番上には巨大なアンテナが、パラボラタイプなども含めて、五つも立っている。あまり大きくはない窓にはマジックミラータイプのシートが張られていて、こちらからは中を見ることができない。

　とても教会の跡地に建てられたものだとは思えないほど、見る者に禍まが々まがしい印象を与えるそれは、ほんの数日で建てられた、《悪魔っ娘》たちの城だ。

　景観が悪い、と近所から文句が出たこともあったが、いつの間まにそれも消えてしまった。違法建築の噂うわさもあったが、なんの調査も行われなかった。おそらくは明あけ星ほし獅しぃ子こが押さえ込んだのだろう。彼女にはそれだけの権力がある。

　──見ているぞ。

「うん……感じてます」

　目を塔──そう、あれは家というよりも《塔》だ──から逸そらして、愛は霜しも柱ばしらをさくさくと踏み続けた。あのマジックミラーの向こうから、彼女たちはこっちを見ている。それは間違いなかった。でなければ無理、と思えることがこれまでに何度も起きている。

　それに対してこっちができることは限られていた。愛自身の部屋に関していえば、せいぜいがカーテンを引くくらいだ。あとは、気にしないことくらいしかない。

　とはいえ。

　家の中、屋敷の中を覗のぞくことはできないので、外にいる時にだけ気をつけていれば良いのはまだ気が楽だった。もっとも、引っ越してきた当初は、盗聴器と隠しカメラが屋敷のあちらこちらに仕掛けられていて、プロを雇った（支払いは光ひかる持ち）りして、すべて排はい除じよしたのだが。

　光は、これは人手に渡っている間に、誰だれかが入り込んだ時のための防犯用で、それを外し忘れたと思っているようだったが、愛あいは違う想像をしていた。

　仕掛けたのはおそらく、悪あく魔まっ娘こたちだ。

　でなければ、あっさりと光をこちらに引き渡すはずがない。あきらめるはずがない。光の堕だ落らくこそ、彼女たちの渇かつ望ぼうするところであるのだから。それは、自分が考えているよりもずっと深いはず、と愛は思っていた。

　階段を上がり、トレーを片手で支えるようにして、愛はエプロンに付いたポケットから鍵かぎを取り出すと、それをスロットに差し込んだ。

　ぴ、と音がして、錠が外れる。

　鍵、といっても、愛が住まわせてもらっている寄宿舎のような、一般的なものとは違う。カード型の電子錠だ。これも防犯のために新しくつけたものだ。

　中に入ると、広間は寒々としていた。床は天然の大理石で、色の違う物を組み合わせて、巨大な薔ば薇らの文もん様ようを浮かび上がらせていた。

　左右には廊下があってそれぞれに延びた先には、食堂を始め、今はほとんど使われていない部屋が並んでいる。

　右手には階段があって、赤い絨じゆう毯たんが敷かれたそれを、愛は登った。ぞくり、と背せ筋すじに寒気が走って、トレーを落とさないように、愛は気をしっかりと保もたねばならなかった。

　今は天使によって完全に塞ふさがれているけれども、階段の下の隠し扉から続く地下には、本物の《地じ獄ごく》へと通じる穴がある。

　噓うそではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、地獄へと続く道であり、そして、光がこの世界へと産み落とされた産道でもある。

　光は、一四歳の男の子だ。

　人の評判は、人じん畜ちく無む害がい、天使、便利屋、ＹＥＳくん、ｅｔｃ。

　彼の人となりをどれも表している。

　優しくて。

　人を疑うことを知らなくて。

　ＮＯと言えない。

　それが、光だ。

　だが、その正体は──堕だ天てん使しにして、地獄の神《ルシファー》である。

　天使は、そう言っている。

　──なんだ、まだ疑うたぐっているのか？

「そうじゃないですけど……うおっと！」

　愛あいは、特になんの出っ張りもない踊り場でこけそうになって、冷や汗をかいた。トレーの上で味み噌そ汁しるが、たぷん、と揺ゆれる。ラップをしておいてよかった。でなければ今いま頃ごろ、とんだ惨状になっていただろう。

　──なにもないところで、どうして転べるのだ？

「私が訊ききたいですよ、そんなこと……」

　ため息をつき、愛は再び階段を登った。

　なにもないところで転んだり、見えているのに衝突したりするのは、ほとんどもう愛の特技のようなものだ。なんの役にも立たない、自分にも、他人にも迷惑なものであるけれども。

　──どうでもいいが、愛。おまえ最近、私との会話を声に出してるぞ？

「そうですか？」

　──そうだ。少し気が緩ゆるんでるんじゃないのか？　ここは人がいないからな。

「そんなこと──っと」

　愛は咳せき払ばらいをした。

（そんなことないですよ。ちゃんと人のいるところでは気をつけてます）

　──だといいがな。

　大だい丈じよう夫ぶですよ、と考えを天使に送りながら、愛は階段を上がりきると、その静かな廊下を、光ひかるの部屋に向かった。

　彼はいつも、朝食は自分の部屋でとる。

　食堂は閑かん散さんとしていて、ひとりで食事をするには寂しすぎるし、少々、寒い。もちろん、その気になればこの屋敷丸ごと、春の陽ひだまりのように暖めることはできるくらいの暖房は備えているのだろうけれども、彼の両親──もちろん本当のではなく──が、非常な倹けん約やく家かであったので、その精神が根付いている光も、まず無駄をしない。

　といっても、それは彼だけの法律であって、愛たちにまで、押し付けてくるようなことはなかった。なので、愛の住んでいる寄宿舎はいつも暖かい。元の家よりも暖かいくらいだ。母は喜んでいるけれども、父は微妙な感じらしい。

　──その父、だがな。

　と天使が言って、愛は廊下を進みながら彼の声に耳を傾けた。

　──娘にメイドの格好をさせて、なにゆえに、それがけじめなのだ？

　まだ気にしていたのか、と愛は少し呆あきれながらも、

（だから、立場の違い、ですよ）

　と伝えた。

（わきまえろ、ってことじゃないですか？）

　──主人と使用人、という『立場』をか？　住む世界が違う、とでも言いたいのか？

（まあ、そんなところだと思いますけど）

　──ふむ……となると、貴き様さまの父も神しん敵てきということになるな。

　愛あいは、またこけそうになった。

（どうしていきなりそうなるんですかっ？）

　──どうして？　愚ぐ問もんだな。

　天使は鼻を鳴らした。

　──おまえは神かみ代しろ光ひかると添そい遂とげねばならぬのだぞ？　しかも、ただ一緒にいればいいという話ではない。何度も何度も《契ちぎり》を交わさねばならぬのだ。しかも飽きさせないために、あんな格好もして、あんなことも──

（きゃーっ!!）

　愛は、真っ赤になって、あやうく本当に悲鳴を上げそうになった。トレーの上で、かちゃん、と食器が鳴る。

　無理もない。仕方ない。

　なにしろ、一四歳の少女の頭の中に、裸の男女がありえない格好で、嫌いやらしく絡からみ合う姿が次々と浮かんだのだから。

　もちろん、それは愛の知識ではありえなかった。

　天使だ。

　彼が、どこからか仕入れたものを、愛の頭に直接、映像として送り込んできたのだ。

[image: ]

（ななななななんてもの見せるんですかっ！）

　──わからんのか、今のはさまざまな体位──

（なんなのかはわかってますっ！）

　皆までは言わせなかった。どうせまた、露ろ骨こつで嫌いやらしい単語を並べ立てるに決まっているのだ。こんな時は、本当に天使なのか、と疑いたくなる。

　──失礼なやつだな。私はお前たちのことを思ってだな。

（噓うそつけ！）

　絶対、楽しんでいる。それが、はっきりとではないが、伝わってくる。まあ、お前たちのため、というのも噓ではないのだろうが。

（早く《契ちぎらせ》て、安心したい、っていうのもあるんだろうし……）

　それを思うと、少しだけ申し訳なく思う。天使にも、光ひかるにも。

　以下、天使から聞いた話だが──

　繰り返しになるけれど、神かみ代しろ光は《堕だ天てん使し》である。

　地じ獄ごくの神となって悪あく魔まの軍団を率ひきいて天てん界かいと戦うこと、いくたび。伝えられるところでは、ルシファーたちはその戦いに敗れて地の底深く悪魔たちは封じられ、ルシファーは氷漬けにされて来きたるべき復活の日を待っているということだった。

　生なま身みでの地じ獄ごく行こうを体験した中世の詩人ダンテもその手記、『神しん曲きよく』の中で、氷漬けの悪魔神の姿を見ている。

　それが、いったいなんの目的があってのことか、地下にある穴を通ってこの世界に産み落とされたのを、天使たちが保護したのだという。光の両親──神代夫妻は人間ではない。光を守護するために遣わされた天使が、人間の夫婦のふりをしていたのだ。

　愛あいも、遠くから見かけたことがあるが、まったく普通の人間と変わらなかった。優しそうな人たちだなあ、とは思ったが、天使、といわれて抱いだくイメージとはまったく違う。

　もっとも、普通に背中から鳥ちよう翼よくを生やし、頭に光の輪を載っけた大人が街を歩いていたら、天使よりもまず《電波》を疑うだろうが。

　ともあれ、光はその二人によって育てられた。

　だがそれは、ただ守るというだけではなくて、光を再び天界へ戻すという意味が含まれていて、彼らは光をとにかく善人に育てようとしたらしい。

　まあ、それに関しては、成功したといえるかもしれない。

　光は、これ以上はないほどの善人だ。

　見ている方がハラハラしてしまうほどの。苛いら々いらしてしまうくらいの。

　だが、悪魔もそれを黙って見てはいなかった。

　悪魔の中でも高位の──将軍を名乗るほどの大悪魔が、光を取り戻しに地上へ現れたのは、晩秋のことだった。

　ただの天使だった光ひかるの両親、それに、二人に仕えていた天使たちは、その大だい悪あく魔ま、地じ獄ごくの七将軍が一人にして《蠅はえの王》、バール・ゼブルによって消滅させられたという。

　けれども、それで物語は終わらなかった。

　光は、天使たちによって無む垢くな善人に育てられていた。それは、悪魔たちにとって、なによりの防御となる。その神聖さがバール・ゼブルを灼やき、彼はこのままでは光を地獄へ迎えることができないと知ったのだろう。

　だが、悪魔はあきらめなかった。

　人間には人間。

　光を再び地獄へ迎えるには、その神聖さを汚けがし、《堕落ダウンフオール》させるしかない。そのために悪魔は七人の少女たちを選んだ。若い身に《七つの大たい罪ざい》を宿し、その《罪シン》に身と心を灼き続けてきた娘たちを。

　即すなわち。《邪淫ルスト》の牧もく鷹おう羊よう子こ。

　即ち。《高慢プライド》の明あけ星ほし獅しぃ子こ。

　即ち。《憤怒ラース》の田た名な網あみ久く美み。

　即ち。《大食グラトニー》の那な賀が花はな美み巳み。

　即ち。《怠惰スロース》の荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ。

　即ち。《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わ。

　即ち。《強欲グリード》の鏡かがみ倉くら子こ。

　七つの罪を背負った、七人の少女──恐るべき、悪あく魔まっ娘こたち。

　彼女たちの目的はただひとつ。

　光を《堕落ダウンフオール》させ、再び悪魔神ルシファーとして目覚めさせること。その見返りとして彼女たちは《大たい罪ざい》を極めることができる。するとどうなるのか──天使はそれを教えてくれなかったが、《罪人シナー》にとってそれは《救済》に思えることだ、とだけは言った。本当は違うのだけれども、そう思えてしまうだろう、と。

　だが、もちろん天てん界かいもそれを黙って許しはしなかった。

　光を《堕落ダウンフオール》から守り、反対に《善行》を積ませて再び大天使へと導く者が、そのきっかけとなるべき者が選ばれた。それが──

（私、なんだけど……ね……）

　光を《堕落ダウンフオール》から救うのは《愛》──それはいい。

　けれど、その手段が問題だった。

　天使は言ったのだ。

『──神かみ代しろ光を《堕落ダウンフオール》から救うには、相思相愛の娘が、彼かの者と《契ちぎる》しかない！』

　と。要約だけれども。

　なんだそれは、と愛あいは今でも思う。そんな馬ば鹿かな話があるか、と。《契る》とは、随ずい分ぶん古い言い回しだけれど、ようするに《えっち》しろ、ということだ。

　だが、自分が光ひかると《契ちぎる》ことで、それが《堕落ダウンフオール》に対する《鎧よろい》になると言われれば、無む下げに断ることもできなかった。とはいえ、そう簡単には最後の一線を踏み越えることも、一四歳の少年少女にはできなかったのだが。

　もちろん、愛あいは処女だった。

　光の方は──わからない。

　七人の悪あく魔まっ娘こたちと暮らしていた間、なにもなかったと言い切れる自信はない。光にも訊たずねることのできるような話ではないし。恥はずかしすぎる。

（もうちょっと、勇気があればなぁ……）

　愛はため息をつきながら、光の部屋の扉を叩たたいた。

　待ったが、返事はない。

　おそらく、まだ眠っているのだろう。いつものことだ。愛はノブに手をかけて引いた。鍵かぎなどはかかっていない。

「おはようございまーす」

　愛は、トレーを落とさないように気をつけながら中に入った。暖房がよく効いていて暖かい。冷たい廊下から入ると、少し暑いくらいだ。ふわ、と赤ちゃんのいる家にお邪じや魔ました時のような、微かすかに甘い香りが鼻をくすぐる。いつものことだけれども、それがいかにも光らしくて、愛はくすりとした。

　それにしても、いつ来ても広い。二〇帖じようくらいはあるだろうか？　その部屋にキングサイズのベッドがひとつと、壁際に小さな机がひとつ。それと、二人用くらいの大きさの丸テーブルが窓際に置かれている。

　愛はそのテーブルの上にトレーを置くと、カーテンを引きあけた。冬のやわらかな陽ひ射ざしがレースのカーテン越しにベッドを照らし、

「ん……」

　微かな、むずかるような声がして、愛は嬉うれしくてむずむずした。可愛かわいい。可愛すぎる。普通、男子にそんなことを言ったら嫌いやがられるが、光は本当に可愛いのだから仕方がない。とはいえ本人に言ったりはしないけれども。

「朝ですよ、ご主人様♪」

　言って、愛はベッドの傍そばに寄った。

　羽毛布団に顔の半分もうずめて、光はまだうとうとしていた。元から色素の薄い、栗色をしたぽわぽわしたやわらかそうな髪が、朝の光りに輝いている。軽く、布団の上から肩を揺ゆすると、光はもう一度、ん、と呟つぶやいて、のっそりと体を起こした。

「…………」

　ぼーっとしている。

　髪の毛は寝ね癖ぐせがついて、あらぬ方向に跳はねており、それがなんともおかしくて、愛あいはくすくす笑いながら、掌てのひらで軽く撫なで付けてあげた。だが、栗色をした髪は、そのくらいでは少しも直らず、抵抗するようにすぐに跳ね返った。これはあとで、ドライヤーで直すしかないだろう。

「さあ、起きてくださいな」

　容よう赦しやなく、愛は布団を剝はがした。

　寒くはないはずだが、剝いでみれば女の子座りをしていた光ひかるは、小さくくしゃみをすると、自分の体を抱くようにしてぶるっと震ふるえた。

「寒い？」

「え……？　あ、おはようございます、白しら鳥とりさん」

　光は寝ぼけた顔でそう言うと、ベッドの上で正座をして、深々と頭を下げた。

「うん、おはようございます♪」

　これももう、すっかり、いつものやり取りだ。

　愛は、ベッドサイドに置かれた水差しからコップに水を注ついで、差し出した。光はそれを受け取って、美お味いしそうに飲み干す。

　もちろん、これはただの水ではない。聖せい水すいだ。

　──つまり、おまえの──

（ううううううるさいっ！）

　愛は、いつものようにとんでもないことを言い出そうとした天使の声を遮しや断だんした。こっちだって、いい加減、学ぶ。まったくあの天使はすこし下品が過ぎる。

「ありがとうございます」

　空からになったコップを受け取って、愛はスリッパを揃そろえた。光は裸足はだしのままそれを履はき、丸テーブルへと向かう。それを追い抜いて椅い子すを引き、光が座るのにあわせて、押してやる。

　もう慣れたものだ。

　別にそこまでしてあげることもないのだが、父親の手前もある。万が一、気安く話をしているところを見つかったりしたら、すぐにここを出ていくといいかねない。それは困る。光の傍そばにいることができなくなるのは、とても困る。

　だからここではきちんと、ご主人様、と呼ぶ。怪しくても敬語も使う。困るのは、時々学校でも、ご主人様、と呼びそうになることだが、今はなんとか誤ご魔ま化かせている。

　愛はトレーの上の食器にかかったラップを外した。部屋が暖かいから、目に見えてはっきりと湯気は立たなかったが、まだ冷めてはいない。

「いただきます」

　光はそう言うと、箸はしを取り上げた。割り箸ではなく、漆うるしの塗ぬり箸ばしだ。

　愛はお辞儀をして後ろに下がった。外したラップをポケットにねじ込んで、光の食事の様子を油断なく見張る。

　見守る、ではなく、見張る、だ。

（どうですか？）

　そう、愛あいは天使に訊きいた。肉眼ではわからない変化も、天使にならわかる。天使は愛の五感を通じて世界を見る。人は、すべてを見ていても、認識ができるのは僅わずかだ。ほとんどは無意識の海へと放ほうり込まれて、それきりになる。天使は、その捨てられる情報もしっかりと捉とらえて、教えてくれる。

　──今のところは大だい丈じよう夫ぶなようだな。

　光ひかるは楽しそうに出だ汁し巻まき卵たまごを箸はしで器用に切ると、大きな口を開けて、ぱくりとやった。

「！　美お味いし……」

　母が聞いたら喜ぶだろう。

　初めは、男の子と同居、ということに父同様、懸け念ねんを抱いだいていたが、光の人じん品ぴんを知り、今ではすっかりお気に入りだ。もしも父が反対しなかったら、光を寄宿舎に招いて一緒に暮らしていたに違いない。父の気持ちが落ち着いたら、本当にそうするかもしれない。

　光は出汁巻き卵を吞のみ込むと、愛を向いてにっこりとした。

「本当に美味しいです」

「ありがとうございます」

　母に代わって、にっこりと微笑ほほえんでお礼を言う。光は頷うなずくと、今度はおわんを手にして、ずう、と薩さつ摩ま芋いもが溶けていい甘さになった味み噌そ汁しるを啜すすった。

　愛は空腹を憶おぼえた。

　朝食がまだなのだからあたりまえかもしれないが、光があんまりにも美味しそうに食べているから、というのもある気がする。

　──気を抜くなよ？

　天使の声に、愛は光にわからないように頷いた。

　こういう時が、一番危ない。

　食欲、性欲、はダイレクトに《大たい罪ざい》に繫つながっている。なので、食事時、そして性欲を刺激するような事態に遭そう遇ぐうした場合、いつでも対処できる心構えが必要だ。この屋敷は《結けつ界かい》が張られていて、天使はその中であればどこでも現れることができるのだから、直接、光を押さえ込むのが手っ取り早いのだが──

　──それは駄だ目めだと言っただろう。

　そう、天使の声が頭に響ひびいた。

　──私が直接に手を出すには、まだ、地じ獄ごくの影響が強い。下へ手たなことをすれば、私に対する反発で一気に《堕落ダウンフオール》する可能性もあるのだぞ。

（わかってますってば）

　ご飯をほおばる光を見つめて、愛は答えた。

（そうできたらいいなあ、って、ちょっと思っただけですよ）

　少し気を抜いてしまった。

　自分の考えていることが、基本的に筒つつ抜ぬけになるというのは、困る。一応、意識的に話しかけた時にだけ、天使と繫つながるように心がけているのだが、今でも少し気を抜くと、勝手にこっちの考えが流れていってしまうこともある。

　──おい。

　天使の、どこかぴりりとした声に、愛あいははっとした。

　──少し、ペースが速くないか？

（え？）

　愛は、光ひかるを改めて見た。

　光はご飯を嚙かみながら、ハムステーキを切りにかかっていて、半分にしたそれを、ぱくりとやった。慌あわてたからか、こぼれそうになって顔をあお向ける。そのまま、もぐもぐと嚙んで、吞のみ込んでいく。

　確かに。

　普段から小食、そしてのんびりやの光にしては、ペースが速い気もする。

「ご主人様」

　愛は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「もう少しゆっくり食べないと、喉のどにつかえちゃいますよ？　しっかり嚙んで」

　光は頷うなずく。すぐに手を止めて、しかし、

「あの……ご主人様だなんて、呼ばなくていいですよ……？　僕たち、友達じゃないですか」

　そんなことを言った。

　友達──その言葉に、愛はずきりとした。それはそのとおりではあるんだけども、と思う。こっちの気持ちは知っているくせに、という思いが込み上げるのを抑えこみ、胸の痛みを誤ご魔ま化かすように、

「はいはい、そうですね。──ほら、こぼれそうですよ？」

　お母さん──お姉さんのように振ふる舞まった。

「え……あ」

　光は、口の端はから垂たれそうになった脂あぶらをぺろりと舐なめ取って、それから、あきらめたように、言われたとおりにしっかりと咀そ嚼しやくしていく。

　その様子を観察し、愛は、ほっとした。

　大だい丈じよう夫ぶだったようだ。

　光の《堕落ダウンフオール》には、きっかけがある。かつては、バイキング食べ放題や、全校生徒を前にした演説など、大規模な仕掛けが必要だったが、一度地じ獄ごくへ行ったせいか、簡単なスイッチでルシファーモードへ切り替わるようになってしまっていた。

　そして、《堕落ダウンフオール》中、《罪シン》の蓄ちく積せきは進んでいく。もしも《浄化ピユリフアイ》が間まに合わずに、光ひかるが《完全パーフエクト堕落ダウンフオール》をしたら、

『──私でもどうすることもできないかもしれない』

　と、天使は言っている。

　そうなったら、世界は終わりだ。

　悪あく魔ま神しんルシファーは、再び、天てん界かいに対して戦争を仕掛けるだろう、と天使は言う。地じ獄ごくからは悪魔の軍団が現れ、神はこれを迎むかえ撃うつべく、天使の軍団を派は遣けんする。そして、その戦場となるのは、ここ、だ。

　地上。

　人の世界。

　二つの軍団が真正面からぶつかれば、この世などあっという間に壊かい滅めつする、と天使は言う。にわかには信じがたいが、これまでにも、そうしたことがなかったわけではないらしい。わかりやすいところでは、大氷河期。僅わずかな生命を残して地球上の多くの生物を滅ぼしたあれは、天界と地獄の大戦争による結果だ、という。

　話が大きすぎて、愛あいにはぴんと来なかったが、とにかく、そうなれば光は光でなくなってしまう。ルシファーである悪魔・光は、人間・光とは人格が別なのだ。たとえ同じ顔、同じ声、同じ体でも、好きにはなれない。

「──げほっ！」

　不意に、光が咳せき込んで、愛はハッとした。なにかが喉のどにつかえたのか、光は、どんどんと胸を叩たたいている。

「光君！」

　ご主人様、というのを忘れてしまったが、そんなことを気にしている場合ではなかった。愛は光の脇わきに立つと、急いで背中をさすった。咳せきはすぐに止まったが、ひゅうひゅうと息は苦しそうだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　手を動かしながら言うと、光は微かすかに頷うなずいた。肺が、ぜいぜいと嫌いやな音を立てている。テーブルを見れば、すこし味み噌そ汁しるがこぼれていた。これが気管に入ってしまったのだろうか。

　がっつくから──と思った時。

　愛は、胸に、なにかが触れたのを感じた。身じろぎをした光の肩が当たったのだろうか、と思い、視線を落とした愛は、

「！」

　ありえない光景を見て、息を吞のんだ。

　光の手が、メイド服の上から、愛の、人並みの大きさはある胸を、つかんでいる！

　どくん、と心臓が跳はねる。

　触れられたところから、一気に熱が体中に広がる。暑いのは、部屋の暖房のせいじゃない。

「ひ、ひか──」

　声が上うわずる。光ひかるはうつむいていて、顔は見えない。恥はずかしいのだろうか？　愛あいは素早く辺りに視線を走らせた。もちろん、見ている人はいない。光の手は動かず、ただ胸を押しているような格好だ。ひょっとして、支えているだけ、なのだろうか？　倒れそうだと思って？

　しかし、そうではないとすぐにわかった。

　光の指がブラをした胸に沈み込んだのだ。すぐに緩ゆるみ、けれどもまた沈む。ぞく、とした気持ち良さを胸に感じて、愛はどっと汗をかいた。

（ど、どうしよう……）

　愛は、固まってしまったように動けなかった。朝からこんなの……いけない気がする。手を払いのけようか──だがそれで、光を傷つけてしまうかもしれない、と思うと、安易にはそれもできなかった。もしそうして、

『……白しら鳥とりさんは、本当は僕のことが嫌いだったんですね……こんな……まるでハエかゴキブリがたかったみたいに、僕の手を払いのけるなんて……』

『そんな！　違うの！　そういうのじゃなくて──』

『言い訳は聞きたくありません！　僕のことを好きだって言ったのも噓うそだったんだ！　ここに住むための方ほう便べんだったんだ！』

『ち、違──』

『出てって！　出てってください！』

　う……駄だ目めだ。泣けてきた。

　──馬ば鹿か者もの！　妄もう想そうで涙ぐんでどうする！

　天使の声に頭を叩たたかれた気がして、愛は目を瞬しばたたいた。危あやうく涙が落ちそうになるのを、なんとか堪こらえる。悪い癖くせだ。すぐに自分の想像の中へ入り込んでしまうのは。

　──泣いている場合じゃないぞ！　こいつは──

「！」

　腕の向こうに隠れた光の顔、その口元に浮かぶ、なんともいえない笑えみを見て、愛はハッとして光の手を振りほどき、後ろに飛び退のいて胸を隠すように自分を抱きしめた。触れられたところが、まだ熱い。そこから、なんともいえない、心地よいむず痒がゆさが広がって、愛は思わず太ふと腿ももをすり合わせた。

「……けけっ！」

　わきわきと指を、昆虫の足のように動かして、光は笑った。

　否いな。

　今目の前にいるのは、光にして、光にあらず。

「──ルシファー！」

「あったりー」

　もう一度、けけっと笑って、光ひかるは腕を下ろした。その向こうで、彼の表情は一変していた。

　邪じや悪あく。

　まさにその一言に尽きる。寝ね癖ぐせのようだった髪は、すべて逆さか立だって他ほかと見分けが付かなくなっている。穏やかで目め尻じりが下がり気ぎ味みだった目は、怒ったように吊つりあがり、心なしか瞳どう孔こうも細く切れ長になったように思えた。
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　椅い子すを鳴らして立ち上がり、ルシファー・光は寝巻き代わりのフリース姿で立った。そうして、残ったハムステーキを摘つまみ上げて、口へと放ほうり込む。肉汁と脂あぶらが交じり合ったものが顎あごを伝って滴したたる様子に、口の中に唾だ液えきが溢あふれてきて、きゅう、と胃が縮まるのがわかった。

　ルシファー・光のせいだ。

　彼は《堕落ダウンフオール》そのもの。彼の食事の様子に、自分の中の《七つの大たい罪ざい》のひとつ、《大食グラトニー》の《罪シン》が刺激されているのだ、と、天使に説明されなくても、愛あいにはわかった。

「ふぉら、喰くうふぁ？」

　半分ほど口に入れた状態で、まるでキスをねだるようにハムを差し出してくる。

　それは、とても誘ゆう惑わく的だった。ごくりと喉のどが鳴る。あの一口を食べられるなら、なにされてもいい──そんな風にも思えてしまいそうになる。

　だが、愛は踏みとどまった。

（違う……）

　唾だ液えきを飲み込む。愛あいは、強く自分に言い聞かせた──目の前にいるのは自分の好きな光ひかるではない、というそのことを。そうして。

（ん──）

　集中する。自分の中の気持ちに。光のことを好きだという、その想おもいに。それは、胸の中で暖かな光りとなって結実し、一本の矢に変わる。そう、想像する。

「やべ」

　ルシファー・光は、残ったハムをずるりと吞のみ込むと、ぽん、と跳とんだ。

「あっ！」

　止める間まも、阻そ止しする手段もない。彼は、常人から大きく外れた身体能力で、愛の頭上を軽々と飛び越えた。愛は咄とつ嗟さに手を伸ばしたが、フリースの裾すそをつかむこともできなかった。

　ルシファー・光は毛足の長い絨じゆう毯たんの上で一回転すると、ドアのすぐ傍そばに置いてあったスニーカーを引っつかんで、体当たりするようにしてドアを開け、廊下へ飛び出した。

　──いかん！　追いかけて止めるのだ！

「は、はい！」

　愛もあとを追おうとする！　が──

「ふぎゃ！」

　……転んだ。

　慌あわてて振り返ったその瞬しゆん間かん、足がもつれて、見事に顔からうつぶせに倒れていた。

　鼻が、じんと痺しびれるように痛い。

　──このドジ！

　天使の焦あせりを含んだ怒っている声に、愛は、うう、と呻うめいて涙を堪こらえた。
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（始まりましたわね）

　明あけ星ほし獅しぃ子こはオペラグラスを下ろすと、窓まど枠わくを押すようにして椅い子すを回し、目の前に来たコンソールのタッチパネルに触れた。

　すぐにシステムが立ち上がり、各部屋の様子が表示される。といっても、映像ではない。グラフだ。ただし、外出しているかどうかはサーモセンサーでわかる。表示は、人間がそこにいることを表している。

　獅ぃ子は二つの部屋のスピーカーをオンにした。

「久く美み。美み巳み。光ひかる様が家を出られますわ。追っ手を足止めなさいまし」

　ツインテールに縛しばった髪を押さえて、そう告げる。

　するとすぐに、

『──わーったよ……』

　と、女子にしては凄すごみのある、田た名な網あみ久美の声が返り、

『──はぁい』

　と、こちらは生クリームのような甘い、那な賀が花はな美巳の声もした。

　相変わらず、覇は気きがない。

　そのことに苛いら立だちながら、椅子に背を預けてモニターを見つめていると、すぐに、エレベーターが作動したことが表示された。

　積載重量は、同じ年とし頃ごろの少女三人分だが、乗っているのは二人だろう。

　久美は細い体に鋼はがねの筋肉を潜ひそませていて、見た目よりも重い。美巳は──見た目どおりではあるが、着ている服が実体重よりも体重があるように見せてしまうようなもので、その印象を加えると、二人の見た目の重さと、実際の重さはほぼ同じになる──が、それは、二人で三人分、という重さだ。

　エレベーターが一階に到着し、獅ぃ子は廊下のスピーカーに音声を切り替えて、映像も表示した。部屋にはカメラは仕掛けていないが、共有部分には死角がないように上う手まく、何台ものカメラが配置されている。

　同じように、神かみ代しろ邸ていにも隠しカメラを取り付けてあったのだが、白しら鳥とり愛あいが引っ越してきて半日も経たたないうちにすべて撤てつ去きよされてしまった。忌いま々いましいといったらない。

　だが、新たなカメラを設置することはできなかった。

　神代邸の敷地には強力な《結けつ界かい》が張られ、獅ぃ子たちには足を踏み入れることができなくなってしまったからだ。人の身ゆえ、いきなり滅んだりすることはないが、その気持ち悪さといったら、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものがある。

　おそらく、一〇歩も進めないだろう。

　前に、ためしに久美を放ほうり込んでみたら、のた打ち回って夕飯を吐はいて撒まき散らし、あとで信じられないくらい怒った。こちらには《赤せき兎と》がいたので、大きな揉もめごとにはならなかったが。あの吐はきっぷりは尋じん常じようではない。

　その久く美みと美み巳みがカメラに入ってきた。歩き方を見ても、すぐにわかる。相変わらず、やる気なし、だ。

「二人とも、なんですの？」

　そう言うと、上下ジャージ姿の久美は、足を止めてカメラを向いた。怒っている。それが彼女の《罪シン》とはいえ、口を開けば火を噴ふきそうな表情だ。実際、炎こそ噴かないが、カメラはしょっちゅう壊されている。

　美巳はといえば、久美が立ち止まったのをいいことに、ふわふわした、いかにも女の子っぽい服の隠しポケットからヌガーバーを取り出して、こそこそと食べた。あんなに歯にくっつきやすいものが、あっという間まに一本、そして二本と口の中へ消えていく。甘い匂においがここまで届きそうだ。

「少しは緊張感を持ったらどうですの？　光ひかる様は、わたくしたちを頼りにしてくださっているんですのよ？」

『だからって、なんでオレたちが足止め役なんだよっ！』

　画像がぶれる。

　久美が怒いかりの一撃を壁に喰くらわしたに違いない。獅しぃ子こはため息をついた。おそらくひどく凹へこんでいるだろう。冗談ではなかった。修理費用はタダというわけではないのだ。しかし今はそれを言うことはしなかった。言えば、争いになることは目に見えている。光のためにやらねばならないことがある時に、時間を無駄にはしたくない。

「他ほかに、荒あらごとに向いている人がいて？」

『じゃあこいつは！』

　久美が立てた親指で、後ろの美巳を指す。

『こいつのなにが向いてるってんだ！　ちゃんと答えてもらうぜ！』

　でなければここをもう動かない、と久美の表情は語っていた。

（まったく……）

　獅ぃ子は、久美たちにはわからないようにため息をついた。知られたらまた、怒りの火に油を注ぐことになってしまう。

　正直に言ってしまえば、理由など、ない。

　本当は、誰だれでもいいのだ。

　だが、多少強引なことをしても、白しら鳥とり愛あいを止めることができる人材というのが、七人の中にそうはいない、というだけのことだ。

　棕しゆ櫚ろに頼んでも、面めん倒どう、の一言で済まされてしまうであろうし、倉くら子こは、なんの得にもならない、とやはり聞きはしないだろう。羊よう子こはこのところ仕事の方が忙しくて不在気ぎ味み、巳み和わは性格を考えれば、邪じや魔まなどせずに愛を行かせてしまうに違いなかった。

　獅しぃ子こ自身には、可能ではある。

　しかしそれは、あまりにも目立つ、ということで、光ひかるから禁じられている。となれば、残るのは美み巳みと久く美みの二人しかいなかった。

　つまりは消去法。

　それだけのことなのだ。それに、扱いも易やすい。棕しゆ櫚ろたちは、いくら獅ぃ子が説明を重ねたところで、気が乗らなければ動くことはしない。それは久美たちも違わないのだが、久美はあれで意外と聞き分けがよいし、美巳に至っては、美味なるものを約束すればそれでよかった。

　なので、美巳はなんの不満もないだろう。文句を言っているのは久美で、美巳は単に話が終わるのを待っているにすぎない。

　とん、と獅ぃ子はテーブルを指で叩たたいた。

「……あなたたちしかいないからですわ」

　そう、獅ぃ子は言った。

『……おだててんのか？』

　獅ぃ子は鼻を鳴らした。

「馬ば鹿かにしないでいただきたいですわね。わたくしは《高慢プライド》の《罪人シナー》ですわよ？　誰だれが他人を持ち上げたりするものですか！」

　つい、声を荒あらげてしまった。モニターの中で、久美が気け圧おされたのがわかった。が、それを認めたくないのか、彼女はことさら不機嫌な顔になる。だが、止められない。獅ぃ子は今、自分が久美の《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》に中あてられていることはわかっていたが、到底感情を抑えられるものではなかった。

「本当にそうなだけですわ！　少し考えればわかりそうなものでしょう!?　あなたたちの他ほかに誰が、白しら鳥とり愛あいを止められるというのです!?　棕しゆ櫚ろ!?　倉くら子こ!?　巳み和わ!?」

『わ、わかったよ！』

　慌あわてたように、久美は後ろに下がった。

『……そりゃあまあ、あの連中には任せられねーよな』

　急速に、怒いかりが引いていく。獅ぃ子はその熱と、恥はずかしさで、体が火ほ照てるのを感じながら唇くちびるを嚙かんだ。

　またしてもやってしまった。

　同志たちの中で、久美の《大罪》に一番引きずられやすいのは自分だということは、よくよく承知しているはずなのに。《高慢プライド》の《罪人シナー》にとって、怒りは防波堤でもある。だが、それだから、と安易に引きずられては、それこそプライドにかかわる。それは自分の心が久美に操あやつられていると見ることもできるからだ。

「わかったらさっさとお行きなさい。光様は直じき、門にたどり着きますわよ？　逢あえなくてもよろしいの？」

『冗談！』

　久く美みは、もう機嫌を直したのか、不ふ敵てきな笑顔になって掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた。

『遊んでやるぜ、白しら鳥とりのやつと』

「まかせますわ」

　頷うなずき、久美は振り返って美み巳みの腕をつかむと、あっという間まにカメラの前から姿を消した。玄関に備え付けられた別のカメラが、出ていく二人を映し出す。驚くことに、久美は美巳を抱え上げて走っていた。

　米こめ俵だわらか、と言いたくなるような扱いだ。ぽんぽんと弾はずませるようにして、駆けていく。凄すさまじい膂りよ力りよくだ。さすがは、《サー・アイスキャット》と呼ばれる、地下格かく闘とうの猛も者さだけのことはある。彼女のやっているそれは、キャットファイトといえども、ショー的要素の薄い、流血ありの格闘に等しいものだ。そのリングで、彼女は無敗を誇ほこっている──一四歳にして。それはもう伝説だ。

「もどかしい？」

　部屋の隅すみでそう声がして、獅しぃ子こは椅い子すを回した。暗がりに、一人の少女が寝そべっている。バスローブだけを羽は織おり、けれど、しどけなく前をはだけて、ほとんどふくらみのない薄い胸も、まだ産うぶ毛げのような翳かげりもさらして、恥はじる様子もなく。

「……ええ」

　と、獅ぃ子は呟つぶやいた。

　ふうん、と気けだるげな少女──荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろは言って、面めん倒どうくさそうに体を起こし、傍そばに転がしてあったペットボトルの水を飲んだ。

「だよねぇ。光ひかる様もいったいなにを考えてるんだか。白鳥さんが《敵》だってことははっきりしたんだから、始末しちゃえばいいのに。獅ぃ子なら簡単なことなんだし」

　確かに、簡単だ。

　明あけ星ほし財ざい閥ばつの──否いな、獅ぃ子自身の力を持ってすれば、白鳥一家を力ずくで《消して》しまうことなど、難しい話ではない。《事故》はどこででも起きる可能性がある。

　だが、それはできなかった。

　できないとわかっていて、棕櫚は言っている。誘ゆう惑わくしているのだ。その理由は、簡単である。彼女の《大たい罪ざい》──《怠惰スロース》に拠よる。要するに、面倒くさいのだ。この先、また白鳥愛あいのせいでいろいろと起きることが。

「光様に、手を出すな、といわれてますわ」

「うん、そうだ」

　棕櫚はまたごろりと絨じゆう毯たんの上に横になった。自分の部屋でごろごろすればいいものを、ここにいれば赤せき兎とがあれこれと世話を焼いてくれるということに気付いてからは、ほとんど入いり浸びたっている。

「手を出しちゃいけない。そうだった。光ひかる様は、白しら鳥とりさんが好きなんだもんね」

　獅しぃ子こは眉まゆをしかめた。胸がもやもやとする。

　そう。

　神かみ代しろ光は、白鳥愛あいに好意を寄せている。

　それは人間・神代光だけではなく、ルシファー・光も、だ。彼ははっきりと、愛は自分のものだ、と宣言している。その時のことを思い出すと、今も胸がざわめく。しかしそれは、自分だけではないはず。七人の同志は皆、同じ想おもいのはずだ。

　だがそれよりも、自分たちには優先すべきことがある──この《罪シン》を極める。それだけが自分たちを苦しみから解放してくれる。

　はたから見れば、自由気ままに映るかもしれない。だが、そうではないのだ。決して満足することができないというのは、欲求が強ければ強いほど、苦痛は大きい。

　それから解放されるには、ただ、極めるしかない。

　そしてそれが可能なのは、《七つの大たい罪ざい》の究極に達し、そのために《堕だ天てん》して悪あく魔まの神となった、魔ま神しん・ルシファーに縋すがるしかないのだということを、獅ぃ子たちは、数ヶ月前、神代光の両親が消滅したのと同じ頃ころに、《知った》のだ。

（だから……そのために白鳥愛が必要だというのなら、仕方ありませんわ）

　そう思うしかなかった。

　どのみち、魔神として覚かく醒せいしつつある神代光に、自分たちは逆さからえない。だが、真に覚醒したその時には、自分たちを愛してくれる──そうも思っていた。

（でなければ、やってられませんわ）

　それも本音だ。

　覚醒した光は、獅ぃ子たちにあまり多くを語らない。ただ命令し、実行させるだけだ。それは自分たちを信用していない、ということではないだろう。彼は、悪魔の神なのだ。自分たちと同列に考える方がおかしい。

（寂しいと思わないことはないですけれど……しかたありませんわ）

　もはや、光を《堕落ダウンフオール》させるために、あれこれ考える必要はなくなった。魔神は自ら現れ、《大罪》を重ねて、地じ獄ごくへの階段を自らの足で降りている。自分たちは、それを邪じや魔ましようとする天使の手先、白鳥愛を阻はばむだけだ。

「──赤せき兎と！」

　獅ぃ子が呼ぶと、部屋の隅すみに彫像のように立っていた男がのっそりと近づいてきた。この男は、二メートル近い体たい軀くを燕えん尾び服ふくに包み、常に顔はラバーマスクで覆おおって素顔を見せたことがない。獅ぃ子が腕を上げると、大男は脇わきに手を入れて抱えあげ、自分の肩に座らせた。

　しっくりと、お尻しりが落ち着く。

　幼い頃に事故に遭あって、下半身が動かなくなって以来、赤兎は獅ぃ子の《足》だった。常に傍そばにいて、離れたことなどない。

「見に行くのかい？」

　棕しゆ櫚ろの声に振り返り、《怠惰スロース》な友を見下ろした。こうでなくては。自分はこうして、高みから人々を見下ろすのが正しい。光ひかるの前では、それは許されないことだけれども。

「ええ」

　獅しぃ子こは肩にかかったツインテールの髪を払った。

「あまり羽は目めを外さないよう、見張らねばなりませんから」




　　　　☆




　自由だ！

「きぃいいいっやっほーっ!!」

　ルシファー・光は奇声を上げながら、庭にある噴水を避よけることなく跳ちよう躍やくした。

　体が軽い──いや、実際に体重が軽くなったわけではない。そう感じているだけだ。

　人間の体はその何割も、本当の力を使ってはいない。リミッターがかかるからだ。だからそれを外してやれば。

「こんなこともできるってわけよっ！」

　今は水が止まっている噴水の彫像の天てつ辺ぺんに手をかけて、くるりととんぼ返りをし、そのまま反対側へと着地する。

　じん、とした痛みが足を駆け上ってくるそれを、感覚を遮しや断だんして防ぐと、筋肉の悲鳴は無視して、更に走った。明日あした、筋肉痛にのたうつのは自分ではない。人間・光だ。痛みが引いてからまた出てくればいい。

　それに、これもまた作戦のひとつでもある。

　目覚めた時に苦痛ばかりなら、そのうちに人間・光は厭えん世せい観かんに、体を簡単に明け渡すようになるはずだ。それゆえの、無む茶ちや。ただし、骨折や靱じん帯たい断裂などは避けるように加減はしている。そんなことになったら、《罪シン》が犯せない。

（にしても、気持ち悪わりぃなっ！）

　胃をねじ切られるような不快さに、ルシファー・光は顔を歪ゆがめた。

　ここは天使の造った結けつ界かいの中だ。

　しかも、ただの結界ではない。大天使の造った、特別の結界だ。前のものであれば地じ獄ごくの七将軍たちでも破れようが、これは無理。自分が耐たえられるのは、元・大天使、さらに人の肉体を持っているからだ。

　しかもこの結界、破壊は不可能。突き破ってもガラスのように割れるのではなく、破れた部分をつくろうように元に戻ってしまう。

（たちが悪わりぃぜ──お）

　門の向こうに、久く美みと美み巳みの姿が見えた。前は鉄てつ扉ぴだったが、それは久美が壊してしまったので、開放感のある蛇じや腹ばら式しきの物に替えたのだ。

　だが、二人とも、入ってこようとはしない。美巳はともかく、久美ならばよじ登れない高さではないが、結けつ界かいの存在がそれを躊躇ためらわせている。

　当然だ。

　傍そばに立っているだけで、気持ちが悪いはずだ。

「光ひかる様！」

　美巳が甘ったるい声で言って、くねくねと身を揉もむ。すると、花弁のようなスカートがふわりふわりと揺ゆれて、一層彼女の横幅を大きく見せた。隣では久美が、不機嫌さを隠そうともせず、腕を組んで仁に王おう立だち。こんな結界を張って、自分たちの神を閉じ込めている天使──そして、愛あいに対して腹を立てているのだろう。

「よっ、と」

　ルシファー・光は塀へいを飛び越えた。境界線を越える一瞬、薄い膜まくのようなものが体に纏まといついて、全身の毛という毛が逆さか立だち、股こ間かんをきゅうと縮み上がらせたが、それだけだった。

　道路に着地すると、すぐに二人が駆け寄ってきた。

　その顔を、じっくりと見つめてやる。すると、二人ともすぐに頰ほおが桃色に染まり、瞳ひとみが潤うるんで揺ゆれ出し、呼吸が荒くなった。

「はああ……」

　そんな吐と息いきをついて、二人は体を震ふるわせた。
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「おいおい」

　ルシファー・光はにやりとして久美と美巳を見つめた。

「感じてんのか？　嫌いやらしいやつだなあ……」

「だ、だってよ……」

　股間に手を押し当てるようにして、久美はルシファー・光を見上げた。ご褒ほう美びをねだる子犬のように、はっはっ、と息をつく。

「まあ、俺おれの《邪淫ルスト》に中あてられちまえば、無理もねーか。──どれ」

「あはあっ！」

　手を伸ばし、ルシファー・光は、ジャージの上から久美の胸を擦こするように撫なでた。それだけで久美は朝の住宅街に響ひびき渡るような声を上げて、冷たいアスファルトの上に座り込んでしまった。震えている。だが、その顔は恍こう惚こつとして上気し、口の端はから涎よだれが流れて顎あごを伝う。

「ず、ずるいですぅ！　久美ちゃんばっかり！」

「わーってるよ」

　ぶるんぶるんと胸を揺らして抗議する美巳の顎をルシファー・光はつかんだ。引き寄せ、唇くちびるを重ねる。目は閉じない。美み巳みの瞼まぶたがぴくぴくと震ふるえるのを見ながら、のるん、と舌をねじ込んで、存分に口の中をかき混ぜてやる。

「あ、はああああああ……」

　唇くちびるを離すと、間に唾だ液えきが糸を引いた。美巳もまたその場にへたり込む。

「ま、こんなとこか」

　ルシファー・光ひかるは、けけっと笑った。

　大だい分ぶ《罪シン》が戻ってきている。

　この二人は《罪人シナー》であるから、傍そばに来ただけでこれだけの反応だが、普通の人間であっても、触れればその《罪シン》をいくらかは刺激できるだろう。だがそれよりも、もっと自分が《大たい罪ざい》を犯さなければ。そうすることでしか、自分の中に《罪シン》を溜ためることはできない。

（浄じよう化かされちまうと、がくんと減るからな。それを上回る《大罪》を犯さなけりゃ、マイナスになっちまう。そうなったら、またこの連中に《神かみ代しろ光》を堕だ落らくさせてもらわなくちゃならなくなっちまう。なかなか厳しいぜ）

　ルシファー・光はしかし、喉のどの奥で笑った。

　ハードルは高い方が面おも白しろい。それに、泡あわを食って自分のことを追いかけてくる愛あいをからかって混乱させ、困らせるのもとても楽しい。その様子を見るだけでも、こうして抜け出す価値があるというものだ。

「──光ひかる様」

　そう声が聞こえ、光は振り返った。

「よう」

　辻つじに、巨大な黒くろ塗ぬりの車が停とまっている。その開いた扉から、獅しぃ子こが顔を覗のぞかせていた。ドアの脇わきには赤せき兎とが立って、待っている。

「じゃあ、頼んだぜ」

　ルシファー・光は美み巳みと久く美みの肩を叩たたくと、特に慌あわてずに車へと向かった。遠く、待てえ、という声が聞こえる。愛あいだ。だが、追いつくには、まだ時間がかかるだろう。

「羊よう子こは？」

　乗り込みながら訊きくと、

「先せん刻こく、ようやく連絡が付きましたわ」

　背せ筋すじをピンと伸ばした獅ぃ子は、そう言った。

「そいつは、なによりだ」

　座ると、すぐにドアが閉じられた。赤兎は運転席へ回り、リムジンを発進させる。革張りのシートに体が心地よく沈みこむのを味わいながら、ルシファー・光は獅ぃ子の肩に腕を回し、細い体が緊張に硬くなるのを楽しんだ。まだ《罪シン》を発していない。そういうことも、できるようになってきた。

（ってことは、つまり、だ──）

　掌てのひらの中で、獅ぃ子の肩がびくっと震ふるえる。そのうつむいた横顔を盗み見る。頰ほおにじわりと滲にじむように血が上ってくる。

「ひ、光様……」

　顔を上げずに、獅ぃ子が上うわずった声を出す。

「褒ほう美びだ」

　言って、ルシファー・光は獅ぃ子を抱き寄せると、上着の裾すそをたくし上げて、冷えた手を中に滑すべり込ませた。

「ひゃう！」

　そんな声を、獅ぃ子は上げる。その耳元に口を寄せて、耳みみ朶たぶを嚙かむようにして囁ささやく。

「触さわってやるよ……到着するまで」

　ぶるるっ、と獅ぃ子は腕の中で震えた。だが、押し返そうとはしない。

　つまり、それが返事だ。

　ルシファー・光は、ひた、と獅ぃ子の肌に掌を押し付け、その熱を、肌質を楽しみながら、少しずつ腕を上へと滑らせていった。




　　　　☆




　愛あいは、玄関に常備しておいたコートを引っつかむと、袖そでを通しながら外に出て、白い自分の息に包まれながら、素早く辺りを見回した。

　──あそこだ！

　天使の声に、行きすぎてしまった視線を正門へと戻す。

　いた！

　ルシファーの意識が勝まさってしまった光ひかるは、今しも塀へいを乗り越えるところだった。しかも、尋じん常じようではない方法で。優ゆうに自分の身長を超えたそれを彼は、まるで、ハードル競走の選手のように、跨またぎ越えたのだ。

　走り高たか跳とびのように背はい面めんで、というならば、できる人間がいるかもしれない。しかし、ルシファー・光がしてみせたのはそれとはまったく違う。とても人のできることではない。

（あいつ！）

　怒いかりに体が熱くなる。これが初めてではないのだ。こういう無む茶ちやをするのは。

　──これは、明日あしたが大変だな。

　天使がため息混じりにいうのを聞きながら、愛は奥歯を嚙かみ締めた。

　天使のいうとおりだ。

　初めての脱走で、あの悪あく魔まは同じようなことをやって、光の体をめちゃくちゃ酷こく使しした。結果、光はひどい熱を出して筋肉痛のために動けなくなり、ようやく学校に行けるようになったのは、シップの臭においをぷんぷんとさせた、三日後だった。

　それについて愛は、久く美みたちを通じて、悪あく魔まっ娘こたちに厳重に抗議をしたのだが──効果はなかった。これでもう何度目か知れない。そのたびに光は筋肉痛に悩まされているのだ。

（……あの子たちも光君のこと、好きだと思ってたのに……）

　それが、少し寂しい。

　──比較の問題だ。

　そう、天使は言った。

　──連中も、神かみ代しろ光を気に入っていた。それは確かだ。だが、それを圧おして叶かなえたい望みがあった。それだけのことだ。

　それはわかる。でも、残念だった。愛は、彼女たちが嫌いではなかった。彼女たちは自分のしたいことがはっきりしていて裏表がない。群れることもしない。今一緒にいるのは共通の目的があるからだ。それは──なんだかすがすがしかった。

　──感心している場合か。いるぞ。

（は、はい）

　愛は頷うなずいた。

　門の向こうには、美み巳みと久美、その二人が立って待ち構えている。ルシファー・光が傍そばに行った時には、なぜだかわからないがへたり込んでいたが、愛あいがたどり着く頃ころには立ち上がって、蛇じや腹ばら格ごう子しの向こうから中を睨にらむように見返してきた。

　愛はその前で停とまると、迷わずに門の脇わきの柱に付いたスイッチを押した。すぐに、大きな音を立てて格子を畳たたみながら、門が開いていく。

　格子のガイドレールを挟んで、愛は二人と対たい峙じした。

　彼女たちは、こちらに入ってくることはできない。いくら久く美みがキャットファイターでも、ここにいる限りは安全だ。だが、それでは愛も、光ひかるを追いかけることはできない。

「……た、田た名な網あみさん。光君はどこ!?」

　言って、愛は周囲に視線を走らせた。この辺りは朝の早い時間には人通りは少ない。どこにも、光が隠れている様子はなかった。ということは、また、繁華街の方へ行ったに違いない。その様子を想像すると、ぞっとする。

「さあな」

　腕を解ほどかず、久美はそう答えた。寒さのためだろうか？　やけに頰ほおが赤い。

「オレたちも知らねーよ。なあ、美み巳み？」

「うん♪」

　こっくりと頷うなずき、ふわふわした服を揺ゆらして美巳が前に出た。緩ゆるいウェーブのかかった長い髪も、それに合わせて揺れる。チョコでも食べていたのだろうか？　口の周りになにか茶色いものが付いている。

「パッと来てぇ、パッと行っちゃったからぁ、どこに行ったのかは、はてな、はてな♪」

　首を、右に左に傾かしげる。

　──なんだ、こいつは。

　天使の不愉快そうな声に愛は内心で苦笑したが、気持ちはわかる。愛自身、少しだけイラッとした。だがそれは、美巳の態度が原因、というよりも、久美の《大たい罪ざい》に気持ちが刺激されたから、と考えるのが正しいかもしれない。

（集中、集中……）

　愛はすーはーと、呼吸と気持ちを整えて、二人の顔を交互に見た。美巳はにこやかに、久美はむっつりとこっちを見ている。

　二人の立っているのは、門を出てすぐのところだ。車が楽に通れるくらいの幅があるから、脇わきをすり抜けられないわけではない。しかし、美巳は抜くことができても、久美の方は無理かもしれない。愛の運動神経は、なにもないところで転ぶくらいである。とても、抜き去ることなどできないだろうし、万が一、奇跡的にそうしたことになったとしても、すぐに追いつかれて捕つかまってしまう可能性が高い。

（それでもやるしかっ！）

　愛は姿勢を低くすると、だっと駆け出した。

「あっ、てめっ！」

　同じ方向へ、邪じや魔まをしようと久く美みが動く。予想どおり！　愛あいは急に停とまって体を返し、一気に久美を抜き去る！──ことはできなかった。

「むにゃ！」

　ごん。

　そんな音が目の前でして、バチバチと頭の中で白い火花が散った。じん、と。じわり、と。痛みがおでこから頭全体に広がってくる。うう、と呻うめきながら、愛は手を伸ばした。ぺとり、と掌てのひらが冷たい物に触れ、目を開けるとそれは門柱だった。

（わ、私って……ドジ……）

　ずるずるとその場にへたり込む。どうやら、久美を欺あざむくことには成功したが、勢い余って門を抜け損そこなったらしい。

　──冷静に分析している場合かっ！

　天使の声が痛む頭に響ひびいて、愛は、あうう、と呻いた。

（ど、どならないでくださいよお……今、自己嫌悪に陥おちいってるんですから……）

　──そんなものはあとでやれ！　神かみ代しろ光ひかるは今この時も《大たい罪ざい》を重ねているのかもしれないのだぞ！

　そうだった。

　ずきずきするおでこを押さえて、愛は立ち上がった。きっと、たんこぶになる。ぷっくりとふくれたおでこを想像すると、泣けてきた。光に見られたら、また心配されてしまう。

「……やってくれるじゃねえかっ！」

　強風のように久美の怒いかりが押し寄せてきて、愛は振り返った。

　本当に圧力を感じた。

　見れば、久美の短い髪は、少し逆さか立だっている。怒っているのに口元は笑っていて、猫のように鋭い八重歯が覗のぞき、愛は息を吞のんだ。あれで嚙かみ付かれたら、と思うとぞっとして。

「……てめぇ！　このオレの裏をかこうなんてのは×Ｏ＆％♯！＄％＆っっっ!!」

　なにを言っているのかわからない。

　怒りでテンションが上がりすぎて、舌が上う手まく回っていない。

　──ますます獣けものじみてきたな。

　そう思う。

　久美は、もはや猫というよりも虎とらだ。ぐるぐると唸うなって、おかしいくらいに姿勢を低くしながら、こっちを睨にらんでいる。

（ど、どうしましょう、天使様……）

　回れ右をして逃げ出したい気持ちを、光の救出という一点につなぎとめて、愛は踏みとどまり、突とつ破ぱ口こうはないかと探した。だが、なかった。この屋敷には勝手口が裏手にあるが、それはもうずっと使われていなくて、この間、調べてみると錆さび付いてしまっていて開かず、今、修理を呼んでいるのだが、なかなか来ないのでそのままになっている。

　──仕方ない。アレをやれ、愛あい。

　愛は、ぎくりとした。天使がアレといったら、アレしかない。

　だが、愛はあまり気が乗らなかった。いくら人通りが少ない、といっても、皆無ではない。それにあと三〇分もすれば、その様子は一変する。ここは通学路なのだ。クラスメートに見られる可能性は高い。それはあまりに──

　──そんな気を使っている場合かっ！

　天使の大だい喝かつに、愛は思わず首を竦すくめた。

　美み巳みが怪け訝げんそうな顔をする。彼女たちは、愛が天使のために働いていることには気付いているが、その天使と常に繫つながっていることは知らないはずだ。久く美みは我われを忘れている様子だからいいが、美巳はぼんやりとしているようで、すべてをしっかりと見ている気がした。

　──時間がかかればそれだけ、神かみ代しろ光ひかるを呼び戻すのが難しくなるぞ！

（わ、わかりましたっ！）

　愛は、パンと胸の前で手を打ち合わせた。二人は、なに？　と目を瞬しばたたく。構わず。

（……光君……）

　しっかりと二人を見み据すえながら、光のことを思い出す。

　その顔を。

　優しさを。

　差し伸べられた手の、温ぬくもりを。

　それはひとつの形になる。

　──《好き》と。

　胸に温かさが広がり、それが凝ぎよう縮しゆくしてハートの形をした鏃やじりを持つ矢が生まれるのを、愛ははっきりと感じた。

　それは《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》──射い貫ぬけば相手のハートを自分のものにできる、《愛の矢》。

　そのまま。

「──えいっ！」

　愛は、合わせた両手を前に押すようにして開いた。ピンク色をした光りが愛の胸で輝く。まるで特殊なフラッシュを焚たいたかのように。

　あっ、と久美が声を上げる。

　逃げ、と美巳が呟つぶやく。

　だが遅い！

　光りは二人をあっという間まに吞のみ込んだ。《愛》は《罪シン》を浄じよう化かする。《地じ獄ごくの使し徒と》である悪あく魔まっ娘こたちにとって、それは毒に等しい。これが神の《愛》であれば、二人は消えてしまっていただろう。だが、愛あいの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は、それほどの威力は持たない。せいぜい、光ひかるの《自じ浄じよう》力くらいだった。ゆえに。

「て、てめえええええええええええええええっ」

「嫌いやああああああああああああああああんっ」

　久く美みのジャージが、美み巳みのふわふわした服が燃え上がる！　青白い炎に包まれて、しかし、二人はどこか恍こう惚こつとした表情を浮かべた。服は分解されて、灰のように、存在しない風に巻き上げられて消えてしまった。
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　愛は思わず顔を手で覆おおった。いくら同性だからって、こんな明るいところで、しかも外で、裸を見るのは恥はずかしい。

「あ、ああ……」

　どこか甘やかな吐と息いきを漏もらし、一いつ糸し纏まとわぬ姿で、久美と美巳がアスファルトの上に倒れこむ音が聞こえた。ぺちぺちと肉が冷たい道を叩たたく。

　愛は、そっと指を開いた。

　その隙すき間まから見た二人の横顔には、しかし、苦痛はない。

　眠っている。

　心ここ地ち好よさそうな、悪夢など一切見ることはないだろうと思える、穏やかな寝顔だ。

　──なにをしている？

　携帯電話を取り出した愛あいに、天使は怪け訝げんそうな声で訊きいた。

（電話です）

　──それはわかる。だから、こんな時にどこにかけている、と訊いている。

（…………）

　ぴぽぱ、と自動でダイヤルされる音を聞きながら、愛は辺りを見回した。今の二人は無防備だ。変態さんに見つかったらどんなことになるかわからない。

　──おい！

『……なんだよ？』

　出た。

「いきなりそれはないでしょ？　竜りゆう君」

『おまえ！』

　電話の向こうの男の子が怒ったのがわかったが、愛は構わず続けた。

「あのね、今、家の前で、田た名な網あみさんと那な賀が花はなさんが倒れてるの──裸で。私、これから光ひかる君を追っかけなきゃならないから、お願いできる？」

『……わ、わーったよ』

「あー。今、二人の裸、想像したでしょ？　駄だ目めよ、えっちなことしちゃ」

『するかっ！　俺おれは姉ーちゃん以外に興味はねえっての！』

　それもどうかと思うが。

　がちゃん、と電話は切れて、愛はコートのポケットに携帯を戻して、そろりと敷地の外へ首を伸ばした。とりあえず、一いつ斗と缶かんの類たぐいが降ってくるようなことはなかった。

　──黒くろ島しま竜りゆう一いちか。

（うん）

　愛は一いつ旦たん首を引っ込め、門の脇わきに停とめてあった自転車に寄った。

　──いつの間まに……。

　自転車のことではあるまい。

　黒島竜一とは、光を追いかけて地じ獄ごくへ向かった時以来、時々電話をする仲だ。もっともそれは天使の気付かぬところでしていたので、知らなくて当然だった。

　──なぜ黙っていた。

（言ったら天使様、うるさく言うでしょ？）

　──あたりまえだ！

　愛は鍵かぎをかけずにいたままの自転車のスタンドを外して、押して外に出た。

　──黒島竜一は、《嫉妬エンヴイ》の宇う美み野の巳み和わの弟だぞ！

　わかっている。

　さらに言えば、一〇歳なのに飛び級制度で私立中学の三年生で生徒会長などもやっている、お姉ちゃん大好き、な、近きん親しん相そう姦かん願望少年でもある。それゆえに、巳み和わが光ひかると仲良くなるのを許せなく思っているところもあり、その点で、愛あいとは共きよう闘とうできる部分もあり、時々こうして頼みごとをすることがあるのだ。

　が、今はそれをぐだぐだ説明している時間はなかった。

（どうしてそうなったかは、私の記憶を読んでいいですから）

　言って、愛は自転車に跨またがった。

　そうして胸の中の矢に、意識を集中させる。すると、矢は方ほう位い磁じ針しんのようにくるりくるりと回って、ぴたりと停とまった。そっちに光はいる。

　本当に助かる。

　これがなかったら、光を見つけ出すのはかなり難しくなっていただろう。

（今行くからね、光君っ！）

　愛は、立ち上がるようにして、ぐっとペダルを踏み込んだ。

「痛あっ！」

　足が滑すべった。

　思い切り、股こ間かんをサドルの出っ張りで打ち付けてしまい、愛はしゃがみこむようにしてそこを押さえて、ふるふると震ふるえた。

　──愛。こんなところで、ひとりえっ○か？

　ちっがっああああああああああああああああああああああああああああああっうっ!!




　　　　☆




「おー、いるぜいるぜ」

　リムジンの後部座席の窓から外を見、ルシファー・光は満足して顎あごを撫なでた。ＪＲ中央線・千ち代よ神がみ駅は、朝の通勤・通学客によるラッシュが、そろそろ始まりつつあった。ロータリーに到着するバスからも、次々と人が吐はき出されていく。

　顔を引っ込め、ルシファー・光は獅しぃ子この肩に再び腕を回すと、その掌てのひらを、ボタンを外した乗馬服の襟えりから突っ込んだ。はっ、と吐と息いきを漏もらして、獅ぃ子は体を震わせる。その頰ほおはすっかり赤くなって、唇くちびるは自身とそれからルシファー・光の唾だ液えきでてらてらと濡ぬれ光り、ズボンには水をこぼしたような染しみができていた。

　ルシファー・光は車内搭とう載さいの衛星電話の受話器を取り上げ、登録された番号にかけた。その呼び出し音を聞きながら、獅ぃ子を見る。すっかりおとなしくなった横顔には、快感と、そして口く惜やしさが見える。たとえそれが自分の神であっても、意のままにされることに《高慢プライド》が邪じや魔まをしているのだ。

（それがまたいいぜ）

　けけっ、とルシファー・光ひかるは喉のどで笑った。獅しぃ子こは、他ほかの六人に比べて嬲なぶりがいがある。快感に屈服させられるのを口く惜やしく思いながらも、肉体はどうしようもなく反応してしまう、その狭はざ間まで苦悩する姿は──愛らしい。

『──はぁい？』

　やっと出た。

「羊よう子こか？　今どこだ？」

『もうすぐロータリーにつきますよぉ。そうしたら、すぐに行きまぁす』

「早くしろよ？」

　言って、ルシファー・光は電話を切った。

　すると、いつの間まにか獅ぃ子が、どこか挑いどむような目で自分を見上げているのに気付いた。その目つきが憎たらしいから、指先で、堅くなった部分を軽く捻ひねってやる。

「んっ」

　可愛かわいい声を上げやがって。

　だが、それでも、獅ぃ子は負けずに睨にらんでくる。面おも白しろいので、調子に乗って二度三度と、捻ったりつまんだり、指腹で撫なでたりしてやると、そのたびに獅ぃ子は、背を反そらし、首を捻り、びくびくと震ふるえた。

「ひ、光様っ！」

　押されたが、手に力はない。だが、やめてやった。調教には、優しさも必要だ。ドメスティックバイオレンスの被害者が、骨を折られながらも相手から離れられないのは、暴力のあとの優しさに縛しばられているからという面もある。

「すぐに、羊子が来るぜ」

「そうですか」

　ボタンをかけ直し、乱れた髪を整え、獅ぃ子は乗馬服のジャケットの袖そでで口を拭ぬぐった。見る間まに横顔がいつもの少女に戻る。快楽の跡は隠しようもないが、表情は完かん璧ぺきに繕つくろわれている。

「それで」

　手を湿ったシートについて押すようにして、獅ぃ子は光から離れた。

　それを許してやる。

「羊子を呼んで、なにをなさるおつもりなんですか？」

「決まってる。《大たい罪ざい》を犯すんだよ」

「それはわかっていますわ」

　生意気な口を利きく。

　もう一度、捻ってやろうか、という考えが浮かんだが、寛大になることにした。あまり時間もない。ここで役に立たなくなったりしたら、羊子のことが困る。

　ルシファー・光は足を組み、尊そん大だいに背もたれに体を預けた。

「これから起こす《大たい罪ざい》は三つ。《邪淫ルスト》と《嫉妬エンヴイ》と《高慢プライド》だ」

「羊よう子この《邪淫ルスト》はわかりますけれど……巳み和わの《嫉妬エンヴイ》とわたくしの《高慢プライド》は、いったいどうやって……？」

「確かにてめえの《大罪》は簡単じゃねぇ。だが要は、他人から賞しよう賛さんや羨せん望ぼうを受ければいいって話だろ？　それが人の《高慢プライド》を刺激する」

「それと羊子とどう繫つながりますの？」

　ルシファー・光ひかるは笑った。

「羊子はなんだ？」

「なにって……」

「あいつはあれでも、グラビアアイドルだ。おまえ、あんまりＴＶとか見ねえだろ？　最近、売れてるんだぜ、羊子のやつ。コンビニに行きゃあ、半分の雑誌はあいつが表紙を飾ってる」

「し、知りませんでしたわ……」

「今や、あいつのことはかなりの人間が知ってる。特に、男どもは、な。そのほとんどの連中が、羊子を性欲の対象として見てる。あたりまえだ。あいつは《邪淫ルスト》の体現者だからな。どいつもこいつも、羊子を欲しがってる。羊子とやりてーと思ってる」

　露ろ骨こつな言い方に、獅しぃ子この目が挙きよ動どる。

　頰ほおが赤くなる。

　……面おも白しろい。

「で、そんな連中の前に、俺おれ様さまが羊子と連れ立って現れたら──やつらは、どう思う？」

　あ、と獅ぃ子は呟つぶやき、目を伏せて、なるほど、と言った。

「殿との方がたは、羊子を見て《邪淫ルスト》を、その彼女を連れている光様を見て、《羨望》と《嫉妬エンヴイ》を抱いだく。それは、光様の《高慢プライド》に繫がる、というわけですわね？」

「そういうこった」

「わかりましたわ。それならば、わたくしはなにを？」

「ただいればいい。おまえらがいれば、それだけで《大罪》は引き出されやすくなるからな。羊子は巳和も連れてくるはずだ」

「わかりましたわ」

「それと、もうひとつだ」

「まだなにか？」

「おまえ、というより、そこの大男に仕事だ」

「赤せき兎とに？」

　ああ、とルシファー・光は頷うなずいた。

「しばらくすれば、ここに愛あいのやつが来る」

　獅ぃ子が、息を吞のむ。

「そうだ。あいつは俺おれを《浄化ピユリフアイ》して、神かみ代しろ光ひかるの中に押し込めるだろう。その時、光りがおまえたちを灼やく。裸でその辺に転がっていたくはないだろう？　おまえたちを回収するのが、そこの大男の仕事だ」

「光様は……どう致しますの？」

「俺か？」

　ルシファー・光は、口元に、にやりとした笑えみを浮かべた。

「この体は、愛あいのやつが回収するだろうさ」

　それくらい面おも白しろくないことはない、というように、獅しぃ子こは眉み間けんに深く皺しわを刻み、思い切り眦まなじりを吊つり上げた。




　　　　☆




　冬だというのに、汗が滲にじむ。

　それが木枯らしにさらされて体温を奪い、結果、服の下は暑く、出ているところはひどく寒い、というアンバランスなことになって、今にも風か邪ぜをひいてしまいそうだった。

　それでも、愛は自分の胸の矢を信じて、必死にペダルを漕こいだ。

「ごめんなさい！　通ります！　ごめんなさい！」

　通勤・通学の人々が増えてきた道を、ほとんど怒ど鳴なるようにして進む。いったい光はどこに行ったのか──わからなかった。今日きようは、痕こん跡せきも残っていない。前の時には、光が通ったあとには破壊と略りやく奪だつの跡が点々と残っていた。しかし、今け朝さはまるでそれがない。

　──まだ、店が開いてないからじゃないか？

（だけど、コンビニはやってましたよ？）

　今、通過したばかりだ。警察も来ていなかったし、ガラスが割れたり、食い逃げがあったような様子もなかった。

　通りの街路樹や花壇も、枝が折られたり花を散らされたりもしていない。矢は、光に向かう最短距離を指すものではないことがわかっている。これは、警察犬が臭においを追うように、光のことを追いかけるのだ。

　──確かにそうだな。ということは、歩いて移動しなかったということか？

（そうかも……車で移動したなら、いたずらできないですもん）

　──となると、少し厄やつ介かいなことになるかもしれんな。

（うう……）

　愛は頭を抱えたくなった。

　天使の言うとおりだ。

　もしも光が車でどこかに行ったのなら、とても自転車では追いきれない。まさか両親に車を出してもらうわけにもいかなかったから、あとはタクシーを使うしかない。だが、お金がない。慌あわてて追いかけたので、持ち合わせはまったくなかった。

　一度、戻るしかないか──そう考えて自転車の速度を落としかけた時。

　──待て。

　天使の声に、愛あいはブレーキをかけようとした手を止めた。

　──騒ぎだ。近いぞ……駅だ！

（は、はい！　わかりました！）

　愛はぐんとペダルを踏み込んだ。そうしてわき道に入る。胸の中で矢が、そっちじゃない、と訴えていたが、駅に向かうならこっちが近道だ。

　同じように道を知っている学生たちにぎょっとされ、何度もぶつかりそうになって心臓をバクバクさせながら、愛は少しも速度を落とさずに自転車を走らせた。

（抜け──）

　た、と思った瞬しゆん間かん、愛は、がしゃん、という音と、激しい衝しよう撃げきに放ほうり出されそうになって、必死にハンドルにしがみついた。天地がわからない。下にアスファルトが見える。自転車の前輪がガードレールにめり込んで変形している。

　そうわかった瞬間、ぐるん、と世界が回った。遊園地のアトラクションのように。直後、強い衝撃がサドルから突き上がって、

「＆％×＄♯△＆％！！！」

　愛は声にならない悲鳴を上げた。さっき打ったところと、寸すん分ぶんたがわぬ場所に、ハンマーの一撃を受けたかのような痛み！　歯を食いしばり、ハンドルを指が白くなるほど握にぎり締めて、愛は耐たえた。

　──変だぞ。

　そんな天使の声に、愛は涙を溜ためた目を開いた。

（な、なにがです……）

　──誰だれも、おまえを見ていない。

　それはありがたい。

　──都会の無関心、という話じゃない。周りの連中は皆、同じ方角を見ている。愛、いったいなにが起きているのか、訊きいてみろ。

（は、はい……）

　痛みを堪こらえ、愛は自転車を下りた。ひどい有あり様さまだ。前輪はガードレールの形に完全に歪ゆがんでしまっている。スポークがひどく曲がって、とても直せるとは思えない、もう捨てるしかないかもしれない。前輪を交換するより、買いなおした方が安かったりする時代だ。

　愛は背を伸ばして、あたりの様子を見た。

　天使の言うとおりだ。

　千ち代よ神がみ駅が目の前だが、そのロータリーに、人が溢あふれている。通勤・通学のためでないことは、まったく人の波が移動していないのを見ればわかる。それとも、なにか大規模な鉄道運行の乱れがあって、振り替え輸送が行われているために、こんなに混雑しているのだろうか。

「あの、済みません」

　愛あいは、傍そばに立っていたサラリーマン風の男に声をかけた。この男、事故る前からいたくせに、薄情にも、愛に声をかけるでも、助けるでもなかった。それどころか、声をかけられて今初めて愛に気付いたような顔をした。

「わ。君、どうしたの、それ？」

　自転車を見て、そんなことを言う。

　しらじらしい。

　これほどの事故が目の前で起きて、気付かなかったなんてことがあろうか。だが、今それはどうでもいい。

「あの、これ、なにかあったんですか？」

「え？　あ、ああ……なにか、アイドルがいるらしいんだ」

「アイドル？」

　では、この騒ぎと光ひかるは関係がないのだろうか？

　愛は矢に心を向けた。鏃やじりは、確かに駅の方を指している。だが、その向こうなのか、この人ごみの中にいるのかはわからない。その時。

「モックーっ！」

　そんな声が、ロータリーの方から聞こえて、愛はハッとした。

　モック!?──牧もく鷹おう羊よう子こ!?

　繫つながった。

　やはり、光はここに──この人垣の向こうにいるに違いない。

　羊子は悪あく魔まっ娘この一人。

　光を追いかけてきて、たまたま偶然ここで出会ったなどということは、愛は信じなかった。

　ここで待ち構えていたに違いない。

　久く美みや美み巳みと同じだ。ルシファー・光の逃亡を助けるため、邪じや魔まをする者を足止めするために、こんな数のファンを集めたに違いない。愛は苦い唾だ液えきを飲み込んだ。これだけの人数が自分に向かってきたら、と思うと、恐ろしい。

　だが、やるしかない。光を救えるのは、自分しかいないのだ。

　──待て。

　ガードレールを乗り越えようとしていた愛は、天使の声に上げかけた足を止めた。

（ど、どうしたんですか？）

　──おかしいぞ。よく聞いてみろ。あれは声援なのか？

（え？）

　愛あいは、訝いぶかしみながらも、耳を澄ませた。

「モックー！　なぜだー！」

　確かに。

　声援というよりは、悲鳴のようにも聞こえる。

　しかも、よく聞けば声はひとつではなかった。同じような声がいくつも上がっている。その中には、ちくしょう、とか、なんでそんなやつが、という声が混じっている。

　──《嫉妬エンヴイ》、《邪淫ルスト》、それに《高慢プライド》の《大たい罪ざい》の気配がするな。

（じゃあ、ここで堕だ落らくを!?）

　──行っているということだ。急げ。警察が動いているぞ。今はこの群衆に阻はばまれて身動きがとれずにいるが、応援が来て、今のままであれば神かみ代しろ光ひかるは思いきり抵抗するだろう。そうなれば、補導されてしまう。

（でも、どうやって！　こんなに人がいたんじゃ、とても近づけないですよ！）

　──まずは現状確認だ。そこの電信柱に登れ。

（うえっ!?）

　──なんだその変な声は。別に天てつ辺ぺんまで登れといっているわけじゃない。人の頭を越して向こうを見られればいいだけだ。急げ！

（は、はい！）

　愛は、乗り越えるためでなく、ガードレールに足をかけると、その上に立って電信柱にしがみついた。登らなくても済んだ。愛の身長にガードレールの高さを加えれば、人の頭を越してその向こうを見るに、十分な高さがあった。

　駅へと目をやった愛は、がん、と頭を殴なぐられたような気持ちになった。

（光君！）

　目を凝こらして探すまでもなかった。

　ルシファー・光は、羊よう子こと一緒にそこにいた。

　おそらくは羊子のボディガードに周りを守られて、ゆっくりとロータリー向こうの歩道──といっても幅が一〇メートルもある──を歩いている。

　羊子の格好は、こんな季節だというのに、裸に近かった。毛皮のコートを着てはいるのだが、肩も、大きな胸のふくらんだ上の部分もむき出しだ。キャラメルカラーのロングヘアーを今日きようは二つの団子にしてそれぞれを耳の上にまとめている。

　そんな彼女に、ほとんど抱きかかえられるようにして歩いているルシファー・光は、新しいとはいえ、フリース姿のため、非常にアンバランスだった。

　羊子はかなり高いピンヒールを履はいていて、ただでさえ光よりも高い背が、さらに高くなっていて、頭が丁ちよう度ど胸の辺りに来ている。

　時おり彼女はけらけらと笑って、ルシファー・光ひかるの頭を抱きかかえて、胸を押し付けたりした。そのたび、大きな胸が毛皮のコートから零こぼれ落ちそうになって、群衆からさまざまな感情が綯ない交まぜになった声が上がる。同時に《罪シン》が高まるのが、愛あいにはわかった。

　鳥とり肌はだが立った。

　これは、わざとだ。わざと見せ付けている。そうすることで、人々の《大たい罪ざい》を刺激して、ここで《堕落ダウンフオール》を深めるつもりなのだ！

　──来るぞ！

　天使の警告に、愛はぐっと奥歯を嚙かみ締めた。同時に、光を想おもう。胸の中で《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》が輝きを強くして、自分の前に目に見えぬ盾たてが形作られるのが、わかる。

　怒号。

　それは、ルシファー・光たちを中心にして、爆風のように広がった。

　異様な気配を感じて振り返ると、さっきのサラリーマンが目を血走らせて、なんのつもりか、愛の方へと手を伸ばしてきていた。

　──蹴けろ！

　反射的に、愛は従ってしまっていた。靴くつの踵かかとがサラリーマンの鼻にめり込み、ぷっ、と鼻血が噴ふき出だす。

「わっ！　ご、ごめ──」

　──謝ってる場合か！　暴動になるぞ！

　天使の声にハッと顔を上げると、ロータリーはとんでもないことになっていた。群衆がルシファー・光たちに向かって押し寄せようとしている。今は、見るからに屈くつ強きような男たちに阻はばまれているが、そんな防波堤もいつまで保もつか。

　──愛！　なぎ倒せ！

（はい！）

　愛は電信柱に寄りかかると、腕を胸で交差させ、目を閉じて意識を集中した。

（好き好き好き好き！　すっごい大好き！　光君のことが、世界で一番……好きっ!!）

　目を開く。

　気持ちをぶつけるように、両腕を広げる。

　光への《想い》は暖かな光りとなって放射され、人々は目の前でばたばたと倒れ、《大罪》は《浄化ピユリフアイ》されていった。その様子はまるで──海が割れるよう。

　──モーゼか、おまえは。

（変なツッコミ入れてる場合ですか！）

　──うむ、そうだな。行け！

（はい！）

　愛はガードレールから飛び降りると、走った。倒れている人々を避よけてなんかいられない。踏みつけ、踏みつけ、足場の悪さにハラハラしながら、走る。

　ボディガードの黒服の男たちも倒れていたが、羊よう子ことルシファー・光ひかるは、まだ無事だった。

　──拡かく散さんされたな。十分ではなかった。

（それって、私の光君への想おもいが弱いってことですか!?）

　──違う。神かみ代しろ光には、放射程度では効かないのは自明だろう？　凝ぎよう縮しゆくし、実体化させたおまえの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》でなければ駄だ目めだ。

（でも、牧もく鷹おうさんは……）

　──おまえが《大たい罪ざいの誘ゆう惑わく》を跳はね返したのと同じだ。神代光の傍そばにいたおかげで、《浄化ピユリフアイ》を免まぬかれたのだろう。だが、至近距離でもう一度放射すれば、動きは封じられる。その隙すきに、神代光を《浄化ピユリフアイ》しろ。ただし、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は直前まで使うなよ？　こんなところで手品みたいにアレを出してみろ。目立ちすぎる。

　十分、目立っていると思うけれど。

　ロータリーの中の人々はほとんど──警官も含めて──倒れているけれども、その周りには、なにごとか、と集まった野や次じ馬うまが山といる。

　だが、構ってはいられない。

　ルシファー・光は、とうにこちらに気付いているに違いないのに、逃げる気配もない。隣で羊子は、気分が悪そうに体をくの字に折っている。

　その二人に向かって、愛あいはもう一度、《想い》を放った。

　ばっ、と羊子の服が裂ける。

　しかしそれ止まり。

　ルシファー・光のせいだろう。久く美みたちを全ぜん裸らにした威力はない。

　大きな胸が、ふるん、とこぼれて、露あらわになった。ブラはつけておらず、代わりにニプレスが張られて、大事な部分を隠している。

　それを、ルシファー・光はこれ見よがしにつかんだ。羊子が、ぶるぶるっと震ふるえ、白い肌にたちまち血の色が上る。

　艶なまめかしさに、周囲で声が漏もれる。

「……よお、愛」

　不敵に笑って、ルシファー・光は、ぐったりとした羊子の腰を抱きかかえると、露になった胸のニプレスを舐なめ、端はしがめくれたそれを前歯で挟むようにして、ぺり、と剝はがし始めた。下から桃色をした肌が現れる。

（こいつっ！）

　──愛！　怒いかりでは神代光を救えぬぞ！

　ハッとして、愛は《憤怒ラース》と、そして──《嫉妬エンヴイ》を抑え込んだ。そうだ。光を救えるのは、唯ゆい一いつ、《愛》だけなのだから。

　黒服を乗り越えて、そのまま近づく。

　ルシファー・光ひかるは逃げだそうとはしなかった。追いかけっこをするつもりなら、逃げてもいいはずなのに、羊よう子こをまだ抱いたまま、じっと待っている。

　愛あいは、彼の目の前に立つと、間かん髪はつを入れず、フリースの襟えり元もとをぐいとつかんで引き寄せ、そして《想おもい》を形にした。それはハートの矢となって胸から生える。愛は、弓を使わずに、そのままルシファー・光を抱きしめるようにして、それを彼の体に押し込んだ。

　顔が目の前にある。

　だが、目は閉じない。

　ルシファー・光の瞳ひとみの中に、自分の姿を見ながら、愛は《想い》をさらに強めた。肌にぴりぴりとした痛みが走って、手を離したくなるのを堪こらえる。

　どさり、と音がして、見れば、羊子が倒れていた。ルシファー・光が手を離したのだ、とわかった瞬しゆん間かん、今度は自分が腰を思い切り抱かれ、愛は反射的に体を離しそうになった。

　──耐たえろ！

　天使の声に、突き放しかけた肘ひじから力を抜く。代わりに、ますます引き寄せる。

　──だめ押しだ！　キスしてやれ！

（えっ!?）

　──急げ！

（は、はい！）

　愛は、ほとんど頭ず突つきをするように、光にキスをした。唇くちびるが深く重なってくる。のるん、と舌が入り込んできて、愛は背中がぞくぞくするのを感じたが、我が慢まんした。
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　と──

　ルシファー・光の体から、爆発的な輝きが放たれた！

　それは、ロータリーをあっという間まに吞のみ込んでいく。脇わきに倒れたままの羊子の毛皮が融とけて、肢し体たいが露あらわになるのが視界の端はしに映る。

　暖かい。

　春の陽ひ射ざしのようなその輝きに包まれると、眠くなる。でもだめだ。ここで寝てしまったら、光を連れ出せなくなる。

　起こった時と同じく、光の体から発せられた輝きは、唐とう突とつに消えた。

　ずしり、と腕の中で光の体は重くなり、愛は必死に彼を支えねばならなかった。意識のない人の体というのは、想像よりもずっと重い。

　唇が離れ、唾だ液えきが糸を引いたが、それを拭ぬぐう暇ひまはなかった。

　これで《浄化ピユリフアイ》は完了した。

　光の腕を自分の肩に回しながら、愛は素早く歩き出した。人々がまだ呆ぼう然ぜんとしているうちにここから消えた方がいい。

　だが。

　その前を不意に、巨大な影が通りすぎて、思わず光ひかるを落としそうになった。

　見れば、それは赤せき兎とだった。

　愛あいとは違って、軽々と羊よう子こを担かつぎ上げると、愛には目もくれずに走り出す。

　その方向を見れば、黒いリムジンが停とまっていた。

　──《高慢プライド》だな。

　では、獅しぃ子こも来ていたのだ。ルシファー・光が隠れて連絡を取っていたとは考えにくい。おそらく、こちらの様子をずっと覗のぞいているのだろう──あの、針のような家から。

　そして、ルシファー・光が飛び出したのを見て、時間を稼かせぐために美み巳みと久く美みを門の前に置き、自分は光を乗せてここへ来た──そんなところだろう。

　だが、なぜ？

　どうして光を連れていかないのか、それがわからなかった。

　今の愛から奪うのは、造ぞう作さもないはずだ。しかし、赤兎は愛には──光には目もくれず、ただ羊子を回収して、それで車に乗り込んだ。

　──謎なぞだな。なにかを企たくらんでいるのか……それとも、連中は単純に《堕落ダウンフオール》していない神かみ代しろ光には興味がない、とか。

（だけど、一緒に暮らしてましたよ？）

　──それは、《堕落ダウンフオール》させるためだろう？　今の神かみ代しろ光ひかるは、そんな必要はない。というよりも、外部からの《誘ゆう惑わく》では、もはや《堕落ダウンフオール》しなくなっている。ゆえに、手元に置いておいても仕方がない、と考えているのかもしれん。

　外部云うん々ぬん、という話は天使から聞いていた。光の《人》としての人格と、《悪あく魔ま》としての人格が分離を起こしたために、いくら光を《誘惑》しても、《堕落ダウンフオール》には繫つながらない、ということらしい。代わりに、人格が入れ替わった際の《堕落ダウンフオール》っぷりは加速した。

　そんな、どちらがいいか、と言われると、大いに困る状況だった。

　──とにかく、一度、屋敷に戻るぞ。

（はい）

　──もはや通学時間だ。この騒ぎ、誰だれかに見られたかもしれんな。心積もりだけは、しておけよ。まあ、厄やつ介かいごとはいつものことだが。

　頷うなずいた愛あいは、しかし、それがすぐ目の前に立っているとは思いもしなかった。

　下を向いて歩いていたのがいけなかったのだろう。

　ぼす、とヘッドドレスをつけたままの頭がなにかに当たって、顔を上げた愛は息を吞のんだ。

「せ、先生……」

　そこには、唇くちびるを引ひき攣つらせた学年主任の教師──芥あくた木ぎが、仁に王おう立だちになっていた。瞼まぶたと頰ほおも痙けい攣れんし、眼鏡めがねの向こうの瞳ひとみには、怒いかりが燃えていたが、これは《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》に中あてられて、というわけではあるまい。

「もしかして……見て、ました……？」

　愛は作り笑いを浮かべたが、それは先生の《モラル》という鉄てつ壁ぺきの前に、むなしく跳はね返された。遠くから近づいてくる、緊急車しや輛りようのサイレンの音が聞こえる。

　じわり、と嫌いやな汗が滲にじんだ。

　警察の厄介になることだけは避けたかった。そんなことになったら、あそこから出ていかなくてはならなくなる。父親は、絶対に許してはくれないだろう。

　だが、どうすれば──

（そうだ！）

　──無駄だ。

（まだなにも言ってないじゃないですか！）

　──この女は、品行方正。おまえの《浄化ピユリフアイ》などなんの役にも立たん。放射しても、塩かなにかを撒まいているようにしか見えんぞ。

（じゃあてめえが、なにかいい案考えてみろ！）

　──逆ギレか？　いかんな。

　愛はギリギリと奥歯を嚙かんだ。

　目の前にいたらぶっ飛ばしてやるのに！　相手が大天使だろうがなんだろうが、こっちの知ったことか！　ただ見てるだけのくせに偉そうなことばかり言って！

　──罰ばち当あたりめ。

「あたっ！」

　不意に後ろから殴なぐられて、愛あいは驚いて振り返った。

　が、そこには誰だれもいなかった。

（な、なに……？）

　──おまえの脳の痛みを感じる部分に、直接、殴られたと思わせてやったのだ。

（こ、この……）

　なんという恐ろしい真ま似ねを。というか、いつの間まにそんな真似ができるようになったのか。

（あっ！　この新しい業わざを使って、私のこと操あやつったりしたら許さないですからね！）

　──そんな真似はせん。……まあ、すげー気持ちよくとかはさせてやれるが？　試してみるか？　んん？

　ごくり。

　愛は、ハッとして首を振った。

（するなっ！）

　──……今、一瞬、間があったなあ……。

（気のせいですよっ！）

　──とまあ、こんな風にじゃれていても、この女教師はあきらめてくれそうにないな。

　それは正しい。

　というより、さっきよりも怒っているような気がする。それに、とうとう緊急車しや輛りようが数台、到着した。サイレンの音が、ドップラー効果で気持ち悪い。

　いったいどうしたら、と唇くちびるを舐なめた時。

「──これは、芥あくた木ぎ先生」

　そんな声が人ごみの中から聞こえて、芥木先生は振り返った。

　そこには、ブレザーの制服をきっちりと着た、いかにも利発そうな若者が一人、にこやかでさわやかな微笑を端整な顔に浮かべて、立っていた。

（竜りゆう君!?）

　まさかこちらの声が聞こえたわけではあるまいが、黒くろ島しま竜りゆう一いちは、ちらりと愛を見ると、再び振り返った芥木先生を見た。

「ひどい騒ぎですね、これは」

「あなたは……帝てい開かい中学の生徒会長──」

「はい。憶おぼえてくださっていたんですね。光栄です。先生のことは、我が校でも話題になっていますよ」

「わ、私が……？」

　先生の興味が、竜りゆう一いちに移った。

　彼は、ええ、と微笑ほほえみながら、その手を、彼女に気付かれぬように、こそっと、空気を掃くように動かした。

　──この隙すきに行け、ということのようだな。

（どうして……）

　──助けてくれるのか、か？　おまえの許可が出たから、やつに関する部分をおまえの頭の中から抜き取って読んだが、つまりは、おまえにあの屋敷を出てもらっては困る、ということだろう。そうなればまた、悪あく魔まっ娘こたちと神かみ代しろ光ひかるが住むことになるかもしれん。一人ではなにかと不便だからな。必要がなくても、連中をまた呼び寄せる可能性はある。

　なるほど、と思った。

　それなら彼が、自分たちを助けてくれる理由には十分だ。そんなことになれば、せっかく光と離れた巳み和わが、また一つ屋根の下で暮らすことになる。

　それは、お姉ちゃん大好きの竜一には耐たえられないはずだ。こんなところにタイミングよく現れたのは、その辺りを心配して、辺りを探し回っていたのかもしれない。

　なんにしても、助かった。

（ありがと）

　そう目で伝え、愛あいは光を引きずるようにして、急いでその場をあとにした。

　あとで、呼び出しを喰くらうことを覚悟しながら。
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　わあ、と声を上げたと思った。

　だが、実際には、まったく不ふ明めい瞭りような、もごもごと言葉にもなっていない声で、それは自分の声であったにもかかわらず、まったく知らない他人に耳元でなにごとかを囁ささやかれたような気になって、光ひかるは跳はね起きていた。

　途と端たん。

（うっ……）

　ずき、と体のあちこちに痛みが走って、光は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　まただ。

　この屋敷に戻ってから、何度目かはもう忘れたが、時々、目が覚めると全身が痛い、という症状に苦しめられることがあった。

　理由がわからない。もともと運動は苦手な方ではあるから、体育の授業で張り切ったということもない。そもそも、前の時も、今日きようも、前日に体育などなかった。

　ほんの少し動いただけで、筋肉痛独特の痛みの他ほかに、小さな針でちくちくと刺されたような、そんな痛みもある。

　手の甲を見ると、あちこちに痣あざができていた。羽毛布団を除のけ、ベッドの上でパジャマのズボンの裾すそを引き上げてみると、そこにも、やはりいくつもの痣があって光を驚かせたが、それとは別に、心に引っかかったことがあった。

（パジャマ……？）

　眉まゆをしかめ、光は自分の格好を見た。やはり。間違いなくパジャマだ。

　だが、それはおかしかった。昨日きのうは、夜が冷えるということで、フリースをパジャマ代わりに着たはずだった。それは鏡でも見ているし、今け朝さ、朝食を取るために起きた時も、確かに着ていた。

（え──ち、ちょっと待って……どういうこと……？）

　光は、暖炉の上に置かれた小さな置時計を見てしまい、目を瞠みはった。時計の針は、午後二時を指している。だが、さっきまでそこで自分は朝食を食べていた。それが一気に六時間以上、進んでいたなど、ありえない。

　眠ってしまった？

　それなら、愛あいが起こしてくれるはずだ。今日は学校があるのだし──この時間だと、あったのだし──そうしないはずはない。それともよほど疲れているように見えたのだろうか？

（どうなってるんだろう……）

　まるでタイムマシンに乗ったかのようだ。

　眠くなった憶おぼえがあれば、こんな違い和わ感かんは感じないのかもしれない。だが、舌の上には、朝食の味がまだ記憶として残っている。

　それが、一瞬の後には、ベッドの上。

　しかも、全然違う服で。

　ふと、小さい頃ころに読んだ昔話、浦うら島しま太た郎ろうが思い出された。

　その時は、戻ってきたら何十年も経たっていた、というその感覚が、実感としてはまったくわからなかったのだが、こんな感じだったのだろうか、と。

　普通だったら、笑ってしまっただろう。

　けれど。

　じわり、と不安が胸に広がった。

　もし、自分も同じだったら？

　時計の針は午後二時を指しているけれど、それが同じ日の二時だとは限らないのでは？

　部屋は十分に暖かい。

　今け朝さもそうであったけれど、あれは暖房のおかげだ。だが、今もそうなのか？　これが季節によるものだと、そういうことがないと、いいきれる？

　嫌いやな想像は広がり、もうとても、寝てなどいられなかった。

　ベッドを降り、そこに揃そろえてあった靴くつを履はくと、光ひかるは最初に窓に寄った。駆け寄りたかったが、足に力を入れた瞬しゆん間かん、引き攣つるような痛みが走って、駄だ目めだった。

　まるで、自分の体じゃないみたいだ。

　それでもなんとか窓にたどり着くと、レースのカーテンをつかんだ。

　開け──て、いいのだろうか。

　庭の様子は、どこにも変わった様子のないそれは、うっすらとカーテン越しに見えてはいたが、開けてもまだ同じとは限らない。

（……なに考えてるんだろ、僕）

　ふと、我われに返って、光は笑いたくなった。

（浦島太郎だなんて。僕はなにも助けてないし、竜りゆう宮ぐう城じようにも行ってないし、お土産みやげに玉手箱だって貰もらってない。それに、僕だったら、開けちゃいけないっていわれたものを開けたりしない。それに……あれは御お伽とぎ噺ばなしじゃないか）

　光は、また気持ちが鈍らないうちに、さっとレースのカーテンを開けた。

「……ふうー」

　ほっとした。

　景色は、朝に見た時と、なんら変わっていなかった。冬の、見慣れた景色だ。芝生は程よく枯れているし、針葉樹は相変わらずの青さで、噴水の向こうの門の先には、いつもと同じく、背の低いビルや、最近増えた三階建ての一戸建てが並んでいる。

（やっぱり、気のせいか）

　カーテンを元のとおりに閉めて窓を離れると、光はクローゼットを開けた。

　もともとあまり物持ちではない。服などは、あまりみすぼらしくなく着られればいい、という方針で育てられたので、あるのは制服と、あとは、廃はい教きよう会かいに住んでいた頃ころに、獅しぃ子こたちに買ってもらったものが少しだ。

　その中から、ビンテージものとかいうジーパンと、白いシャツ、その上に、Ｖネックの白いセーターを着た。

　足を、袖そでを通すたびに、痣あざになった肌が触れて、光ひかるは顔をしかめたが、我が慢まんした。浦うら島しま太た郎ろうではなかったけれども、この痛みと痣は、まだ説明がついていない。

（夢遊病、とか……？）

　浦島太郎よりは、まだマシな説明に思えたが、愛あいには、一度も指摘されたことはない。記憶が飛ぶのは夜よりも昼間が多かったが、その直前に、愛と一緒にいたことはなかった。だが、今回は違う。彼女が見ている時に、記憶は中断している。

（知ってるかも……）

　そうだと思えた。

　目覚めるのはいつもベッドの上で、

『僕はどうしたんだろう』

　と訊きくと、

『ご主人様は、倒れちゃったみたいです。親切な人が知らせてくれて、わざわざ運んでくれたんですよ』

　と、毎回のように言っていた。

　では、その親切な人に直接お礼を、というと、決まって、

『それが、名乗らずに帰ってしまって』

　愛は、そう言ってきた。

　彼女が噓うそをつくとは思えなかったけれども、違い和わ感かんを感じたのも確かだった。だが、愛が隠す理由がない。なので、それ以上は特に深くは訊かなかった。かかわり合いになりたくない、と思った人もいただろうということはわかる。

　しかし、今回は違う。愛は、知っているはずだ。なにが起こったのかを。

（それを知らなくちゃ）

　光はその決意を胸に、部屋を出た。

　廊下はひやりとしていて、冬の寒さを感じさせた。ほっとした。窓の向こうの景色だけでなく、こうして肌でも実感できるというのは。

　袖を引っ張って手を隠して、光は赤い絨じゆう毯たんを階段の方へと歩き出した。

　相変わらず、屋敷の中は静かだ。まるで、水の中にいるみたい、と思う。両親がいた頃も、あまりうるさくはなかったが、今とは違った。

　メイドは少なかったけれども、まったく誰だれも見かけない、ということはなかったし、耳を澄ませなくても、話し声くらいはしていた。

　だが、今はただ静かだ。

　あの頃ころの屋敷が生きているとしたら、今は死んでいる、と言ってもいいかもしれない。

（……嫌いやだな）

　と思う。

　本当を言えば、戻りたくなんかなかった。

　ここは、両親が亡くなった場所だし、すっかり修復されてはいるけれども──どうしたって思い出してしまう。

　けれど、そうしない限り、愛あいとはお別れだった。家はなくなってしまっていたし、この辺りには親しん戚せきもいないらしい。もしも自分が申し出なかったら、遠くへ引っ越してしまっていただろう。

　それはあまりに寂しかったし、そうと知って手を差し伸べないのは、余りに薄情に思えた。玄げんにしてもらったことを思えば、放ほうってなどおけなかった。

　だが、愛たちだけがここに住むことは、断られた。

　自分たちがこんな豪華なところに住んで、光ひかるを粗末な廃はい教きよう会かいに住まわせたら、ご近所さんからなんと言われるか、それなら引っ越した方がいい、と愛の両親に言われては、光も、自分がここに住むしかなかった。

　気がかりは獅しぃ子こたちだったが、

『わたくしたちは、大だい丈じよう夫ぶですわ』

　さっぱりと送り出してくれた。

『ご安心なさいませ。どこにも行ったりしませんから。好きな時に逢あいに来てくださって構いませんわ。わたくしたちは、いつだって光様と一緒ですもの』

　と、言って。

　その言葉どおり、彼女たちは壊れた寄宿舎の跡地に新しい家を建てて、そこで暮らしている。その時に、教会まで完全に壊してしまったのは残念だったが、建物の老ろう朽きゆう化かが進んでいて、区の方からも解体命令が出たのでは、仕方がなかった。

　──だったら、連中のところにもどりゃあいいじゃねーか。

　不意に、そんな声が聞こえて、光はぎょっとして辺りを見回した。だが、長い廊下にはもちろん誰だれもおらず、しんと静まり返って、そんな声が聞こえるはずもなかった。

　しかし。

（今のは……？）

　光は、背せ筋すじに寒気を感じた。

　確かに聞こえた。

　ただし、音として聞こえたのではない、と思えた。頭の中に直接浮かんだ、とでもいえばいいだろうか？　そんな感じだった。

（……はは……そんなわけ、ないよね）

　無理やり笑って光ひかるは再び歩きだし、階段を下りた。おかしなことが起こったから、それに引きずられているだけだ。テレパシー？　そんなはずはない。今まで、一度だってそんなことはなかった。ただの、気のせいだろう。

「──はい、そうです」

　階段の途中の踊り場を曲がると、そう、愛あいの声が聞こえた。誰だれか来ているのだろうか？

　しかし、光にはそんな人物に心当たりはなかった。

　獅しぃ子こたちは、いつでも逢あいに来ていいとは言いながら、自分たちの方から逢いに来たことはない。それは、寂しいことだったが、強制することでもなかった。それに、美み巳みと久く美みには毎日のように逢っているから、元気だということは、伝わっているだろう。

「──それはだいじょうぶですけど」

　声はまだ続いている。

（電話だ）

　手て摺すりに手を滑すべらせて下りながら、光はそうだと気付いた。相手の声が聞こえないのだから、きっとそうだ。

「──はい、先生。じゃあ、明日あした」

　かち、と受話器が充電器に戻される音がした。

　愛は、先生、と言った。ということは、学校にかけていたのだろうか？　もしくは、かかってきたか。今日きよう休んだ、その理由を説明していたのかもしれない。

　光は、広間の柱時計を見た。針は二時一五分を指している。たぶん、愛も学校を休んだ。そしてそれは自分のせいだろう。

　申し訳ない思いが、胸に広がる。

　と──

「……あーもう、まずいとこ見られちゃったなあ……どうすんですか、もう」

　随ずい分ぶんとはっきりとした声で、そう、愛が言うのが聞こえて、光は思わず足を止めた。

　独ひとり言ごと？

「間違いなく、明日、呼び出しですよ……よりによって、芥あくた木ぎ先生にあんなとこ見られるだなんて……は!?　誰が喜んでるっていうんですっ！　あれじゃあ、ただのバカップルじゃないですか！　きっと、芥木先生だけじゃないですよ……時間が時間だったし……」

（な、なに……？）

　光は、手摺をきつくつかんだ。愛の他ほかに、誰かいるのだろうか？　電話ではない。それはさっき、間違いなく切った。だが、愛は喋しやべっている。誰かと話をしている。なのに、相手の声がまったく聞こえないというのは、どういうことなのだろうか。

　ごくり、と唾つばを飲み込んで、光は足を忍ばせて、階段を下りていった。

「え？　警察ですか？　さっきＴＶでは、牧もく鷹おうさんが駅前で無許可撮影をやって、それで騒ぎになったっていってましたけど……あそこにいた人は、誰だれもそんなの信じませんよ。先生に光ひかる君も見られてるし……」

（牧鷹さんが、関係がある話……？　僕も……？）

　わからない。内容が見えない。

　警察がなんだというのか。

　光は階段を下りきると、辺りを窺うかがった。声は、一階の廊下を曲がってしばらく先の、キッチンから聞こえてくるようだった。

　光は、明かりに誘われる蛾がのように、歩ほを進めた。

　愛あいは、まだ気付かない。

「わかってますけど……だからって檻おりに閉じ込めておくとか、鎖くさりにつないでおくとかいうわけにもいかないですよ。そんなの、あの悪あく魔まっ娘こたちでさえしなかったのに、できるはずがないじゃないですか」

　ぎょっとして、光は足を止めた。

（あ、くま……？）

　愛の口から、そんなオカルティックな言葉が出るとは思わなかった。いや、それとも、熊くま、だろうか。だったらまだ、わからないでもないけれど──。

　不意に、ずきん、と頭に痛みが走って、光は眉まゆをしかめた。

　今、なにかを思い出しそうだった。

　だがそれは、霧きりの向こうの光景のようにもやもやとしてはっきりとせず、再びまた記憶の中へと沈んでいってしまい、つかむことはできなかった。

「あっ、またっ！」

　愛の怒ったような声が廊下にまで響ひびいた。

「もうっ！　いい加減にしてくださいっ！　そんな風にいつもいつも言われなくたって、わかってますよ！──はぁ!?　逆ギレじゃねーよ！」

　愛の突然の大声に、光はぎょっとして後ろに下がってしまい、その拍子に、かつん、と踵かかとが後ろの壁にぶつかってしまった。

　音は本当に微かすか。しかし。

　僅わずかに開いたキッチンのドアの向こうから、声は聞こえなくなった。気配すら消えた。屋敷の他ほかのところと同じく、しんとして、物音ひとつしない。

（もしかして……今のは幻げん聴ちよう……？）

　そう考えた方が自然に思えた。愛が、あんな口の利きき方をするなんて、信じられない。そんなところを、一度も見たことがない。だが。

　きい、と蝶ちよう番つがいに微かに軋きしんだ音を立てさせてドアが開き、その隙すき間まから、愛の顔が半分、覗のぞいた。だが、表情は見えない。逆ぎやく光こうの生む影の中に、沈んでいる。

　光ひかるは黙って愛あいを、そしてその奥を見た。人の姿はない。それとも、ここからは死角になっているだけだろうか。

「──えっ!?」

　愛がまた、突然そう声を上げた。

　すぐに、しまった、というように口元を手で押さえたが、やがて彼女は、なにかをあきらめたかのようなため息をつくと、ゆっくりとキッチンのドアを開けた。

　光の立っている場所からは、キッチンのすべてが見渡せた。死角など、ない。だが、そこには誰だれもいなかった。愛、一人きり。

「……光君」

　名前を呼ばれ、その声に、光は肌が一気に粟あわ立だつのがわかった。

　急に、目の前の女の子が恐ろしくなった。どうしてそんなことを思ったのか、わからない。

　だけど、体は動いていた。

「光君！」

　愛の声から逃げるように、光は、わあ、と叫びながら階段を駆け上がり、転がるように自分の部屋に飛び込んで背中でドアを押さえ、耳をふさいだ。




　　　　☆




「ひ、光君……」

　愛は足から力が抜けてしまって、ドアをつかんだが体を支えることはできず、その場に、へなへなと座り込んだ。

　硬い足音が遠くなる。去っていく。

　やがて、ばたんと扉が閉じられる音がして、それは、彼の心が閉じたようで、愛は、じわ、と涙が込み上げるのをどうしようもなかった。

　聞かれた。

　嫌われた。

　よりによってあんな──思わずぶちギレてしまったのを聞かれてしまうなんて。

　──だから言っただろう。気が緩ゆるんでいるのじゃないか、と。

「誰の！」

　またも声を上げてしまって、愛は慌あわてて口をつぐんだ。

　そのまま待ったが、辺りはしんとしたまま、なんの音もなかった。聞こえなかったのか、それとも聞こうとしないようにしているのか。それはわからない。

　愛は大きくため息をつくと、立ち上がり、まくれてしまっていたメイド服のスカートの乱れを直した。

（……誰だれのせいですか、まったく！）

　──おまえだな。

（違うだろっ！）

　頭に血が上って、眩暈めまいがした。鼻の奥がつんとして、鼻血が出そうになったのがわかる。これは《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》だ。でも。

　ああ！　目の前に天使が実体化していたら！　グーで殴なぐってやるのに！　容よう赦しやなく！

　愛あいは拳こぶしを握にぎり、ぷるぷると震ふるわせた。

　おとなしく殴られるようなタマではないけれど。この天使は。

　──おまえくらいなものだぞ？　この私にそんな口を利きき、そんなことを思うのは。

（だって、別にわたし、天使様の信者ってわけじゃないですもん）

　気持ちを落ち着けるために、愛はキッチンに戻って、出そうと思って開けっ放しだった戸棚から、ココアの缶を取り出して、蓋ふたを開けた。

（だから、なんでもかんでも絶対服従、って関係じゃないですし）

　聞きようによっては、おっそろしく不ふ遜そんな発言だ。これではほとんど、天使と自分が同列だと言っているようなものだ。

　しかし、訂正するつもりはなかった。

　自分が天使に協力を強制されているのは、ひとえに光ひかるのためだ。それ以外にはない。彼の幸せに繫つながらないことであれば、従うつもりも、手を貸すつもりもない。

　──そんなことはわかっている。

　怒るでもなく、天使はそう言った。

　──しかし、随ずい分ぶん、落ち着いているな。神かみ代しろ光に聞かれたのだぞ？

（慌あわてても、それがなかったことになるわけじゃないですし）

　愛はそう言ったが、落ち着いたのは天使のおかげ、ともいえた。一気に頭が沸ふつ騰とうしたその反動で、気持ちは逆に落ち着いてしまったようだ。

　確かに、聞かれはした。

　けれどよく考えたら、それがどうだというのか。

　気になるのは、なにかおかしなことを──軽けい蔑べつされるようなことを口走っていないといいけれど、ということだったが、それはもう、祈るしかない。それに少なくとも、光の悪口は言っていない。

（あ、そうだ）

　妙案を思いついて、愛はココアパウダーを入れる手を止めた。

（お芝居の練習、ってことにしましょうよ。それだったら、壁に向かって一人で話してた理由にもなるし）

　──それはどうかな。

（なんで？）

　愛あいはピッチャーに牛乳を注ついで、電子レンジに入れた。そして、温めボタンを押す。ヴン、と低い音を立てて、レンジが動き出す。

　──なんの芝居だ、って話しになるぞ？　それに牧もく鷹おう羊よう子この名を出しただろう。彼女が出るような芝居を、ただの中学生であるおまえがやるというのは無理がある。神かみ代しろ光ひかるはぼーっとしているが、なにも見ていないというわけではない。

（そうですね……）

　ぴぴ、と温めが終了したことを知らせる音がして、愛はミルクピッチャーを出して、温かい牛乳を少しずつカップに注ぎながらかき混ぜ、ココアパウダーを溶かしていった。こうして作ると、あまり粉っぽくならない。

　確かに、あの会話の内容で、お芝居というのは無理があるかもしれない。

　明日あしたになれば──否いな、今晩にでも、駅前でなにが起きたのかはわかってしまうだろう。あれだけの騒ぎだったのだし、芸能人である羊子が絡からんだのだ。もちろん獅しぃ子こが財ざい閥ばつの力を使って抑えにかかるだろうが、どこまで有効かはわからない。

　──愛。

　天使の声を聞きながら、砂糖をたっぷりめに入れた熱々のココアを、愛は、ずう、と一口啜すするようにして飲んだ。

　──そろそろ、潮しお時どきではないか？

（……なにがです？）

　──わかっているだろう？　真実を告げるのだ。

　愛は、無言でココアを飲んだ。

　あんなに砂糖を入れたのに、あまり甘く感じない。

　──おまえが気付いているかどうかはわからぬが、神代光自身、自分に、違い和わ感かんを憶おぼえている。だが、それも仕方あるまい。こう頻ひん繁ぱんに人格が入れ替わっていては、疑って当然だ。なにしろ、その間かんの記憶はないのだからな。自みずからをなにかの病気だと疑うたぐってもおかしくない。

（だからって）

　愛は、ココアのカップをシンクの脇わきのテーブルに置いて、こげ茶色の湯面を見つめた。

（光君が信じると思います？　自分が《悪あく魔ま》だなんて）

　愛には、とてもそうは思えなかった。

　彼は自分のように、実際に天使の姿を見られるわけでも、声を聞けるわけでもない。悪あく魔まっ娘こたちのように、《大たい罪ざい》と寄り添い、それを信念にもって突き進んでいるわけでもない。

（ルシファーのやつ、記憶を操作してるじゃないですか。光君の目で見、光君の耳で聞き、光君の手で、体で感じたことも、全部。地じ獄ごくに行った時のこと、憶えていたら別ですけど）

　地じ獄ごく行こう。

　確かに光ひかるは目を覚まし、ルシファーとひとつの体の主導権を争った。その時に、彼は自分の宿命をすべて悟ったのだが、戻ってみれば、なにも憶おぼえてはいなかった。

　──しかし、すべてを忘れたわけではない。

　天使の言うとおりではある。

　光が、憶えていることもあった。それは、愛あいが言ったこと。好きだとそう言ったこと。ちゃんと真正面からではなく、ルシファーとの会話の中でではあったけれど、その想おもいは《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》という形で残っており、光も忘れてはいなかった。

　ただし──どこでいつ、それを言われたのかは憶えていなかったが。

　なのでまだ、しっかりと両思いということにはなっていないが、雰ふん囲い気きは間違いなく変わった。光が恥はずかしそうにする様子に、愛はたまらなく嬉うれしい気持ちになる。

　それが、吹き飛んでしまうような危険を、冒おかしたくはない。

　──だが、いずれは気付く。

　天使の声はとても硬こう質しつだった。

　──ルシファーの行動は次第に大胆になってきている。今まで《堕落ダウンフオール》は学外で、行動は犯罪的ではあったが小規模だった。痴ち漢かんとか、食い逃げとかな。

（的、じゃなくて犯罪ですよ、どっちも）

　だが、光は捕つかまってはいない。いずれも、獅しぃ子こが揉もみ消したからだ。

　──だが、今度の行動は規模が大きすぎる。今はネットの時代だ。《高慢プライド》の娘でも、すべての口に戸は立てられまい。それに、《邪淫ルスト》がいた。これまで、ルシファーは単独の行動を取っていた。そうではなくなったということは、やつがやり方を変えてきたということだ。今後、学内での《堕落ダウンフオール》もありうる。こちらも新たな対処を考えるべきではないか？

（それが、光君に自覚をさせるってことなんですか……？）

　──そうだ。

　愛はもう一口、ココアを飲んだ。今度はひどく甘く感じる。

　混ぜ方が悪かったのだろうか？

（……だけど、自覚させたからって、どうなるんですか？　それで光君が、ルシファーが出てくることを意識的に抑えられるとか？）

　──それはできないだろう。

　なにそれ。

　──しかし、きっかけを減らすことはできる。

　愛はカップから口を離し、唇くちびるを舐なめた。

（どうやって？）

　──ルシファーが現れるのは、神かみ代しろ光が欲望を刺激された時だ。たとえば食欲。今け朝さ、やつが現れたのは食事時だっただろう？　私は、地じ獄ごくから戻ってからずっと、神かみ代しろ光ひかるを観察してきた。そしてわかったことがある。

（な、なんですか……？）

　──人間の体が、ルシファーになじんでいる。

（え──）

　──地獄に下りた時、ルシファーは神代光の魂たましいの形を借りて、おまえの知っているままの姿を取っていた。肉体は、鯛たい焼やきの型のようなものだ。ルシファーが表に出るには、その型にぴたりと意識を嵌はめる必要がある。それが、意識体でしか存在できない異い界かいで、おまえにすら通用するほどの型抜きに成功した。あとは、きっかけさえあれば簡単に入れ替われる。幸い、神代光は、稀まれに見る《善人》だ。だが、それでも人間には違いない。完かん璧ぺきではありえぬ。必ず、隙すきができる。

（じゃあ……どうすればいいんですか？）

　──限界を知り、機会を減らすのだ。これからも神代光は《堕落ダウンフオール》するだろう。だが、その限界を知っていれば、その前に抑えることも可能だとは思わないか？

　愛あいは黙ってココアを啜すすった。

　確かに。

　光がこれからも《堕落ダウンフオール》をするのは、わかりきっていることだった。それは、愛が心を決め、彼と《契ちぎる》まで続く。

　──そうだ。

　頭が重い。天使の意志を、圧力で感じる。

　──だがそれも、簡単ではないぞ。おまえが神代光を押し倒して《契って》しまえばいい、ということでもなくなった。

（どういうことです？）

　あれだけ、《契れ》《契れ》とうるさかったのに。

　今度はそれを否定するようなことを。

　──なぜなら、その行為には、《愛》があろうがなかろうが、必ず《欲望》が付きまとうからだ。安易にコトに及べば、そこにルシファーが現れる。

　愛は驚いて、カップを落としそうになった。危あやうく受け止めたが、中でココアが跳はねて指を濡ぬらした。

（な、なんですそれ！　っていうか、いつ気付いたんですか!?）

　──薄うす々うすは可能性を感じていたが、確信したのは先せん刻こくだ。

（じゃあなんで、あんなえっちい映像を見せんだよ！）

　──それとこれは別だっ！

（べ、別う!?）

　──そうだっ！　大体おまえには、えろさが足りん！　神かみ代しろ光ひかるの《堕落ダウンフオール》云うん々ぬん以前に、その欲望を刺激できていないではないかっ！　親おや父じがなんだっ！　誰だれの声も届かないこの屋敷でいったい何十時間、二人っきりでいると思っている！　それなのに、神代光がこれっぽっちもその気を起こさないというのはどういうことだ!?　それは即すなわち、おまえにえろさが足りないからじゃないのか!?　大体、寒いからといってニットのスパッツをはいているような女に男が欲情すると思うのか!?　しかもパンダ柄がら!!

（あう……そ、それは……）

　愛あいは片手でスカートを押さえるようにした。否定はできない。しかし。

（だって、このメイド服って寒いんだもん……）

　──おまえが温かくいるためには、神代光が地じ獄ごくに落ちてもいいというのだな！

（そ、そんなこと言ってないじゃないですか！　それにですよ!?　わたしが子供なのは認めますけど、それと天使様がわたしにえっちい映像を見せるのと、なんの関係があるんです!?）

　──わからんのか？

　呆あきれたような声に、愛は動どう揺ようした。なんだろう。じつは、あのえっちい映像にはなにかとても深い深い意味があったのだろうか？

　──おまえに見せたのは、人気のあるグラビアアイドルのビデオだ。中でも特に、扇せん情じよう的てきなものを選んだ。ただビキニを着ているのではなく、手ブラや、下乳見せ……そうしたことを行っているやつをな。

　手ブラとは、ブラジャーの代わりに手で胸を隠すこと、らしい。下乳見せ、は、読んで字のごとく、胸のふくらみの下の部分を、服の下から見せたり、ビキニをずらしてこぼれさせたりすること、と天使の意識が流れ込んできた。
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（て、天使様……どこでそんなものを……）

　──いろいろだ。気にするな。

　気になる……。

　──いったいいくつ、あの映像を見せた？　少しは勉強しようという気にならんのか。

（そんなこと言われても……）

　──問答無用！　訓練！　鍛たん錬れん！　おまえも神代光も、精しよう進じんを重ねて《限界》を知れ！

　天使の剣けん幕まくに、愛はごくりと唾つばを飲み込んだ。

（ど、どうすればいいっていうんです……？）

　嫌いやな予感がする。

　なんだかとても嫌な予感がする。

　──うむ。

　天使が、頷うなずいた気がした。

　──ローマは一日にして成らず。失敗もあるだろう。だが、実践せねばなにもわからぬ。

（つ、まり……？）

　鼻先に、天使の指を突きつけられた気がした。

　──試すのだ！　キスをしたり。互いに裸になったり。神かみ代しろ光ひかるのアレを刺激したり。お前も、神代光も、限界を知るのだ！　臨りん界かい点てんを越えなければ《堕落ダウンフオール》は起きない。それを知るためには実践あるのみ！

　愛あいは、体がカーッと熱くなるのを感じた。

　ようするに。

　前ぜん戯ぎをいろいろとしろ、ということだった。そのくらいは、愛にもわかった。

（だ、だけど、光君がそんなこと──）

　──うむ。させないだろう、な。あの性格なら。だからこそ真実を話し、協力させるべきだと、私は結論した。《限界》を知って《堕落ダウンフオール》を減らしていき、その間かんに善ぜん行こうを積み、《契ちぎる》ことで《鎧よろい》を得る。どうだ？

　愛は沈黙した。

　一いち聞ぶんしたところでは、いい考えのような気もする。

　光の《堕落ダウンフオール》が天使の言うとおりの仕組みで起こるのなら、《限界》を知るのは有効な手段だろう。《契る》ことに関する意見も、納なつ得とくができないではない。あれほど《欲望》と直結している行為はない。だが。

（……信じる……と、思いますか？）

　天使はため息をついた。

　──わからん。

　正直に、天使はそう言った。それはふざけているのでもなんでもなく、本心でそう思っているのだとわかった。

　──ルシファーが記憶操作をしているなら、簡単ではないな。だが事実、記憶は飛んでいる。それに、おそらく明日あしたはあの女教師に呼び出されるだろう。自分の記憶にないことで責められれば、その理由は欲しくなる。その先手を打って、回答を与えておけば、すぐには信じられずとも、その時に得とく心しんがいくかもしれん。

（先生の呼び出しを利用するんですか？）

　──そうだ。

　確かに、それなら上う手まくいくかもしれないと思えた。悪あく魔まとか天使とか、そうした超常現象系のことかどうかはともかく、自分が多重人格であるとか、そういう風には感じるかもしれない。だけど、もうひとつなにかが欲しい気がする。

　──どうする？

　愛あいはじっとココアを見つめた。

　最後は自分の決断だ。天使には、強制力はない。いや、こちらの体を操あやつれるなら、それもできるのかもしれないが、天使との接続は自由に切れる。それに、天使はそんなことだけはしない。それは信じられた。

　光ひかるは信じないかもしれない。しかし、天使の言うとおり、おそらく明日呼び出しがあるだろう今が、チャンスかもしれない。

「……わかりました」

　愛はゆっくりと、わざと声に出して言った。自分の声が頭に響ひびいて聞こえ、それが形となって決意を支えてくれる。

「……光君に、話してみます」




　　　　☆




「ご主人様……？」

　ノックと共にそう声が部屋に響いて、ベッドの中で、丸まって毛布を巻きつけていた光は、びくり、と体を震ふるわせた。

「入ってもいいですか……？」

　愛の声だった。それはどこかこちらを探さぐるようで、そして、済まなそうでもあった。それを聞いた瞬しゆん間かん、光はひどく自分を恥はじらった。

　どうして逃げたりしたんだろう。

　別に、愛あいはなにをしたわけでもない。ただ、独ひとり言ごとを言っていただけだ。

　もちろん、驚きはした。

　相手が目の前にいるかのような独り言にもだけれど、怒ど鳴なった時の言こと葉ば遣づかいに。

　だが、なにか、腹に据すえかねたことがあったのかもしれない。誰だれだって大きな声を出したい時だってあるだろうし、つい、汚い言葉だって出てしまうことはある。

　なのに、自分は逃げた。

『光ひかる君！』

　そう、追いかけてきた声を振り切って。

（そういえば……初めてだったかも……）

　愛に、名前で呼ばれたのは。その声を思い出すと、胸の辺りが温かくなる。

　それだけに。

「ご主人様……？」

　再びのノックと共に聞こえたそれは、どこか寒々しく感じられて、嫌いやだった。声の調子が、ではない。《ご主人様》というその言葉が、だ。

　獅しぃ子こたちにもずっと《様》付けで呼ばれていたけれど、あれとはまったく違う。彼女たちの使う《様》は、《君》などと同じだ。むしろ、自分が彼女たちに取っては特別なんだ、という感じがして好ましかった、と今にしてみると思う。

　だけど《ご主人様》は違う。

　よそよそしい。雇やとい主ぬしと労働者、という感じがする。そこにあるのは愛情ではなく、金銭だという印象を、光はどうしても受けた。

　それでも、愛がそうしたいのなら、と黙っていたけれども、光君、と名前で呼ばれるのを聞いたあとだからなのか、すごく──嫌だった。

　ため息をついて、光は体を起こした。そして、

「はい」

　とだけ返事をした。

　ノブが捻ひねられ、ゆっくりと押し開けられて、そ、と愛の顔が覗のぞく。彼女は光をベッドに認めると、どこか繕つくろったような笑顔を浮かべて部屋に入り、後ろ手に扉を閉めた。

「ちょっと……いいですか？」

　言葉が心に触れてくる。なにかを調べるように。

「いいですけど」

　と、光は言っていた。考えるよりも先に言葉が出ていた。

「ご主人様、はやめてください。なんだかよそよそしくて、嫌です」

　愛が目を瞠みはる。

　しかし、驚いたのは彼女ばかりではなく、光ひかる自身もだった。こんなに素直に、自分の気持ちを吐と露ろしてしまうなんて。しかも、やめてくれ、嫌いやだ、なんて。それは光の辞書の中の、使われない言葉のトップに近い。

「ご、ごめん……」

　愛あいは動どう揺ようしたように視線をそらせた。

　ずきり、と胸が痛む。取り消す言葉が喉のどまで込み上げたが、光はそれを吞のみ込んだ。それではこれまでと同じだ。

「じゃあ……ひか──神かみ代しろ、君……？」

　探さぐるように呟つぶやいた愛に、光は安あん堵どと失望の交じり合った気持ちになった。名前で呼んでほしかった、と思う一方、恥はずかしい、という気持ちもあったからだ。

「それでいいです」

　言って、光はベッドを降りた。さすがにそこで話を聞くのは失礼だと思い。なので、窓際の丸テーブルに向かい、そこの椅い子すの脇わきに立って、愛にも反対側の椅子を勧めた。

　彼女は拒まなかった。

　愛が腰を下ろすのを待って自分も座り、正面で向かい合う。そうしてみれば、気け圧おされたのは、光の方だった。なにか、違う。思わず視線を泳がせてしまったが、愛は真っ直すぐ、視線を動かさなかった。それが、肌に触れるのがわかる。

「……あの……」

　先に口を開いたのも、光だった。根負け、というほど、根比べをしてはいなかったが、肩に圧のし掛かかるような空気に、耐たえられなくなった。

「……さっきのあれ……独ひとり言ごと、ですか……」

　すると、愛の表情は一瞬強こわ張ばり、光から目を外した。しかしそれは動揺して、とか、見つめ合うことに耐えられなくて、といった理由ではないように見えた。なぜなら、その視線はまったく泳がなかったからだ。まるで、見えない人からの声を聞いているかのような、そんな様子。

「……神代君て……」

　やがて、愛はそう言った。ひとつひとつ、言葉を吟ぎん味みして唇くちびるに乗せるように。

「……神様、って信じる？」

「え……？」

　こちらが少し引いたのがわかったのか、愛の眉み間けんに微かすかな皺しわができる。

「えっと……」

　これはなんだろうか？　なにか隠された意い図とがあるのだろうか？　いや、そうではない。これはそのままだ。つまり、彼女はさっき──。

「神様、と話してたってこと、ですか……？　さっきの、あれ……」

「…………」

　重苦しい沈黙が、辺りにたちこめてくる。いや、信仰の自由は、光ひかるも認めるところだ。神様に対してにしては、乱暴な口調だったとは思うけれども。

「神様じゃ、ないけど……」

　愛あいが口ごもる。

　似たようなもの、ということだろうか？──悪あく魔まとか？

　すると、驚いたように愛は目を瞠みはった。

「ち、違うわ！　それは違う！」

「え──」

「そうじゃなくて逆なの！　わたしは──」

　そこまで言って、しまった、という顔になる。

　今のはなんだ？　まさか……心を読んだ？　光は自じ嘲ちようした。馬ば鹿からしい。そんなことがあるはずがない。もしそうなら、あそこで自分に独ひとり言ごとを聞かれるなんて失敗をするはずがない。

　愛は天てん井じようを仰あおいで、それから、長い長いため息をついた。

　もう、と呟つぶやく。

　そうして顔を戻すと、再び真っ直すぐに見つめてくる。その瞳ひとみには、有無を言わせないような《力》があって、光は喉のどの渇かわきを憶おぼえた。

「……神かみ代しろ君」

「は、はい」

「わたし、これから、すごーく馬鹿なことを言うかもしれないけど、もう、どうかしちゃったんじゃないか、って思われても仕方ないこと言うけど、だけど……誓って言うけど、噓うそじゃないから。それだけはわかってほしいの」

　光は頷うなずいたが、それは納なつ得とくしてのことではなかった。勢いに押されてだった。

　愛は目を閉じると、すう、と息を吸い、それをとてもとてもゆっくり吐はき出した。メイドの服の下で、胸がゆっくりと上下する。やけに大きく開いた胸むな元もとからふくらみが僅わずかに見えて、慌あわてて光は目を伏せた。

（なにをしてるんだ、僕は。白しら鳥とりさんが、大事な話があるっぽいのに）

「平気だよ？」

　愛がそんなことを言って、光は、え、と顔を上げた。

「神代君が見たかったら……遠慮しなくてもいいよ？　男の子なんだから。そういう気持ちもわからなくないし……それに……それって、わたしのこと、女の子として見てくれてるってことだよ、ね？」

「そ、それはっ、そのっ！」

　光は、自分でもどうしてこんなに動どう揺ようするのかわからないほど、動揺した。あやうく、椅い子すから落ちそうになってテーブルの端はしをつかみ、なんとか堪こらえる。

　その様子に、愛あいはくすりと笑った。頰ほおが赤い。

「それ、わたしの役目」

「え？──あ、うん、そうだね……」

　光ひかるは体を椅い子すに戻しながら、苦笑した。転んだり、ぶつかったり、こけたりするのは、光もするが、愛の方がずっと多い。

　だが、今のが良かったのだろうか？　愛は気持ちが落ち着いたように見えた。すると不意に、彼女の顔が大人びて見えて、光はどきりとした。

「光君」

　今度は名前で呼んだ。自分でも気付かなかったのかもしれない。愛は言いなおしたり、言い訳をしたりせず、続けた。

「わたしね、天使様とお友達なの」

「え？」

「わたしの部屋には天使様がいて、いつも声が聞こえるの。わたしも、頭でいろいろ考えるだけでお話ができるんだけど……ほら、このお屋敷、広いでしょ？　だから、つい、声に出しちゃって……だから、さっき聞かれちゃった独ひとり言ごと、あれ、独り言じゃなくて、天使様とお話ししてたの──今け朝さの騒ぎのこと」

「さ、騒ぎ……？」

　それしか返せなかった。天使がどうとか、そういう話は、どう反応したらいいのか、それがわからなかった。

　愛は黙ってＴＶを点つけた。部屋には、使っていない暖炉の上に、ほとんど点けないけれど、二〇型の液晶ＴＶが置いてある。愛の肩越しの位置だ。なのに。

「これ」

　振り返って画面を見ることなく、愛はそう言った。もちろん音は出ていたから、アナウンサーやコメンテーターの話の内容を聞けば、わかるのかもしれない。だが、そういうことじゃない、と彼女の顔が言っていた。

　昼間のワイドショーで取り上げていたのは、千ち代よ神がみ駅で今日きようの朝に強行されたグラビアアイドルのゲリラ撮影についてだった。

「牧もく鷹おうさん……」

　画面に映し出されたのは、紛まぎれもなく羊よう子この写真で、彼女は大きな胸を両側から挟みこむようにして強調し、微笑ほほえんでいる。

『結局、警察の許可を取っていなかったんですね？』

　司会の男性が念を押すように、レポーターの女性に訊きく。彼女は、はい、と言って頷うなずく。

『そうなんですよ。それが、朝の通勤・通学時間帯に重なって、大混乱になってしまったというわけなんです。場所は、新しん宿じゆくからすぐの千代神駅前のロータリーで、そこで、今人気急上昇中のグラビアアイドル、モックこと、牧もう鷹おう羊よう子こさんが、写真集とビデオの撮影を行ったらしいんですね』

『らしい、というのは？』

『まだ、事務所に確認が取れていないんです。電話はまったく繫つながらず、会見も行われていないのです』

『なるほど。情報では、集まった人々が将しよう棋ぎ倒だおしになって、救急車が出動する事態になったということですが、その辺はどうなんですか？』

『はい。確かに救急車は出動しました。ですが、怪け我が人にんはゼロだった、とこれは先ほど発表がありました。将棋倒しになったのではなくて、倒れた人々は皆、その場でくずおれたというんですね。その理由については、今、警察が事情をいろんな人に訊きいているところみたいです』

『牧鷹さんも、警察に？』

『いえ。牧鷹さんとそのスタッフは、事務所同様、まだ捕つかまって──逮捕されたという意味ではなくて、行方ゆくえを捜さがしているところといったようです』

『なるほど』

　司会の人は、では、と言ってコメンテーターに話を振った。それを背に、

「わたし、あそこにいたの」

　そう、愛あいは言った。

　光ひかるは目を瞬しばたたいた。でも、どうして？　愛は今け朝さは、いつものようにここに朝食を持ってきてくれて、僕が食べるのを見ていてくれたはずだ。

「光ひかる君もいたんだよ？　憶おぼえてない？」

「え──」

　どくん、と心臓が跳はねた。僕が？　あそこに？　憶えていない。記憶は、朝食の途中から午後のベッドに見事に飛んでいる。

「ほら」

　と愛が言った。

「ＴＶ、見て」

　光は再びモニターへ目をやった。かなり粗い画像が繰り返し流されている。

『これはその場に居合わせた人が携帯電話のカメラで撮影したものですが』

　と、女性レポーターは言った。

『この、牧鷹さんと思おぼしき女性と抱き合って映っている少年が誰だれなのか、警察はそれも調べています』

『中学生か、小学生のようですね』

『はい。もしそうなら、倫理的にはもちろん、他ほかにも違反になるのではないか、と──え？』

　急に、レポーターが慌あわてた顔になった。

『そんな！　ですけど──』

　ぷつ、とマイクが切られたのがわかった。カメラが不自然な感じで司会者を映し出す。驚いた表情でレポーターのいた方を見ていたが、やがて。

『えー……今、事務所サイドからの情報が入りました。許可は取られていたそうです。倒れたのは演出で、近きん隣りんの住民の方にはご迷惑をおかけしました、とのことです』

『それは警察に確認も？』

　コメンテーターの一人が訊きくと、司会者は、そうみたいですね、と答え、どこか強引に、次の話題です、と言い、愛あいはＴＶを消した。

「たぶん、明あけ星ほしさんが手を回したんだと思う」

「どういう、こと……？」

「あそこに、光ひかる君がいたから」

「え？」

「見たよね？　集まった人が撮ったビデオ。牧もく鷹おうさんと一緒に映っていた男の子……あれは、光君なの」

　光は、絶句した。

　憶おぼえていない。まったく記憶にない。

　鳥とり肌はだが立った。

　そんな馬ば鹿かな。自分がまったく知らないうちに、あんなところにまで行って、羊よう子この仕事の手伝いをしていたというのか。

　くらりとした。

　愛の顔が、よく見えない。見ようとしても、見えない。

「わたしは光君を追いかけて、それで、あそこに行ったの。そして、気を失った光君を助け出して、ここへ戻ってきたの」

「わ、わからないよ……」

　光は、どうしようもなく口元がゆるむのを感じた。

「憶えてないんだ……」

「うん、知ってる」

「し、ってる……？」

「うん」

　愛は頷うなずいた。

「これが初めてじゃないもの。それは、わたしも──それから、あの娘こたちも知ってる」

　初めてじゃない──光は、体が椅い子すに沈んでいく錯覚を憶えた。

　では、こんなことがたびたびあったというのか？　確かに、これまでも気がついたら何時間かが経たっていたということはあった。けれどそれは、あんな風に動き回っていた、というのとは違うと考えていた。

　それに、獅しぃ子こたちもそれを知っていた？

　知っていて、黙っていた？

「別に」と愛あいは言った。「光ひかる君のことを騙だまそうとか、そういう風に思っていたわけじゃないの。動どう揺ようさせたくなかったし、心配もさせたくなかった。多分──明あけ星ほしさんたちも、それは同じだったんじゃないかな。目的は、まったく逆だけど」

「目的……？　目的って、いったいなに……？　明星さんたちは、僕の両親になにか恩があってそれで、困ってる僕を──」

「それは噓うそ」

　愛は言い切った。

「あの娘こたちの目的は、別にあるの」

　光は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　なにがなんだかわからない。これまで自分は、親切で彼女たちがいろいろと世話を焼いてくれているのだと思っていた。それなのに、目的、とはいったいどういうことなのか。しかも、どうしてそれを愛が知っている？

　その疑問が顔に出たのか、愛は再び、ゆっくりと深呼吸をした。それは、これからとても大事なことを話すための準備、と思えて、光は首筋の辺りがぴりぴりし、胃がきゅうと縮み上がるのを感じた。

「光君」

　愛は目を伏せて、テーブルを見つめた。よく磨かれた天板に、顔が映っている。

「これから話すことは、とても信じられないかもしれない。けど、噓は言わないから、とりあえず、最後まで聞いてほしいの」

　光は頷うなずいた。

　まだ、頭は混乱していて、ちゃんと理解できるかわからなかったけれども。

　けれど、聞かないと収まらない──そう思えた。

「よかった」

　テーブルの中の愛が微笑ほほえむ。

「光君。わたし、さっき訊きいたよね？　神様を信じる？　って」

　光は頷いた。

「白しら鳥とりさんは……？」

「わたし？　わたしはね。訊いておいてなんなんだけど……わかんない。会ったこととかないし。でもね、光君？」

　愛は声を潜ひそめ、言った。

「……わたし、天使がいることは知ってるの」

　光ひかるは絶句した。本気、だろうか？　よく、のほーんとしているとか人に言われる光でも、さすがに一四歳ともなれば、そんなことはない、と思っている。神様を信じることを否定しているわけではない。信じることと、実在を《知って》いるというのは、別の話だと思う。

　すると、その気持ちに気付かれてしまったのか、愛あいは頷うなずいた。

「光君がなに考えてるか、わかるよ。でも、しかたないんだ。だってわたし、知っちゃったんだもの。見えるんだもの。いつも、頭の中に声が聞こえるの！」

「…………」

　光が答えずにいると、愛は自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべた。

「ふふ……そうだよね。引くよね」

「そんなこと──」

　ない、と言おうとしたが、できなかった。

「いいの！」

　皆まで言うな、とばかりに、愛は掌てのひらをびしっと、光に向かって上げてみせた。

「光君の気持ちはよ～くわかる。わかるから。わたしだって、この目で見てなかったら、絶対信じられないと思うもん。……あの人たちは違うみたいだけど」

　あの人たち、とは誰だれだろう、と光は思ったが、口は挟まずにいた。

「でも、もう少し我が慢まんして聞いて。これからもっと非常識でとんでもないこと言うから。多分、こっちの方が、光君には受け入れがたいと思うから」

　そう言うと、愛は黙り、光はただ、待った。おそらく、頭の中でなにをどういうか、まとめているのだろう。

（きっともう、なにを言われても驚かないと思うけど……）

　少し頭が冷えてきたらしい。

　そう思えた。

　天使が見える、というそれは、考えてみれば説明ができない話ではない。《見えないお友達》の話は聞いたことがある。主おもに、幼い子供が持っていて、それを題材にした小説や映画などもあったはずだ。

（だけど、それと僕のことが、どう繫つながるっていうんだろう……）

　わからないとすると、それだった。それに、獅しぃ子こたちの親切が噓うそだというのも、どういうことなのかわからない。それを、これから説明してくれるのだろうか。

「うん」と、また、愛はこっちの心を読んだかのように呟つぶやいた。「……えっとね。光君、二重人格のことは知ってるよね？」

「え？　あ、はい」

「わたしの話が突とつ拍ぴよう子しもなくてわかりにくいって思ったら、そう置き換えてくれて構わないんだけど……本当はそうじゃないんだけど、本当に天使も、それから悪あく魔まもいるんだけど、つまりね、光ひかる君の記憶が飛ぶのは、もう一人の光君──ええと、それは光君だけど光君じゃないんだけど、ようするに、そいつが表に出てきて、光君の体を乗っ取るから、光君は時々、記憶が飛んでるの」

　愛あいは一気にそう言うと、はあ、と一度息をついた。

「それでね。さっき、明あけ星ほしさんたちの目的ってわたし言ったけど、それって、もう一人のあいつに完全に意識を入れ替えさせることなの。わたしたちは《堕落ダウンフオール》っていってるんだけど──」

「ち、ちょっと待って！」

「……どうぞ」

　意見があるなら、というように、愛は掌てのひらを差し出すようにした。

「……もう一人の、僕？　それに、明星さんたちが、そのもう一人の僕と今の僕を入れ替えようとしてるって……？　どうして──」

「それは──」

　愛は向けていた掌を下ろすと、テーブルの上でその手を組み合わせて、強く握にぎった。

「──彼女たちが《悪あく魔ま神しん》の復活を願う《罪人シナー》だから」

「あ、あくましん……？」

　愛は頷うなずいた。

「悪魔の神。堕だ天てん使し。魔神──ルシファー。それが、光君、もう一人の君」

　光はまたここから逃げ出したくなった。

　愛一人だけのことなら、《天使》＝《見えないお友達》説も成り立つが、獅しぃ子こたち、そして自分のことまでも《悪魔》といわれては、これはもう、そっち系だと思わざるを得ない。

　すると。

「……とんでもないよね」

　あは、と愛は笑った。

「わたしだって、信じないと思うもん。だけど──」

　すう、と愛の表情から笑えみが消えた。

「──本当なの。少なくとも、あの人たちも、わたしも、それを信じてる。光君が《堕落ダウンフオール》して、あいつ──ルシファーと完全に入れ替わった時、あの人たちは、自分たちの《大たい罪ざい》を極めることができて、苦しみから解放されるって信じてる」

「苦し、み……？」

　こんな話の最中にも、獅ぃ子たちのその苦しみの方が気にかかってしまう自分は、どこまでお人よしなんだろう、と光は自じ嘲ちようしたくなった。

「それって──」

「《七つの大罪》のこと、聞いたことない？　えっとね……人には犯してはいけない《罪シン》があって、それは大きく七つに分けられるの。必要以上にえっちなことをしちゃう《邪淫ルスト》。人を見下す《高慢プライド》。なんでも欲しがる《強欲グリード》。すぐに怒る《憤怒ラース》。食べすぎの《大食グラトニー》。ぐうたらしちゃう《怠惰スロース》。憎むくらいうらやましがったりする《嫉妬エンヴイ》──どう？　誰だれかさんたちを思い出したりしない？」

　ぽん、と獅しぃ子こたちの顔が違い和わ感かんなく浮かんだ。誰がどれに当てはまるか、すぐにわかってしまって、光ひかるは得とく心しんした自分に驚いた。

　あの人たちは、と愛あいは続けた。

「一人がひとつ、その《大たい罪ざい》を持ってるの。もちろんそれは、人間が誰でも持っているものだけど、あの人たちのそれは、桁けたが違うっていうか……大きさが違う。そしてそれは、苦しみでもあるの。それから逃のがれるために、彼女たちはもう一人の光君が──ルシファーが必要だと思ってる。ルシファーが、自分たちを救ってくれると信じてる。だから、光君に近づいて、傍そばにいて、《大罪》を犯させて、《堕落ダウンフオール》させようとしてたの。えっちな誘ゆう惑わくをしたり。お腹なか一杯になってもまだ食べさせたり、他ほかにもいろいろ」

「そんな──」

「そして、わたしは……それを阻そ止ししようとしてきたの。わたしが生徒会長選挙に立候補したのも、光君に《高慢プライド》の《大罪》を犯させないため。わたしは──天使の側だから」

　そう言った愛の目は、あくまで真剣だった。

　ふざけているのでも、からかっているのでもない。そのくらいはわかる。わかるだけに。

（えーと……）

　光はもう、言葉がなかった。

　いったいこれを、どう解釈したらいいのだろう？　いろんなものをそぎ落としてシンプルに考えれば、自分は二重人格で、愛は今の自分を、獅ぃ子たちはもう一人の自分を、それぞれ支持している、ということになる。

「だ、だけど……今の話が──悪あく魔まとか、天使とかいうのは別にして──本当だとしても、白しら鳥とりさんはどうして急にそのことを僕に話す気になったんですか？　独ひとり言ごとを聞かれたからって、そんなのはいくらでも誤ご魔ま化かせることじゃないですか」

「それは、ルシファーを出さないようにするためには、光君の協力が必要になったから」

「え……？」

「この間までは、ルシファーが表に出てくるには、かなり頑がん張ばって《堕落ダウンフオール》させなくっちゃならなかったから、回数だって多くなかったの。だから、いくらでも誤魔化せた。それが証拠に、光君、あんまり気にしなかったでしょう？」

　光は頷うなずいた。

　それは確かだ。時々ふっと意識が飛ぶのが自分でもわかるようになったのは、ここへ戻ってからのことだった。

「だけど」と愛は続けた。「今は違う。ルシファーはちょっとしたことで表に出てくるようになったの。それを防ぐには、光ひかる君自身が、そのスイッチを知る必要があったから。だから、信じてくれないかもしれないけど、天使様と相談して、話そうって決めたの。ルシファーを完全に封じ込めるには、光君の協力が絶対に必要だから」

「そんな方法が？」

　愛あいは頷うなずいた。すると、その頰ほおにみるみる血が上ってきた。

「？」

「その方法はね……その……わ、わたしと……その……ち、ち、ち、《契ちぎる》ことなのっ！」

　最後は一気に言って、愛は、がば、と顔を両手で覆おおって隠した。耳や首筋も真っ赤だ。

（……ちぎるって……）

　言葉の意味がわからず、光は首を捻ひねった。

（……なにを千切るんだろう……？）

　悪あく魔まというからには、契約書とか？

　それともなにか別の？

　愛がそっと指を開く。その向こうで、綺き麗れいな黒い瞳ひとみが、濡ぬれて、揺ゆれている。

　わからない。

　どうして愛は、こんなに真っ赤になっているのだろう。

「あの……」

　そろり、と光は訊きいた。

「いったい、なにを千切るんですか……？」

　あ──ずっこけた。

　ごち、といい音がして、愛は顎あごをテーブルの端はしにぶつけて、おう、と声をあげる。だが、思わず腰を浮かしかけた光には、手を上げて、大だい丈じよう夫ぶ、と示した。

「わ、わからない、の……？　知らない……？」

　光は首を捻った。

「千切るって言葉は知ってますけど……なにをばらばらにするのかは、ちょっと……」

　あの一言からは、内容までは察せない。

　それとも今までの話の中に、ヒントが織り込まれていたのだろうか？

　愛は黙り込み、目をきょときょとさせた。

　ひょっとしたら、天使とやらと話をしているのかもしれない。が、すぐに、ひゅっと息を吞のむようにすると、大きくため息をついた。

「……うう、わかりましたよ……」

　ぼそり、と呟つぶやく。

「え？」

　光がそう言うと、愛は再び、まっすぐに光を見た。

「ひ、光ひかる君！」

「は、はい……」

「わたしの言ってる《ちぎる》は、《ちぎる》が違うの！　《千に切る》じゃなくて、《契約》の方の《契ちぎる》なのっ」

「えっと……誰だれかと──白しら鳥とりさんとなにか契約をするってことですか……？」

「そうじゃなくてーっ！」

　愛あいは頭を押さえて身を揉もんだ。

　あまり激しいものだから、大きく開いた胸むな元もとから、胸がこぼれそうになって、光は目をそらせたが、彼女は気付いた様子はなかった。

「だから、そのっ……あうう……」

　がっくりと肩が落ちる。天てん井じようを仰あおぐ。

「わ、わかってますよ……光君がこういう人だってことは……でも、でもですねっ、わたしだって女の子なんですからっ！──わかった！　わかりましたよっ！」

　ふんっ、と鼻を鳴らして、真っ赤な顔のまま、もう一度愛は、光を見た。

　光はもうなにも言わなかった。ただ、圧倒されていた。今のが、天使との会話、だろうか。そう、思えた。

「あのねっ、光君！」

「はい！」

　思わず背が伸びてしまう。

「ち、《契る》っていうのはっ、夫婦の約束をすることなのっ！　その行為なのっ！」

「け、結婚するってことです、か……？」

「ちっがああああああああうっ！」

　愛はテーブルをひっくり返さんばかりだった。

「そうじゃなくてっ！　そのあとの方がいいとは思うけどっ！　つまり!!」

「つま、り……？」

「──えええええええ《えっち》をすることのことのことのことなのっ!!」

　むふー、と愛は息を吐はいた。

「…………」

　光は目を瞬しばたたいた。

（……えっち……？　Ｈ……？）

　じっと愛が見ている。唇くちびるが微かすかに震ふるえている。

（……あ……）

　ようやく意味がわかって、光は、体がかあっと熱くなった。愛の言った《えっち》とはつまり──《セックス》のことだ！

　その言葉だけで、光ひかるは腰の辺りがむずむずした。

　誰だれと？

　愛あいと？──愛と!?

　思わず、大きく開いた胸に目がいってしまい、光は慌あわてて視線をそらした。だけど、白いふくらみが頰ほおと同じに赤く染まっている画えは、しっかりと残ってしまった。

（だ、だけど、なんで……？）

　光は無理やり思考をそちらの方へと持っていった。

　そうでなかったら、クラスメートと《えっち》をする、という考えに、どうにかなってしまいそうだ。

（わ、わかんない……どうしてそれが、もう一人の自分を封じ込めることになるの……？）

　天使が言った、のだろうか？

　だとしたら、合理的な説明など無理な気がする。訊きくだけ困らせるだけかもしれない。そう信じているのだとしたら、どうしようもない。

「……光君……嫌いや……？」

　愛が見つめていた。その瞳ひとみは、不安に潤うるんで揺ゆれている。

　嫌──じゃない。そんなことはない。

　あるはずがない。

（だけど……）

　その理由に抵抗がある。そういうことは、好きな人とするものだ。そんな封じ込めるとか、そんな理由でするものじゃない気がする。

「そ、そうだよ」

　光は少し、テーブルに身を乗り出した。

「駄だ目めだよ、そんな理由でなんて！　そういうことは好きな人と──」

「好きだよ」

　光は言葉を吞のみ込んだ。

「光君が好き。わたし、言ったよ？　忘れちゃったの？　それとも、冗談だと思ったの？」

「それ、は……」

　憶おぼえている。はっきりと。どうしようもないくらい好き──そういってくれた。

（……あ、れ……？）

　光は、大事なことを思い出して──否いな、思い出せなくて、眉まゆをしかめた。

（この告白……僕、どこでされたん、だっけ……？）

　それが思い出せない。

　言われたことは憶えているのに、声も、その時の愛の表情も憶えているのに、それがどこであったのかが思い出せない。
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（……ま、待って……白しら鳥とりさん、その前になにか大切なこと言ってた気がするんだけど、なんで、どうして思い出せないんだ……!?）

「光ひかる君」

　愛あいの声に、光はいつの間まにか落としていた視線をハッと上げた。

「それとも、いつどこでどんな風に言われたか、それが思い出せないの？」

「！」

　不意に寒気が込み上げてきて、光は気がつけば椅い子すを倒して立ち上がっていた。

「あ……ごめ、んなさい……」

　謝りながら、しかし、それを直す気力はなかった。テーブルに手を付いていなかったら、このまま座り込んでしまいそうだった。

「……ごめん……一人に、して、もらえますか……？　なんか、混乱しちゃって……」

「……うん」

　愛は静かに立ち上がると、それじゃあ、またあとで、と言って、部屋を出ていった。

　だが、光は返事ができず、扉が閉まる音に今度こそ力が抜けて、絨じゆう毯たんの上に座り込んでしまい、そこを動けなかった。




　　　　☆




（あー、緊張したっ！　めちゃくちゃしたっ！）

　愛あいは、まだバクバクしている胸を押さえながら、階段を下りた。光ひかるが追いかけてくる気配はない。多分、すごく混乱しているのだろう。

　結局、ルシファーが完全復活したら世界が滅ぶ云うん々ぬん、という話はできなかったが、あの状態でそんなことを言ったら、余りに噓うそっぽくなってしまう。

　──しかし、それでは本質を捉とらえてはいないぞ。

　不満そうな天使の声に、愛は小さく肩を竦すくめた。

（いいじゃないですか。光君が、天使とか、悪あく魔まとか、そういうことは象しよう徴ちようだと思っても。事実として、自分が他ほかの誰だれかと入れ替わってなにかをしていて、それをさせない方法を理解してくれて、協力してくれる気になれば。それが重要なんだし）

　──そこまでたどり着けなかったではないか。

（そ、そうですけど……一気には無理ですよ。それに──）

　愛は気持ちで天使を睨にらみつけた。

（天使様がうるさいから、つい言っちゃいましたけど！　ち、ち、ち《契ちぎる》とかってことは、もっとあとにゆっくり説明するつもりだったのに！　あれじゃまるで、わたしが変な理由つけて光君とそういうことしたいみたいじゃないですか！）

　──したくないのか？

（そ、そんなことは！……言ってないですけど……）

　愛は、耳の辺りまでものすごく熱くなっているのを感じて、周りを指でかいた。

　嫌いやだということはないが、しよう、だなんてことを女の子の口から言うなんて、そんなのはあんまりだった。もう言ってしまったから仕方ないけれど。

　──だが、これからだぞ。神かみ代しろ光が自分の運命を自覚して、それを受け入れるかは。

（はい……）

　──まあ、あれでも健全な少年男子だからな。いくら初う心ぶでも、目の前にご馳ち走そうがあれば手を出したくはなるだろう。なにしろ、ルシファーのやつがころころ出てくるような状態だ。何度か《堕落ダウンフオール》すれば嫌でも納なつ得とくするだろうさ。

（なるべく、そうならないように祈りますけど……）

　だが、それは難しい、ということは愛もわかっていた。

　なにしろ手て探さぐりでいくしかない。

　そもそも《堕落ダウンフオール》をしなければ、限界や、それが《来る》瞬しゆん間かんというものがわからない。愛としては、その時すぐに浄じよう化かを行えるよう、心積もりをしておくしかなかった。

（光ひかる君……受け入れてくれるかな……）

　──さあな。

（さあ!?）

　愛あいは、眉まゆを吊つり上げた。

（なんですかっ、人ごとみたいにっ！　わたしは、天使様の言うとおりに、親近感をプラスしようって、光君を名前で呼んだりもしたのにっ！　その無責任な答えはなにっ！）

　──事実だからしかたあるまい。まあ、他ほかに方法がなかったのも本当だがな。

　首、絞めたい。

　愛は、握にぎり締めた拳こぶしを震ふるわせた。

　今更だが、上う手まく、天使の口くち車ぐるまに乗せられた気がした。パニックになったのを利用されて、いいように遊ばれた気がする。

　よく考えたら──よく考えなくても、冷静に考えたらありえない話だ。

　自分だって引くだろう。もし、たとえば親友に、

『わたし、天使が見えるの』

　とか、本気の顔で告白されたりしたら。

　その場は笑って乗り切っても、もう近寄らないかもしれない。

（も、もし、そうなったらどうしよう……）

　嫌いやな想像がふくらんだ。

『まさか白しら鳥とりさんがそんなメルヘンな人だとは思いませんでした。もう、一緒になんか暮らせません。僕は明あけ星ほしさんたちと楽しく暮らします』

『ま、待って！　そんなことしたら、光君、消えちゃうんだよ!?　ルシファーに乗っ取られて、それで──！』

『まだ、そんなこと言ってるんですか？　明星さんたちはとてもいい人たちです。その人たちを悪あく魔まだなんて……白鳥さんこそが悪魔なんじゃないですか？』

　愛は、本当に今更だが、頭を抱えたくなった。

　獅しぃ子こたちをいきなり悪魔呼ばわりしたのは、まずかったかもしれない。実際、路頭に迷いかけていた光をあれこれ世話したのは、彼女たちなのだ。

　それに、光はのほーんとしてはいるが、馬ば鹿かじゃない。

　両親役だった天使に育てられたのだから、他の一四歳の男の子よりは超常的な存在に抵抗はないかもしれないが、信じるのと実在を受け入れるのは別だ。

　──大だい丈じよう夫ぶだろ？

（また、そんな適当なこと！）

　──まあ、そうだが。

　認めやがった。

　──しかし、事実、神かみ代しろ光ひかるは記憶が欠落している。私の実在を認めるかはともかく、もう一人の自分の存在を知り、それが肉体の乗っ取りを考えていると思えれば、それを封じ込める協力はするだろう。神代光とて、消滅したくはないだろうからな。

（わたしがそんなことさせません）

　──頼もしいことだ。

　天使が、ふっと微笑ほほえんだ気がした。

　──その意気でこれからも頼むぞ。とりあえず、この試練を乗り越える必要はあるがな。

（え？）

　なんのことですか、と訊たずねようとした時、屋敷の広間に、来訪者を告げる鐘の音が重々しく響ひびき渡った。

　リンゴーン、と。
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「あー、疲れたぁ……」

《塔》の地下に造られた巨大な湯ゆ殿どので、一人──大男は脱衣所に待機していたが──、一〇人入ってもまだ余裕のある浴槽に浸つかっていた獅しぃ子こは、うわん、と反響したその声に、閉じていた目を開いて振り返った。

　立ち込めた湯気を吹き払うようにして、素す晴ばらしいプロポーションが現れる。大きな胸にくびれた腰。すらりと伸びた足。鎖さ骨こつは瘦やせすぎでなく綺き麗れいに浮いて、長い髪を今は頭の上にまとめてネットをかけている。

「……よくやりましたわ、羊よう子こ」

「でしょ～？」

　女でもぞくっとくるような表情で微笑ほほえんで、羊子はかけ湯をすると、するりとほとんど波を立てずに浴槽に入ってきた。ちら、と脱衣所を見たが、珍しくコバンザメの姿はなかった。

「巳み和わは？」

「ちく縫ぬい中～。明日あしたネットにアップする予定のテディベアが、ちょっと間まに合いそうもないんだってさぁ」

「それでむくれているんですのね？」

　にこやかにしていても、わかる。お気に入りの玩具おもちやが見つからない子供のような、ぴりつく空気を感じる。

　だが羊子は、べっつにぃ、と呟つぶやいて、鼻までお湯に浸かった。ぶくぶくと気泡が立つ。

　そんな彼女を放ほうっておいて、獅ぃ子は、ゆっくりとお湯を楽しみながら、今け朝さのことを思い返した。

　実際、あの一件は、それなりに上う手まく行った。

　白しら鳥とり愛あいを止められなかった久く美みは大荒れで、これで何度目か、自分の部屋を大破壊してしまったが、それも織り込み済みだった。

　端はなから、止められるとも思ってはいなかった。

　ただの時間稼かせぎ。

　なにしろ、相手は《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を持っているのだ。

　しかも借り物ではない、自分自身のものを。あれには、光ひかるが《大たい罪ざい》を祓はらう自浄作用と同じ効果がある。しかも、矢として放たなくても、ただ体内で発動さえすれば、波動を放射することができるのだから、厄やつ介かいだった。

　もしも愛に手を出そうとすれば、その場で《浄化ピユリフアイ》されてしまう。服が身代わりとなって消滅してくれるからいいが、もしも直接矢を打ち込まれたら、と考えるとぞっとする。

　ただの人間であれば、煩ぼん悩のうが祓われてすっきりとした気持ちになれるかもしれないが、自分たちは普通の人間ではない。もしもそんなことになれば、《大罪》がこの体を灼やくだろう。

　そして、あとにはなにも残らない──骨すら。誰だれかがそんな目に遭あったわけではないが、そうだとわかる。

　ゆえに、止められるはずもなかった。

（小こ癪しやくですわね……）

　本当にそう思う。

　ルシファーの命めいさえなければ、獅しぃ子こは愛あいの抹まつ殺さつを躊躇ためらわなかった。簡単なことだ。あの弓矢を持ち出されれば厄やつ介かいだが、その隙すきを与えずにこの世にお別れさせる方法など、いくらもある。ただ実行できないだけだ──許されないから。

　こればかりは、どうしようもない。

「ぷは！」

　入った時とは逆に大きな波を立て、羊よう子こは湯面に肩まで上がった。ざんぶ、と波が立って、一瞬、大きな胸のふくらみの上部が露あらわになる。

「ちょっと！」

　獅ぃ子が睨にらむと、羊子は、ごめんごめん、と笑った。
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「まったく……」

「そんな怒らないでよ～。これでも大変だったんだよ？　警察とか、すごくしつこかったし」

「おかしいですわね。手を回しておいたはずですけれど？」

「うん、そう」

　羊よう子こは再び肩まで浸つかる。

「だけど、それで逆に燃えちゃった警官がいたのよ～。『本店の口出す話じゃねぇ！』とか言っちゃってぇ。あたし、熱血ってきら～い」

　ばしゃばしゃと足を動かす。

「それでも、納なつ得とくはしたのでしょう？」

「うん」

　羊子は頷うなずいた。

「無罪放～免～♪　社長さんとか、それなりに怒られたみたいだけど～、それはそれ！　ＴＶに乗って話題になったから、ちょーおっけ！　通販サイトで、ＤＶＤの売り上げ、一気に伸びたし！」

　びし、と親指を立ててみせる。

「それはよかったですわね」

　適当に言って、獅しぃ子こは濡ぬれた手で顔を撫なでた。

　だが、確かに上う手まくいった。

　あのロータリーにいた連中は、全員、羊子に中あてられて《邪淫ルスト》の《大たい罪ざい》因子を刺激された。あのあとその周辺で猥わい褻せつな事件がどっと起こり、警察もなかなか大変であったらしい。

　光ひかるによって増幅された《大罪》は、羊子一人で放射するものとは規模が違う。男女関係なしに、その心を刺激する。

（仰おつしやっていたとおりですわ）

　あの場は、愛あいによって《浄化ピユリフアイ》されてしまったが、それは完全ではなかった。

　彼女の《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》は指向性を持っており、その《浄化ピユリフアイ》はほぼ対象者に限られる。周囲の《浄化ピユリフアイ》は、光が元に戻ってしまった際の、余波にすぎない。

　それは、獅ぃ子や羊子のような純粋な《罪人シナー》にとっては津波のように強烈なものだが、無自覚な一般の人間には逆に効果が薄く、その場は収まったように見えても、あとで《罪シン》が萌ほう芽がすることがある。

　光からそう聞いた時には、正直、実感はなかったのだが、本当であったようだ。

　無論、それらの猥褻事件と羊子たちを、直接、結びつける者はいない。

　ただし間接的に、因果関係を述べた識しき者しやもいた。

　もっともそれは羊子の過激なファッションに起因するものとしてであり、誰だれも《邪淫ルスト》の《大罪》と結びつける者はいなかった。

「羊子。光様のことは、警察はどう見ていますの？」

「問題な～し！」

　羊子は、またしても親指を立ててみせた。

「ほとんど話題にもならなかったし、光様は事務所の方で雇やとった子役で、労働基準法にも抵てい触しよくしてないってことがわかるやつ、ちゃあんと書類で残ってるから～、あとでなにか問い合わされても、おっけーおっけー♪」

「警察がいきなり光ひかる様のお屋敷に押しかけることはない、ということですわね？」

「うん！……ま～、中には変に正義漢ぶった人もいるから、絶対とはいえないけど～。その辺は獅しぃ子こちゃんの方で《処理》できるんでしょ？」

「ええ」

　そんなものは、いかようにも。

　圧力でも。直接にでも。事件でもないことで、捜査するのをやめさせるのは造ぞう作さもない。

　だが、それはそれで、目をつけられる一因にはなり、今後のことを考えれば、目に留とまったりしないのが一番だった。

「──おい！」

　がらり、と乱暴に浴室のドアが開いて、そう、声が飛び込んできた。吸い込まれるように湯気が出ていき、それと同時に体温が奪われて、羊よう子こは慌あわてて肩までお湯に浸つかり直した。

　獅ぃ子は、素早く近くにあった湯ゆ桶おけをつかむと、後ろを見ずに放ほうった。

「んぎゃ！」

　ごん、という音と共に、そう悲鳴がした。

「てめえ！　なにしやが──」

「久く美み！」

　それを圧おして、獅ぃ子は吼ほえた。

　こっちは大の大人を相手に戦場のような数々の打ち合わせを切り抜けてきているのだ。ただ感情に任せて怒ど鳴なっているだけの喧けん嘩かっ早い『子猫』に、負けるはずもない。

　案の定、久美は固かた唾ずを吞のんだ。

「……なんですの？　今は会議ではありませんわよ？」

「あ、ああ……」

　ち、と久美は舌を打った。一瞬でも気け圧おされた自分に腹を立てたのだろう。

「珍しいことに、客だぜ」

「ここに？」

「いーや。光様のところだ」

　確かにそれは珍しい。少なくとも、光が戻ってからこれまで、一度もない。

「なんていったかしら……白しら鳥とり愛あいの友人？」

「外れだ。そんな可愛かわいいもんじゃねーぜ。すっげー、おっかねーやつ」

　獅ぃ子は眉まゆをしかめた。

　おっかない？　もしかして、元は廃はい教きよう会かいであったここを管理していた老人、玄げんだろうか。

　あの老人が、こちらの動きを邪じや魔まする勢力の一員であったことは、これまでの調査で判明している。その勢力の表立った拠点は既すでに制圧した。連中は地下に戻って、行方ゆくえも動きも杳ようとして知れない。

「違う違う」

　久く美みの声には笑いが見えた。

「そうじゃねーよ。けどまあ、おっかないことは確かだぜ」

「…………」

　獅しぃ子こは指を鳴らし、赤せき兎とを呼んだ。




　　　　☆




　インターホンのモニターに映った姿を見た愛あいは、驚いて、思わずぎゃっと声を上げそうになってしまった。それほどまでに、その人物は怒っていた。もしかしたら《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を犯しているのかもしれない。

『いるんでしょう!?　神かみ代しろ君！　白しら鳥とりさん！　居留守を続けるなら、こっちにも考えがありますよ!!』

　それがどんな考えなのか、聞きたくもない。ひっつめた髪のせいか、いつもよりも怒っているように見える。実際怒っているのは確かだ。こめかみの辺りが時おり痙けい攣れんするのが、見て取れた。

（あ、芥あくた木ぎ先生……）

　であった。

　見間違いようもない顔が、小さなモニターに大写しになっている。

　──あの生徒指導の教師か。

（は、はい）

　──なにしに来たのかは明白だな。

（な、なんです？）

　──わかっているだろうに。今け朝さのことだろう。警察は不問にしても、この教師は許してくれはしなかった、ということだ。

　──やっぱり……。

　そうじゃないかと思ってはいた。でなければ、こんなところまで来る理由がない。芥木先生は学年主任ではあるが、愛たち２Ａの担任というわけではないのだし、欠席する旨むねはしっかりと電話で代理の先生に伝えてある。

　ここは居留守を使うべきだろうか？　それは問題の先延ばしにしかならないが、光ひかるは今、混乱している。そこへ追い討ちをかけるのは可哀かわい想そうだ。それに、一晩置いた方が、芥木先生も落ち着いて冷静に話ができるかもしれない。

（そうしよう）

　決めて、通話を打ち切るためにボタンに手を伸ばしかけたその時。

　──待て。

　との天使の声に、愛あいは手を止めた。

（なんです？）

　──チャンスだ。説教を聞こうではないか。

（えっ!?）

　──わからんのか？　この女教師は今け朝さの事件の『目撃者』だ。おまえの話をこの女教師が裏付けてくれる。平ひら山やま綾あや香かといったか？　仮にあの娘が現場を見ていたとしても、説得の材料としては弱くなってしまう。おまえの友達だからな。だがこの女教師は違う。誰だれが頼んだところで噓うそなどつかないだろうことは、神かみ代しろ光ひかるも知っているはずだ。私やルシファーの存在はともあれ、自分の知らないところでなにかを引き起こし、そしてそれをあの悪あく魔まっ娘こたちも知っていたということを知らしめるには、格好の人間だ。

（た、確かに……）

　愛はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　これほどの適任はいないだろう。ある意味、ＴＶよりもずっと説得力がある。

　あの映像は確かに光に衝しよう撃げきを与えはしただろうが、あそこに映っていたのが自分だと光が判断をしたのは、着ていた服の色と、女性が羊よう子こであるとキャスターが言っていたからで、携帯の動画画像では所しよ詮せん、顔などわかりはしない。

　時間切れで、ぷつ、と映像が消えた。

　だがすぐに、りんごん、と鳴って、もう一度、モニターが点つく。再び芥あくた木ぎ先生の顔が大写しになって、愛は今度こそ、わ、と声を上げてしまった。さっきよりも怒っているような気がする。どうも、留守である、という発想はないらしい。こちらの声は、向こうには聞こえてはいないはずなのだけれども。

　──どうする？　鉄は熱いうちに打て、だぞ？

　愛は、うう、と考え込んだ。確かに天使の言うとおりではある。混乱して、気持ちがグニャグニャと揺ゆれている今の方が、受け入れやすいかもしれない。そんなことはない、と心を固められてしまったら、それを突き崩すのは難しい気がする。

（だけど、天使様。ルシファーが記憶を変えちゃうってことは──）

　──今までのことを考えれば、やつが改変できるのは自分が表に出ている間のことだけだ。おそらく《浄化ピユリフアイ》されて引っ込む間ま際ぎわにやってるんだろう。それがこれからも続く保証はないがな。神代光の《堕落ダウンフオール》が進行してルシファーの支配力が強まれば、神代光の状態の時でもなんらかの影響が出るかもしれない。それを防ぐためにも、神代光自身が現状認識を正しく持つことが必要だ。

　愛あいは頷うなずいた。

　天使の言うとおりではある。これから先は、光ひかる自身の協力──否いな、光自身が立ち向かう気持ちが必要だった。あの優しすぎる性格ゆえ、七人の悪あく魔まっ娘こたちとの関係が壊れる可能性への恐れ──というか、それを嫌うのでは、という心配はあったが、それこそ、光が乗り越えるしか仕方がない話だ。

　愛は大きく深呼吸をして、送話ボタンを押した。嫌いやな言い方ではあるけれど──先生を利用しよう。光のため──いや、自分のために。

「……今、開けます。芥あくた木ぎ先生」

　愛は、インターホンの横にある、門の自動開閉ボタンを押した。ガラガラと音を立てて鉄の格こう子し門もんが横へすべり、彼女に屋敷へと続く道を開く。

　踏み入れるか。

　踏み入れないか。

　それは、芥木先生の自由。だが、無論──




　　　　☆




「光君……」

　こつこつと分厚い木の扉が叩たたかれて、愛の声がそうした時、光はまだテーブルにいて、さっきの話を延々と考えていた。だから、ぎくり、とした。胃が、きゅう、と縮まった。まだなにかあるのか、と思って。だが。

「着き替かえて応接室に来てくれる？　芥木先生が来てるの──今け朝さのことで」

　今朝のこと？

　光は目を瞬しばたたいて続きを待ったが、それきり愛はなにも言わなかった。耳を澄ませば、こつこつと廊下を戻っていく足音が聞こえて、知りたければ下りていくしかなさそうだった。

　頭は、まだ混乱したままだ。

　必死に辻つじ褄つまを合わせようとしている自分がいるのがわかる。悪あく魔まとか。天使とか。そういうのを抜きにして、どうにか自分に起こっていることを説明できないか、と。

　今朝のこと、と愛は言った。そのことで、芥木先生が来ていると。

　先生も、あのＴＶの映像を見たのだろうか？　だが、あれだけで、羊よう子こと絡からんでいたのが神かみ代しろ光であると特定はできないと思えた。制服を着ていたわけでなく、顔もはっきりとはしていない。なのに、なぜ？

　光は、獅しぃ子こに電話をしたくなった。

　彼女ならきっと答えを出してくれる。それが正解かは関係なく、もつれた糸は解ほどこうとはせずに、ただぶった切って、解放してくれるに違いない。

（……駄だ目めだよ）

　そんな迷惑はかけられない。そうでなくても、いろいろと心配をかけ、世話にもなったのだ。この屋敷を取り戻してもらって、その上まだなにかを望もうだなんて、ずうずうしすぎる。

（とにかく、話を聞かなくちゃ。白しら鳥とりさんがどうかしちゃったのか、そうでないのか、それもわかるかもしれないし）

　光ひかるは椅い子すを立つとクローゼットに行き、中から制服を取り出してそれに着き替かえた。家とはいえ、先生の前に出るのだ。私服というわけにもいくまい。しかも相手は生徒指導の芥あくた木ぎ先生なのだから、わざわざ怒られる可能性のある格好をする必要はないだろう。

　鏡を覗のぞいて、少し跳はねている髪を掌てのひらで撫なで付けた。

「わ！」

　不意に、鏡が揺ゆれたような気がして、光は後ろに下がった。

　だが、なんともない。鏡にはきょとんとした表情の自分の顔が映っている。一瞬、見たこともないような邪じや悪あくな笑えみを浮かべたように見えたのだが、目の錯覚だったのだろうか。

「…………」

　胸になんとも言えないひやりとしたものを感じながら、光は部屋を出た。

　いつも思うのだけれど、ここは本当に寂しすぎる。夜、一人でトイレに行く時など、本当に嫌いやだった。

（戻りたいな……）

　あの寄宿舎での生活が懐かしかった。騒がしく、大変なことも沢山あったけれど、だけど、寂しいと思うことはなかった。

『いつでも戻ってきてくださいまし』

　引っ越しの日に、獅しぃ子こがそう言ってくれた声が蘇よみがえる。

　だが駄目だ。

　そうなれば、愛あいはどこかへ引っ越してしまうだろう。主あるじがここに住まずに格安で賃貸するのを、愛の父親は、施ほどこしと受け取るということを光は知っていた。それに。

（白鳥さんの話が本当なら、明あけ星ほしさんたちは、もう一人の僕を表にしようとしてるってことだけど……）

　そんなまさか、と思いながらも、不安は打ち消せなかった。

　笑い飛ばすことができなかった。

　あの映像が、自分ひとりが映っていたものであったなら、こんな気持ちにはならなかったのかもしれない。だが、あれには羊よう子こが映っていた──正確には、羊子のイベントに自分が映っていた、かもしれないが。

　知らない自分。もう一人の自分。羊子は気付かなかったのだろうか？　なにかおかしいと思わなかったのだろうか？

　短い映像の中では、それは感じられなかった。

　それは、どちらなのだろう。

　ただ記憶がないだけで、同じなのか。それとも──愛あいの言うように、羊よう子こたちは知っていてそれで驚いていないのか。

（わかるわけないか……）

　その時の記憶がない自分に、なんの答えが出せようか。

　光ひかるは、階段をなるべく手て摺すりに寄って下りた。壁にはあまり近づきたくない。いくらきちんとリフォームしたとはいっても、そこで両親は死んだのだ。

　応接室は階段から見て右手にあり、光はそちらへ向かった。なんの話し声もしない。愛はいないのかとも思ったが、扉を開けると、ちゃんといた。芥あくた木ぎ先生と向かい合ってソファーに座っている。愛がメイド姿なのが、なんだか不思議な感じだ。

「なんです、神かみ代しろ君。ノックもしないで！」

　目を吊つり上げた芥木先生に怒られて、光は、済みません、と反射的に謝った。だが。

「ここは、ひか──神代君の家ですよ？　たとえ先生でも、いきなりそういう言い方はないんじゃないですか？」

　愛の、めずらしくどこか棘とげのある声に芥木先生は顔色を変えたが、小さく咳せき払ばらいをすると、目の前に置かれた、どこか冷めた感じの紅茶を一口飲んだ。

　広い部屋に対ついのソファーとテーブルがひとつでほとんど家具のすべてといっていい部屋に、重苦しい沈黙が下りてきた。肌がぴりぴりしているのは、決して空気が乾いているせいではないだろう。

　光も唇くちびるを舐なめると、自分の前に置かれた紅茶を飲んだ。やはり温ぬるい。

　愛も同じようにする。

　沈黙の中で、紅茶だけが減っていく。

　考えてみると変な画えだ。自宅で、メイド服を着たクラスメートと、生徒指導の先生と、三人でお茶をしているのだから。

　しかも、決して楽しいわけではなく。

「……先生」

　最初に口を切ったのは、愛だった。紅茶のカップをソーサーに戻して、そう言った。

「それで……なんですか？　わたしと光君に話、って」

「なんですか、ですって？」

　芥木先生もまたカップをソーサーに戻すと、愛を、それから光を、厳しい目で睨にらんだ。

「わかっているはずですよ」

　だが、愛は首を振った。

　ぴくり、と芥木先生のこめかみが震ふるえる。

「そうですか」

　こめかみだけではない。声も微かすかに震ふるえている。

　だがそれは、先生に限ったことではなかった。見れば、テーブルの下で愛あいの握にぎり締められた手も、微かに震えている。

「では、言ってあげましょう」

　じろり、と睨にらまれた。

「まず、神かみ代しろ君。あなたが今け朝さ、駅前のロータリーでしていたことはなんですか？　あんな、嫌いやらしい！」

「い、嫌らしい……？」

　光ひかるは目を白黒させた。ちらりと愛を見たが、彼女は真っ直すぐ前を向いたまま、光の方を少しも見ようとはしなかった。

「ええ、そうですよ。アイドルだかなんだか知りませんが、中学生が人前で……は、半はん裸らの女性と抱き合ったり！　せ、せせ、接せつ吻ぷんをしたり！　あ、あまつさえ、あんなことまで！　どういうことなんですかっ！」

　半裸で抱き合う!?

　接吻!?

　あんなこと!?

　どれもこれも、身に憶おぼえがまったくなかった。

「ま、待ってください、先生！　ぼ、僕が本当にそんなことを……？」

「しらを切るの!?」

　芥あくた木ぎ先生はテーブルに掌てのひらを叩たたきつけ、痛みに顔をしかめた。

「……あれは間違いなくあなたでしたよ。あなたに一卵性の双子のお兄さんか弟さんがいるならともかく、そうでないなら、あれはあなたです。それとも本当に双子のご兄弟がいるとでも言うつもり!?」

「い、いいえ……いません……」

　と、思う。

　少なくとも、光自身は知らなかったし、会ったこともなかった。

　すると芥木先生は、我が意を得たり、という態度で、腕を組み、光と愛を睨んだ。

「だったら、あれはあなたということでしょう。それに、あのアイドルは少し前まであなたと一緒に住んでいたというじゃないの。……まったく嫌らしい」

　もや、としたものを、光は胸に感じた。

　なんだろう、この嫌な感じは。

「でも先生」と愛が言った。「警察は、牧もく鷹おうさんたちはちゃんと許可を取ってたとＴＶでいってました。なんの問題もないんじゃないですか？」

「校則で、アルバイトは禁止されています！」

「ひか──神かみ代しろ君がお金を貰もらってやったかどうかなんて、わからないじゃないですか。先生の言ったとおり、神代君と牧もく鷹おうさんは知った仲だったんですし。少し手伝っただけだったのかも」

「お金の問題じゃありませんっ！」

　芥あくた木ぎ先生は唾つばを飛ばして吼ほえ、愛あいはさりげなくそれがかかった額ひたいを拭ぬぐった。

「中学生があんな嫌いやらしいことをっ！　それだけで処分するに十分な理由ですっ！　それに白しら鳥とりさん！　あなただって人ごとじゃありませんよっ！」

　先生の鬼のような形ぎよう相そうが、愛を向き、彼女は、怯おびえたように肩を震ふるわせた。だが、その目は負けじと先生を見ている。

「あなたがあのあと、なにをしたか見ていないと思って!?　あなた、中学生でしょう!?　生徒会長でしょう!?　一四歳でしょう!?　なにをしているの!?」

「ま、待って！」

　殴なぐりかかりそうな勢いに、光ひかるは慌あわてて口を挟んだ。

「白鳥さんが、なにをしたっていうんですか？」

「本当に白々しい！」

　ぺ、と芥木先生は唾を吐はいた。紅茶の混じったそれが、絨じゆう毯たんを汚す。教師の──否いな、まともな大人のすることじゃない。

「したじゃない！　接せつ吻ぷんを！　中学生の癖くせにっ！　この淫いん乱らんっ！　恥はじ知しらずっ！」

（な、なんだ……）

　芥木先生の豹ひよう変へんに、光は息を吞のんだ。確かに普段から厳しい先生だが、これは常じよう軌きを逸している。それに。

（ぼ、僕と、白鳥さんが、キスをした……？）

　光は、自分でも意識しないうちに、自分の唇くちびるに触れていた。

（あ──）

　その瞬しゆん間かん、まざまざと、なにか温かく、そしてやわらかいものが触れた感触が蘇よみがえってきて、光は驚いて指を離し、そして、愛を見た。

　その横顔はさっきと同じくどこか怯えているようだったが、頰ほおには微かすかに血が上っていた。

（まさか……）

「どうなのっ！　認めるのっ！　ええっ!?」

　芥木先生は罵ののしりを続けている。だが、愛は否定しようとはしなかった。ただ黙っている。口を挟めば火に油を注ぐものだと思っているのか、それとも、事実だからなのかはわからない。だが、黙っていた。

（わ、わからない……）

　光はもう一度、否、何度も唇をなぞった。もう、あの感触は戻っては来なかったが、確かにあったことだと光ひかるには思えた。

　先生は、まだ怒ど鳴なり続けている。

（……うるさい……）

　頭痛がする。

（……うるさいよ……）

　締め付けられる。

　砕くだけてしまいそうに痛い。

「この淫いん乱らんっ！　変態っ！　親の脛すねを齧かじってる餓が鬼きのくせに接せつ吻ぷんなんて一〇〇年早いのよ！　私だってまだなのに！　停学！　停学停学停学停学停学停学停学停学うーっ!!」

「──うるせえええええっ!!」

　気がつくと、テーブルが宙を舞っていた。目の前でグルグルと回転し、辺りに紅茶が、カップが、ソーサーがぶちまけられる。

（な、なに……？）

　光はそれを、まるでＴＶを見ているかのような気持ちで見ていた。現実感がない。テーブルの回転もやけにゆっくりで、スローモーションのようだ。

「ていがくていがくていがっ──！」

　テーブルの縁へりが芥あくた木ぎ先生の顎あごを直撃する。先生は舌を嚙かんだ。プッ、と血が飛んで、そのまま後ろ向きに倒れる。そこへ。

「ぎゃうっ！」

　追い討ちのように、テーブルが落ちた。

「やかましいんだ、てめえはっ！」

　確かに自分の声なのに、自分の声ではなかった。勝手に体が喋しやべっているような──自制が利きかない。止められない。

「停学っ!?　上等じゃねえか!!　てめえは、ここで死んどけっっ!!」

　足を振り上げる。否いな、勝手に足が持ち上がる。狙ねらいはテーブル。その下の、芥木先生の頭だとわかった。

（駄だ目めだっ！）

　光は足を止めようとしたが、体はいうことを聞かなかった。けれど。

「……ちっ」

　結果として、足は踏み下ろされなかった。

　テーブルの前に、愛あいが自分の体を投げ出すように飛び込んできたのだ。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、足は止まった。だがそれは、体に自由が戻ってきたというわけではなかった。

　体は勝手に踵きびすを返すと、応接室を飛び出して走り出した。そしてそのまま屋敷も飛び出す。

（なんで!?　なんだよ、これ!!）

「なんだあっ？」

　口が勝手に喋しやべった。

「てめえ、目え覚ましたまんまかよっ！　けけっ！」

　笑いたくないのに、勝手に喉のどが笑う。しかも、普段なら一度もしたことがないような、どこか、嫌いやな笑い方で。

「こりゃ、おもしれーぜ！　おまえも、そろそろ現実ってやつを知りな！」

　光ひかるは庭を走り抜けた。勝手に動く体だが、しかし、五感はすべて残っていて、吐はき気けが込み上げたが、それが本当に自分のものなのかは、わからなかった。

　だが、臭くさい。

　鼻が曲がりそうだ。この庭はとても好きなのに、今はまるで、別世界だった。生ゴミの山の中を走っているような気がする。庭そのものが、空気までもが腐くさっているかのような、そんなひどい臭においだった。

「だろうなあ！」

　けけっと、自分が笑った。

「今は俺おれが、この体を支配してるからな！　ラファエルのやつがこの屋敷の敷地すべてを聖せい別べつしやがったんだ！　ったくよぉ！　おかげであいつらも入ってこれねえ！」

（あいつら……？）

　顔が勝手に前を向き、目が門の向こうを捉とらえた。そこには懐かしい顔が揃そろっていた。

　七人の少女たち。

　ラバーマスクをつけた大男の肩に乗った獅しぃ子こを始め、全員が、まるで光が外に出てくるのをわかっていたかのように、佇たたずんでいた。

　光を乗っ取った何者かは、門を開けると悠ゆう々ゆうと外に出た。

「光様」

　獅ぃ子が肩から降りて、平へい伏ふくする。

　それは、驚きの光景だった。

　あのプライドの高い獅ぃ子が、他人に頭を下げさせても自分が下げることはない彼女が、こうも簡単に、しかも動かぬ下半身を投げ出すようにして、這はうなど！

　だが、そんな光の驚きにはもちろん気付かず、他ほかの六人もそれぞれ膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。

　それを、乗っ取った何者かは、あたりまえのように眺ながめ渡す。

「まあ、いつものことだ。愛あいのやつが追っかけてくるはずだから、邪じや魔ましろ」

「生徒指導の教師は？」

「のしてきた」

　けけっ、と乗っ取ったやつは笑った。

「あっちは愛あいがなんとかするだろ。その分、時間ができるってわけだ」

　獅しぃ子こは頷うなずいた。

「わかりましたわ。それで、今回はなにを？」

「てきとーに遊ぶ。──ああ、そうだ。おまえらのこと、神かみ代しろ光ひかるにばれたぞ」

　少女たちは、えっ、と驚いた顔になった。

「ど、どどどどどどどどどどどっどどどどどっどどどうしてっ!?」

「道路工事してんじゃねーんだぞ、久く美み」

　再び、何者かは、けけっと笑った。

「どーしてもこーしてもあるかよ。決まってんだろ？　愛のやつがばらしたんだよ」

「あいつっ！」

　久美が目め尻じりを吊つり上げ、拳こぶしを掌てのひらに打ちつける。目の錯覚なのか、真っ赤な炎のようなものが、彼女の周りから噴ふき上がるのを、光は見た。

「とうとうやりやがったか！　ふざけた真ま似ねしやがって！」

　他ほかの少女たちの表情も厳しくなる。

「それだけ、光様の《堕落ダウンフオール》が進んだということですわ、久美」

　と顔を上げた獅ぃ子が言うと、後ろで羊よう子こに背中から抱きつかれて頭を大きな胸にうずめた巳み和わが、こくこくと頷く。

「けどぉ……」

　美み巳みが、一メートルはある巨大な麩ふ菓が子しを手に、頰ほおをふくらませる。

「明日あしたから、どんな顔して光様に逢あったらいいのかなぁ……避けられたらやだぁ。《誘ゆう惑わく》できなくなっちゃうしぃ」

「それって、困るなー」

　ますます巳和の頭を胸にうずめるように、羊子が圧のし掛かかりながら言う。

「あっちの光様は光様で、可愛かわいいんだもーん♪」

　何人かの少女の瞳ひとみに、そうなんだよね、と同意の色が浮かんだのを見ながら、光は意識がぐらぐらと揺ゆれた。

　愛の言っていたことは本当だった。

　少なくとも、別の誰だれかが自分の中にいて、それが体を自由にしていることは今この瞬しゆん間かんでも明らかであるし、芥あくた木ぎ先生の話もそれを裏付けていた。

　そして──獅ぃ子たちがそのことを隠していたことも大きな衝しよう撃げきだった。彼女たちは知っていた。ということは、愛の言ったとおり彼女たちは、自分を他の何者かに──今体を自由にしている誰かに、入れ替わらせるために、近づいてきたということになる。

「──っと、急がねーとな。愛のやつはピンピンしてるからな。あのセンコーをどうにかしたらすぐに追っかけてくるだろうから、捕つかまる前に楽しむぜ」

「捕つかまるのぜんてー？」

　どこか、からかうように言った羊よう子こを獅しぃ子こが睨にらみつける。ぺろりと舌を出して肩を竦すくめると、大きな胸がぷるるんと揺ゆれて、巳み和わの顔を擦こすった。

　その光景に、下半身にむずむずするような違い和わ感かんを感じ、光ひかるは動どう揺ようした。そんな。今までそんなこと、思ったこともなかったのに。そんな風に見たことなんか、なかったのに。欲望の対象にだなんて。

「いいねぇ、羊子。今度またゆっくり揉もんでやるぜ」

「やぁん、楽しみー」

　羊子が嬉うれしそうに身を揉むと、胸の間で巳和の頭がキャッチボールされる。そんなにされても巳和の表情はまったく変わらない。
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「けけっ！　んじゃ、任せたぜっ！」

　そう言い残し、何者かは光の体を自由に扱って走り出した。とても自分の体とは思えないほど早く、俊しゆん敏びんに動く。

　次から次へと起こったことに、光は気を失ってしまいそうになるのを感じた。

　──なんだ？　もう行っちまうのか？

　そう声がして、光はハッとした。音として聞こえたのではない。直接意識に響ひびいてきた感覚だった。

（あ、あなたは誰だれなんです！）

　──あ？　おいおい、愛あいのやつから聞いただろ？　忘れちまったのか？

　ニヤニヤと自分が笑っている。それが伝わる。

（ま、まさか本当に、悪あく魔ま……？）

　──けけっ！　まあ、そんな風に言うやつもいるな。ルシファー、だとかな！　もっともそいつは物の見方だ。善と悪は立場で変わる。少なくとも、あの連中にとっちゃ、俺おれは救いの神だぜ？　なにしろ、深すぎる欲のために生じる苦しみから解放できるのは、この俺だけなんだからな。

（苦しみ……？）

　──そうさ。おまえにわかるか？　どんなに喰くらっても、どんなにヤっても、どんなにどんなにどんなになにをしても、決して満足できない、しても一瞬で、常に渇かつ望ぼうしている気持ちってのがよ。

　光ひかるは軽々とガードレールを飛び越え、信号を無視して道路を横断した。クラクションを鳴らしながら目の前を、すぐ後ろを、車がすっ飛ぶように通過する。

　──そいつは、水もなしに砂漠を延々と歩いているようなもんだ。明け方に少しだけ水滴で喉のどを潤うるおせるが、そんなものは気休めにもならねえ。そんな連中にとって、おれはオアシスだ。それを、おまえは否定すんのか？

（それは……）

　知らなかった。

　獅しぃ子こたちがそんな苦しみと渇かわきを抱いだいていたなんて、たとえ短い間だったとはいえ、一緒に暮らしていたのに気付けなかった。

　自分はいったいなにを見ていたのだろう。

　言ってくれなかったから、というのは自己弁護の言い訳にすぎない。言われなくても気付くべきだった。

（なんて情けないんだ……）

　光は臍ほぞをかむ思いだった。

　──お。明け渡す気になったか？　そうしちまえよ。おまえがこの先、表にいても、どうせ大した人生じゃねえだろ？　その性格で、誰の役に立てるってんだ？　俺に明け渡しゃあ、少なくとも七人は救えるぜ？

（それは……）

　──おまえさ、これまで誰かの役に立ったのか？　迷惑かけるばっかだろ？　いーじゃねえか、もう。そろそろ人の役に立てよ。

　確かに言われるとおりだった。これまで誰かの役に立ったなんて記憶はない。いつも誰かに助けられてばかりで、迷惑をかけ続けている。こんな人生に、なんの意味が──

（あ──）

　その時、愛あいの顔がふっと浮かんだ。

　笑っている顔。

　少し怒ったような顔。

　真ま面じ目めな顔。

　嬉うれしそうな顔。

　そうした表情が次々と浮かんでは消えていった。

　彼女にもいろいろと迷惑をかけた。今でもかけている。世話になっている。

　だけど。

　もし自分が消えたら、彼女はどう思うだろうか。獅しぃ子こたちのように喜ぶだろうか？

　そんなわけはない、と思えた。

　これが盛大な芝居でないのなら、愛は、この自称《悪あく魔ま》に光ひかるが乗っ取られないよう、いろいろと頑がん張ばっていてくれたのだ。

　彼女を、悲しませたくはない──その理由だけで、渡せない。

（そうだよ……僕は、白しら鳥とりさんを泣かせたくなんかない！）

　──ちっ。

　体を乗っ取った、自称《悪魔》が舌打ちをしたのがわかった。

「だったら、この世にいたくねーと思うようにしてやるぜ！　俺おれがやったことはおまえがやったことだ！　見てやがれ！」




　　　　☆




「光君！」

　飛び出した光を追いかけようと立ち上がった愛だったが、

　──待て！

　天使の声に引き止められ、振り返った。別に、天使が後ろにいるわけではない。なにが言いたくて引き止めたのかがわかったからだ。

　芥あくた木ぎ先生が、テーブルの下敷きになっている。ソファーテーブルにしては巨大なそれが、もろに顔の上に落ちていた。

　まとめていた髪が解ほどけてぞろりと流れ出し、その上に細かくきらきらとガラスのようなものが散っている。おそらくは、眼鏡めがねのレンズだろう。

　ほぼ大の字になった体の手足は、小刻みに痙けい攣れんを繰り返していた。

（うわー……）

　というのが、最初の正直な感想だった。

　やりたくはなかったけれども、仕方がない──愛あいは渾こん身しんの力を込めて、ソファーテーブルを退どけた。良いものだから、高さはなくても相当な重量がある。

　なんとか脇わきに寄せることに成功してみれば、やはり、芥あくた木ぎ先生の眼鏡めがねは割れてしまっていた。スーツにも、紅茶の染しみができてしまっている。

　だが、血は出ていなかった。

　顎あごとおでこは赤くなってはいたけれども、怪け我がらしい怪我はない。眼鏡も割れてはいたが、レンズが肌を傷つけてはいなかった。

（どうするんですか？）

　先生を見下ろして、愛は訊きいた。

　停学は困る。

　しかも、理由が理由だ。親に知られたら、ここにいることを許してはくれないだろう。

　──矢を使え。

（って、わたしの《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》ですか？　わたし、そんなに先生のこと好きじゃないし、好かれても困るんですけど……）

　──あほう！

　怒られた。愛は首を竦すくめた。

　──この女教師は神かみ代しろ光ひかる──否いな、ルシファーに中あてられて《憤怒ラース》の《大たい罪ざい》を犯した。それを《浄化ピユリフアイ》するのだ。それに、上う手まくすればこの女教師の記憶を消せるぞ。

（本当ですか？）

　──ルシフェルにできて、この私にできぬわけがなかろう。

　事実なら、本当に助かる。腹を括くくって光に真実を打ち明けたのに、今追い出されたのでは意味がない。無駄になる。

　──誰だれが噓うそなどつくか！　とっととやれ！　忘れろと念じながらやるのだぞ。それと、打ち込むのは頭だ。心臓にやるなよ？　惚ほれられるぞ？

（は、はい）

　愛は、胸に意識を集中した。するとそこが温かくなって、ふくらみとふくらみの間から、ハートの形をした鏃やじりのついた矢が一本、生えてくる。愛はそれをつかむと、一気に引き抜いた。鳥とり肌はだが立つ──気持ちがよくて。

（先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように。先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように。先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように。先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように。先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように。先生がわたしと光君のキスのことを忘れますように──えいっ！）

　愛は、弓を使わずに鏃を額ひたいに押し込んだ。途と端たん、芥木先生の鼻や耳、口などの穴という穴から、真っ白い光りが噴ふき出だし──すぐに消えた。

「…………」

　悶もん絶ぜつしたかのような表情が、見る間まに穏やかになっていくのを見て、愛あいは息をついた。

（うまくいきました……？）

　──目を覚まさなければわからん。とりあえず《大たい罪ざい》は《浄化ピユリフアイ》できたがな。

（はあ……）

　──この女、相当ストレスが溜たまっていたようだな。堕だした原因も、そこにあったのかもしれん。だが、それも吹き飛んだ。これで少しは穏やかになろう。

　穏やかな芥あくた木ぎ先生など想像もできない。

　きっと、なにか企たくらんでいるのでは？　と思ってしまうだろう。

　──とりあえずはここまでだ。神かみ代しろ光ひかるを追うぞ。

（はい！）

　愛は、芥木先生を床に寝かしたまま、部屋を飛び出すと、玄関脇わきに引っ掛けてあったコートをつかんで外に出た。気を失っている人間が重く、手間がかかることは光で知っている。洪水でもあって浸水が迫っているとかいうならともかく、そうでないのなら、優先すべきことは他ほかにある。

　──愛。

（わかってます）

　見えている。

　門の向こうにずらりと、七人の悪あく魔まっ娘こたちが揃そろって待ち構えている。

　どの表情も険けわしい。それは、敵だから、というだけの理由ではないと思えた。おおよそは想像がつくけれども。

「白しら鳥とりっ！」

　門を挟んで対たい峙じすると、そう、久く美みが吼ほえた。びりびりと冬の空気が震ふるえる。

「てめえっ、光様にオレたちのことをばらしたのかよっ！」

「……うん」

「ざっけんな！　うん、だと！」

　あまりの迫力に、心が折れそうになる。怖い。久美の目はぎらぎらと輝いて、ジャージの下で筋肉がふくらんでいるのがわかる。それが熱を発して、湯気が立っていた。まるで、マラソンを走り終えたランナーのように。

　だけど、負けない。負けられない。

「そうだよ！」

　愛は精一杯、胸を張った。

「なにがいけないの!?　ばらすもばらさないもない！　本当のことでしょ!?　それとも、光君に知られたら恥はずかしいことを自分たちがやってるって自覚があるの!?　わたしを責めるってことは、そういうことだわ！」

　不思議と、強気になれた。

　光ひかるのためなら──好きな男の子のためなら、こんなこと、なんでもない。

「へ、屁へ理り屈くつ言ってんじゃねぇ！」

　振り払うように、久く美みは腕を振った。

「じゃあ、なんで今なんだよ！　もっと早く言ったっておかしくねえだろ！」

「そんなの、光君を傷つけたくなかったからに決まってるじゃない！　あなたたちのすることだって、光君の評判が落ちるようなことはほとんどしてなかったし！　だけどもう違う！　芥あくた木ぎ先生がなにをしに来たと思うの!?　今け朝さの騒ぎで、光君を責めに来たのよ！　あんなたくさんの人がいるところであんなことをさせるなんて信じられない！　クラスの女子に見られたら軽けい蔑べつされるわ！　イジメにあうわ！　それを考えなかったっていうの!?」

「そ、そりゃあ……」

　久美は口ごもり、救いを求めるように、仲間に目をやった。

「わたしだって、言わずに済むんならその方がよかったわ！　だけど、光君の協力がなければ、また同じようなことが起こると思ったから、話したの！　実際、光君はこうやってまた逃げた！　しかも、芥木先生をぶっとばして！　もう、憶おぼえてない理由を誤ご魔ま化かせないところまで来てる！　これは、あなたたちのせいよ！　わたしが責められることじゃない！」

「う──」

　久美は完全に気け圧おされて、一歩、下がった。

　愛あいはゆっくりと息をついた。後頭部がじりじりと熱い。彼女の《大たい罪ざい》に、少し中あてられたのかもしれない。

「……そうですわね」

　静かな声が降ってきて、愛は顔を仰あお向むけた。

　赤せき兎との肩に乗った獅しぃ子こが、決して対等な相手を見るのではない目で見下ろしていた。その視線だけで、潰つぶされそうになる。だが、耐たえた。ここで膝ひざをつくわけにはいかない。

「あなたの言うとおりですわ、白しら鳥とり愛。わたくしがあなたの立場だったとしても、同じことをしたでしょう。ですけれど、わたくしたちが光様──いえ、光君のことを考えていないというのは間違いですわ。わたくしたちだって、彼がなにも知らずに《堕おちて》くれるなら、それに越したことはなかった。けれど、《あの方》のなさることに、わたくしたちはなにも言えませんわ。どうぞご随ずい意いに、という以外は」

「本当は……光君に前のままでいてほしい……？」

　獅ぃ子はゆっくりと首を振った。

「そうではありませんわ。わたくしたちの救いは、《あの方》が完全に蘇よみがえる以外にはない。それは変えようもない事実ですもの。だからといって光君が苦しむのを喜ぶわけではありませんけれど、優先すべきことがある、というだけのことですわ」

「……つまり、自分たちのことが光ひかる君の幸せに優先する、ということなんですね」

　獅しぃ子こは眉み間けんに皺しわをよせた。

「否定はしませんわ。それに釈しやく明めいも。したところで、あなたにはわからない。《大たい罪ざい》を負っていないあなたには。これは言葉で言い尽くせることではありませんもの」

　獅ぃ子が手を上げると、少女たちは前に出た。もちろん先頭に立つのは久く美みだ。やっとか、と言いたげに指を鳴らす。

「おめーの考えてることはわかるぜ、白しら鳥とり。例の光線で、オレたちをどうにかしようってんだろ？　けどよ、これだけの人数、一気にやれるか？」

　愛あいは答えなかった。

　とはいえ、久美はこちらが敷地の中にいる限り、手は出せない。その代わりこちらも外に出られないのだから、足を止めているだけで、彼女たちの勝ちなのだが。

　──思い切りぶちかませ。

　天使の声がそう、頭の中に響ひびいた。

　──私も《力》を貸す。

　こくり、と愛は心の中で頷うなずいた。やるなら一回で。二の矢はない──いや、あるけれど。

　獅ぃ子には、赤せき兎との他ほかにも私設のボディガードがいる。それを呼ばれる前に、やるしかない。

　とにかく素早く。

　あまり正確でなくてもいいから。

　すう、と愛は息を吸い込んだ。心でただ思うより、声に出した方が《形》にしやすい。

「──好き好き好き好きだいだいだーい好きっ！」

　少女たちは、いきなりなにを言い出すのか、と言いたげに目を瞠みはった。

　胸に、温かい──というよりも、熱い感覚が生まれて広がる。それは、ハートの形の矢となって、愛の胸から生えてきた。

「ひとつじゃないだとっ！」

　久美が驚いた声を出して飛びかかろうと身構え、しかし、駄だ目めだということに気付いた。敷地には《結けつ界かい》がある。けれど、いずれにしても、なにもかも遅い。

　愛は見えない弓を左手につかむと、七本の矢を右手の指の間に適当に挟んで構えた。この至近距離だ。逃げることも、かわすことも無理。

　指を離す。

　風を切って矢は飛んだ。狙ねらいは適当。この適当は、でたらめ、という意味だ。

　だが、それで構わなかった。

　見よう見み真ま似ねでプロを気取って狙ってみても、当たりはしないのだから。

「いけませんわっ！　これは──」

　獅しぃ子この声と同時に目の前で七つの光りが爆発した瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さに愛あいは顔を庇かばった。掌てのひらを通しても瞼まぶたの裏側で光りが明めい滅めつする。

「あっ……あああああ～んんんんっ♪」

　とても昼間、人に聞かせるような種類のものではない色っぽい──嫌いやらしい声が、静かな住宅街の通りに響ひびき渡って、それが消えると共に、ばたばたと人の倒れる音がした。アスファルトに肉が叩たたきつけられる音が。

　そろり、と愛は目を開き、そして、安あん堵どのため息をゆっくりと吐はき出した。

　今け朝さと同じだ。

　少女たちが倒れている──裸で。全ぜん裸らで。

　細いの。太いの。

　大きいの。小さいの。

　生えてるの。いないの。

　いろいろ取り混ぜた、七人の少女たち。

　怪け我がはどこにもない。

　ただその肌に、まとわりつくように炎が燃えていて、それは不思議な色をしている。

　黒い。黒い炎。

　なにかの光りの加減なのかもしれないけれど、それが最後には綺き麗れいな白に変わって消えると、あとには火傷やけどひとつない、綺麗な裸の少女たちだけが残った。

　それにしても、と思う。

　こうして並んでいるとやはり、羊よう子この体というのは、他ほかの少女たちに比べて一段も二段もレベルが高い。胸もあんなに大きいのに、横になっても流れないというのは、どういう張りをしているのだろうか。

（むう……）

　愛は自分の胸を少し寄せてみた。とてもではないが、敵かなわない。もちろん、寝転がったってそれなりにちゃんとあるけれども。

　──比べてる場合かっ。

　天使の声に後頭部を張られた気がした。

　──追いかけるぞ！　ここに悪あく魔まっ娘こどもは揃そろっているのだから今朝のような相そう乗じよう的てきな騒ぎにはなってはいないだろうが、どうせ悪さをしているに決まっている。

（は、はい！）

　愛はもう一度胸に──ふくらみではなくてその奥に、意識を集中した。

　獅ぃ子たちのあと始末は、今は立ち尽くしている赤せき兎とがするだろう。彼女のことだから、この事態を予想して命令を与えているに違いない。それに、この状況で黒くろ島しま竜りゆう一いちを呼べば、関係がばれてしまう。それでは彼に迷惑がかかる。

　ハートの矢が、くるりと回転する画えが浮かんで、愛あいは目を開けた。

（あっち！）

　門を出て、走り出す。

　好きな男の子の居場所は、決して間違えない──それが恋する女の子の神秘の《力》。




　　　　☆




「おらっ！　そいつをよこしやがれっ！」

　ルシファー・光ひかるは、たまたま傍そばを通りかかった高学年と思おぼしき小学生の男の子の手から、今いま頃ごろどこで売っていたものやら、大きくて赤く艶つや々つやとした、リンゴ飴あめを奪い取った。

　当然、小学生は泣く。

　泣きながら、どこかへ走っていく。

　それを見送りながら、ルシファー・光はゲラゲラと笑った。

　人々が遠巻きに、なにごとかと見ている。だが、注意をしようとする者は誰だれもいない。ただの兄弟げんかかなにかと思っているのかもしれない。

（なんてことを！）

　光はもがいたが、体の自由は戻ってはこなかった。

　──どうだ！　うまそうじゃねーか！

　がぶり、とかじりつく。

　口の中に飴の甘みと、それから果汁のたっぷりしたリンゴの酸味が広がる。自由は利きかなくても、感覚は残っている。確かに美お味いしい。けれど──

「るろいっ！」

　怒いかりを含んだ声に、ルシファー・光は振り返った。

　さっきの小学生だ。

　大人の後ろに隠れるようにしてこっちに来る。その大人は、少なくとも会社員じゃなかった。こんな時間に会社員が商店街が近い公園にいるはずもないし、営業が仕事だとしたら、ネクタイをしていないのはおかしい。

　──フレンドリーなのかもしれねーぜ。

　とてもそうは見えない。

　着ているシャツは原色だし、毛皮のコートも羽は織おっている。髪はパンチパーマできっちきちに巻いていて、爪つめがなぜか青黒い。

「っめえ！　ちいのんがきに、んあにしたんだ、るらあっ!!」

（ひいい！）

　光は震ふるえ上がった。これは、どう見てもその筋すじの人だ！　なに言ってるのかはわからなかったけれども、それだけはわかった。間違いない！

（なんでもいいから逃げよう！）

　──ばぁか言ってんじゃねぇよ。これからがおもしれーんじゃねーか。

　ルシファー・光ひかるはにやりとすると、

「なに言ってんだか、わかんねーよ、おっさん！」

　言うなり、食べかけのリンゴ飴あめを、てめえ、と言いかけて開けたその口にねじ込み、真下から顎あごに、強烈な蹴けりを見舞った。男の口の中でリンゴ飴はぐしゃりと潰つぶれ、果汁が口の端はから飛ぶ。血も。男の瞳ひとみがぐるんと回転し、白目を剝むいた。ルシファー・光が後ろに飛び退のくと、男はそのまま倒れた。

「ははははははははははははははははっ！」

　哄こう笑しようする。

　男の子が悲鳴を上げる。

「はははははっ──るせえっ！」

　突然キレて、ルシファー・光は男の子の顔を片手でつかんだ。無理やり口が開いて、悲鳴も止まる。男の子は必死にその手を外そうと暴あばれたが、びくともしなかった。みし、と少年の顎が嫌いやな軋きしみを立てるのを、光は間違いなく聞いた。

（待って！）

　びくっと指が震ふるえて、力が緩ゆるんだ。

　その隙すきを、少年は逃がさなかった。するりと抜けて、男を置いて逃げ出す。父親ではなかったのかもしれない。

「くそっ！」

　ルシファー・光は怒いかりを露あらわにしたが、追いかけはしなかった。代わりに足元に転がる男を何度も踏みつけ、そのポケットから財布を抜き取った。

（泥棒だよ！）

　──なんで？　この世界の物は全部俺おれのものだぜ？　どうしようが俺の自由だ。

　もう一度男に蹴りを入れる。光は、瞑つぶれるものなら目を瞑りたかった。だが、できない。体の自由は完全に奪われてしまっている。

　──ん？

　ルシファー・光は急に顔を上げると、興味を失ったように財布を放ほうり捨すて、走り出した。

　もちろん同体の光も、否いや応おうなしに走り出す。いったいなんに反応したのかは、訊たずねなくともわかった。

「お姉ーちゃーん！」

　走っていくその先には、女子高生の一群が！　少女たちは、きょとんとしてこっちを見ている。その群れの中へ、ルシファー・光は突っ込んだ！

　悲鳴が上がる！

　目の前でスカートが次々と翻ひるがえる！

　真っ白いショーツが、真っ赤なショーツが、黒いスパッツが、露あらわになって、むわ、と女の子の匂においに包まれる！
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（や、やめてよー！）

　──嬉うれしいだろうがっ！　おらおらおらっ！　これはどうだ！　これは！

　いったいなにを触さわっているのか、掌てのひらにものすごくやわらかい、気持ちのいい感触が広がって、光ひかるは腰の辺りがカッカッと熱くなるのを感じた。むくむくと大きくなる。堅くなる。こんなの違う。こんなの嫌いやだ。

　──噓うそつけっ！　おまえだって好きだろうが！　こういうことを愛あいのやつとしたいと思ってんだろうがっ！　おおっ、やわらけーっ!!

（そ、そんなこと──）

　──ねえとはいわせねーぞっ！　違うはずはねーっ！　俺おれはおまえだ！　隠しごとはできねーぜ！　おまえはあいつをそういう目で見てるんだ！

（ち、違う……）

　意識がぐらぐらした。眩暈めまいのようなものを感じる。だがそれは肉体的なものではない。体はこの《悪あく魔ま》を名乗る者が支配しているのだから。

　──けけっ！　どうだ！　嫌いやだろう!?　嫌なら消えっちまえよ！　おまえの代わりに俺おれが楽しんどいてやるからよ！　おまえがいなくなったって、愛あいのやつはすぐに忘れる！　だからって愛を恨うらむんじゃねーぞ！　人間てのは、そういう風にできてんだ！

（やめろ！）

　──嫌だね！　だから言ってるじゃねーか。聞きたくなけりゃ、引っ込んでおとなしくしてりゃあ、いいんだよ！

　笑い声が意識の中で反響する。感じる体もないのに、頭が痛い。割れそうに痛い。

　周りで女の子が逃げまわっている。

　きゃあきゃあと声が一緒に回る。

　まるで、ひどく壊れたメリーゴーラウンドに無理やり乗せられているかのようだ。

　体を乗っ取った《悪あく魔ま》が、女の子たちを追いかけ、スカートを捲めくり、抱きつき、胸を鷲わしづかみ、首筋を舐なめ、笑い転げる。

　ぐるぐると回る。

　融とけていく。

　声が、景色が、すべて融けてどろどろになって、ひとつになっていく。

　どうすることもできない。これは自分のやったことじゃないけれど、責任を取らされるのは自分だ、と光ひかるにはわかっていた。

　そうやって、追いつめていくつもりなのか。とても耐たえられない。そう思った。いっそのこと、もう──。

「だめっ!!」

　凜りんとした愛の声に、しゃんとしろ、と背中を叩たたかれた気がして、光は自分のものではない背せ筋すじを伸ばした。

　ルシファー・光が振り返る。

　公園を、愛が走ってくるのが見えた。メイド服の上に、コートだけを羽は織おった姿で。

　走りながら、なにかを叫んでいる。

「──き好き好き、だいだいだーい好きっ！」

　そう聞こえた。

　温かい波がどっとおしよせてくる。これは愛の心の温かさだ。

　ああ、と光は吐と息いきをついた。気持ちがほぐれていく。不安が消えていく。

「ちきしょう！　早はえーよ!!」

　ルシファー・光が言うのを聞きながら、光は愛が真っ直すぐに走ってくるのを見た。胸の間からハートの形の鏃やじりがついた矢を生やして。その左手には、いつの間まにか大きな光り輝く弓が握にぎられている。

「ルシファー！　光君を返してっ！」

　走りながら矢を番つがえ、愛あいは思い切り、弓を引き絞しぼった。ルシファー・光ひかるは踵きびすを返して逃げようとした。それがわかった。突っ立っていればやられる。だが、愛の運動神経を思えば、動けば掠かすりもしないだろう。

（だめだっ！）

　光は、思い切り心に力を込めた。これは自分の体だ、という思いを。

「てめえっ、また──！」

　ルシファー・光が怒ど鳴なった。自分の中に向けて。なぜなら、足は動かなかったからだ。ぴくりとも。やれた。自分の体の支配を、取り戻すことができた！

（やった！）

　その瞬しゆん間かん、光は、ハートの矢が目の前で爆発するのを見た。輝きを発し、《想おもい》があたりを包んでいく。温かい気持ちが流れ込んでくる。

　だがそれは、《悪あく魔ま》には毒。

　──てめえらああああああああああああああああああああああああっ!!

　ルシファーが、《悪魔》が、紙かみ屑くずを丸めるように縮んでいくのを、光は感じた。

　だけど、消えてしまったわけではない。

　わかる。

　あいつはここにいる。

　光は胸を押さえ、温かく優しい、愛の自分への《想い》に包まれながら、意識が遠くなるのに任せた。

　だがそれは、ルシファーに体を明け渡すのではないと、わかっていた。そんなことは、愛がさせないということを。

　光はもう、知っていた。




　　　　☆




　目を覚ますとまた、光はベッドに横たわっていた。

　あたりは暗い。

　部屋の中を照らすのはスタンドの明かりだけで、けれど、寂しくはなかった。

　前と違い、傍そばには愛が座っている。

　テーブルのところにあった椅い子すを引き寄せて、そこに腰を下ろして本を読んでいたが、光が目を覚ましたことに気付くと、微笑ほほえんでそれを閉じた。

「白しら鳥とりさん……」

　光は体を起こすと、目を擦こすった。ピリッとなにかが染しみて、光は眉まゆをしかめた。

　見れば、拳こぶしが傷ついている。指の付け根に絆ばん創そう膏こうが貼はられていたが、とても上う手まかった。慣れた感じがする。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん……」

　顔をしかめたのを見られたのだろう。もちろん、体はあちこち痛い。けれども昼間よりはマシだった。時間が経たって少しは治ったということだろうか？

「……白しら鳥とりさん、僕、どうしてまた……」

　そう訊きくと、愛あいは少し哀かなしそうな、困ったような顔をした。

「光ひかる君、どこまで憶おぼえてる？」

「えっと……」

　思い出そうとした瞬しゆん間かん、芥あくた木ぎ先生の顔が大写しに蘇よみがえって、光は体を震ふるわせた。

　そうだ。

　先生が訪ねてきていたのだ。初めは普通のお説教だったのだが、それが途中から少しずつ様子がおかしくなって、それで。

「──停学、って……」

　そう、言い渡されたのだった。まるでリピートプログラムが壊れたオーディオのように、何度も何度も停学を繰り返して、聞いているうちに頭が真っ白になって、そこで、記憶は途切れていた。

「そっか……」

　愛はため息をついた。

「ルシファーのやつ、やっぱり記憶を消してったのね」

　その言葉に、今度は光が眉まゆをしかめた。

　昼間の話の続き、だろうか。夢──もしくは、ただの冗談であることを期待したのだが、そうはならなかったらしい。だが。

（あ、れ……）

　光は、びくりとした。

（待って……芥木先生はなにしに来たんだ？──そうだ……先生は僕が朝、ロータリーで──）

　鳥とり肌はだが立った。

（そうだ……先生は、僕の記憶のない時間のことで、僕たちを叱しかりに来たんだ！　僕が牧もく鷹おうさんの撮影を手伝って、それから……それから……白しら鳥とりさんと……）

　光は、いけない、と思いながら、愛の唇くちびるをじっと見つめてしまった。

（キス、を……）

「わかってますよ、もう……」

　愛が不意にそう言って、光は驚いて彼女を見た。だが愛は、光を見てはいなかった。もっと別なところ──光のずっと後ろを見ていた。

「でも、これしかないんですか？　他ほかに──うう……わかりましたよお……もし軽けい蔑べつされたら責任取ってもらいますからね！」

「白しら、鳥とりさん……？」

　愛あいはため息をつくと、今度はちゃんと光ひかるを見た。

「今──」

「ごめん。ちょっと、天使様と話してたの。本当にもう、どうしてこう──」

　愛はぶちぶち言って、メイド服のポケットに手を突っ込んだ。

　取り出してベッドの、光の前に置いたのは、銀色のスティック状の機械──ＩＣレコーダー。

「これ！」

「ごめんなさい。光君を看病するついでに部屋を片付けてたら、見つけちゃって。天使様がどうしてもっていうから仕方なく……」

「き、聞いたの……？」

　愛はこっくりと頷うなずいた。

　もぞり、と怒いかりが胸で蠢うごめくのがわかった。人の日記を勝手に読む──聞くなんて！　いくらなんでも、していいことと悪いことがある。獅しぃ子こたちは、こんなことをしたことはない。

「出て──」

「待って！」

　行って、と言おうとした光を、その怒りを、圧する声で愛は言って、光は思わず続きを吞のみ込んだ。それだけの必死さがあった。

「……光君、これ、聞き返した？」

「う、ううん……」

「じゃあ、聞いて。そうすれば、わたしの言ってたことがわかるから」

「それって、どういう──」

「聞けばわかるから」

　それでこの場を誤ご魔ま化かそうと思って言っている顔ではなかった。いったい、ここになにがあるというのか。だが、愛が意味もなくこんなことを言うとは思えなかった。

（天使とか言ってるのに？）

　心の声というよりは、冷静な自分がそう言って、光は笑いそうになった。だが、そうはしない。そうしていい状況じゃない。

　光は無言でＩＣレコーダーを受け取るとイヤホンを耳に入れ、再生ボタンを押した。

『ええと……』

　と始まる。

　自分の声というのは、おかしい──というか、面おも白しろいものだ。普段喋しやべっている時に聞こえるのとは全然違うのだから。

（え──）

　光ひかるは、ぎくりとした。

（なんだ、これ……）

　入れ替わっている。

　内容が、ではない。途中で別の誰だれかが割り込んで、勝手なことを喋しやべっている。

（僕の声！）

　肌という肌が粟あわ立だち、産うぶ毛げという産毛が逆立つのを感じた。咄とつ嗟さにイヤホンをむしりとろうとした手を、愛あいにつかまれた。目が合う。その瞳ひとみは必死だった。

「……最後まで聞いて」

　その間かんにも、日記は流れ続けた。

　自分が喋り、不意にそれが途切れると、すぐ前に喋った内容に茶々を入れるように、別の喋りが入る。だが、雰ふん囲い気きはまったく違っても、その声は間違いようもなく、同じ声──自分の声だった。

「…………」

　まるで一人芝居のような声日記は終わった。これはなんだ？　どう考えればいい？　考えがまとまらないまま、愛が手を離し、光はイヤホンを外そうとした。

　その瞬しゆん間かん──

「うわっ！」

　目の前で花火が爆発したかのような輝きが生じて、光はのけぞった。

　後頭部が焼けるように熱い！

　まるで電気が走っているかのようだった。なにかが繫つながっていくのがわかる。

　頭の内側にスクリーンがあるかのように、そこに、見ていないのに思い出したできごとが、洪水のように映し出される。

　流される──怒ど濤とうのように。

（う……）

　ぐらりと体が揺ゆれて、光は仰あお向むけに倒れた。涙が溢あふれて止まらなかった。記憶の奔ほん流りゆうはしっかりと胸に傷を刻んで、流れさっていった。

「光君！」

　ぎし、とベッドが軋きしんで、愛の顔が目の前に現れた。心配そうに瞳が揺れている。

　そうだったんだ──そうだったのか。

（思い出した……）

　胸の奥の奥の方で、アイツが、ちっと微かすかに舌を打ったような気がした。

「……思い出しました、白しら鳥とりさん……」

　愛が、ハッとした顔になる。

「本当のことだったんですね……白しら鳥とりさんが言ってたこと」

「……うん」

　ゆっくりと光ひかるが体を起こすと、愛あいは僅わずかに下がったが、ベッドからは降りずに、その場に女の子座りで腰を落ち着けた。

　顔が近い。とても。けれど、少しも嫌いやではなかった。ドキドキはするけれど、それはとても心地のいい高ぶりだった。

「……どのくらい、思い出したの……？」

「ごめんなさい。僕が思い出せたのは、今日きようのことだけです。でも、それで十分です。正直、天使とか悪あく魔まとかは、まだよくわからないけど……僕の中にもう一人の僕がいて、悪いことをしているんだってことだけは、わかりました」

　だが、愛は首を振った。

「あれは、光君じゃない。光君とは違う。もう一人の自分、だなんて考えないで。あれは《悪魔》なんだから。同じ体にいるけれど、別の存在よ。光君は、多重人格じゃない。だから……自分を責めないで」

　それは『優しい噓うそ』だろうか？　罪悪感を感じさせないための。

　だが、光は信じることにした。愛は正しくて、自分が間違っていたことが、たった今証明されたばかりなのだから。

「……光君、あの……」

　愛の喉のどが、くっと動いた。きろきろと視線が泳ぐ。

「はい……？」

「それで……あの……どう、したい……？」

「どう、って……？」

「だから……その……訓練……」

「あ──」

　愛が言っていたことを思い出し、光は頰ほおが熱くなるのを感じた。

（それって、《契ちぎり》の、ことだよ、ね……）

　お互い、思わず無言になる。

「で、でも！」

　愛は不意に声を大きくした。

「く、訓練は、それだけじゃないから！」

「他ほかにも……？」

「う、うん。アイツが──ルシファーが出てくるには、光君が《大たい罪ざい》を犯す必要があるって天使様は言ってるの。大罪には七つあるから、その限界を知るための訓練も同じだけあるってわけで……じ、《邪じや淫いん》の訓練もしなくちゃ駄だ目めだけど、それだけじゃないから！」

「う、うん……」

　迫力に押され、思わず頷うなずいてしまう。

「そ、それに──」

　上うわ目め遣づかいに見つめられて、光ひかるはどきりとした。

「キス、すればリセットできるし……」

「あ──」

　光は、今け朝さのことを思い出して、ますます顔を赤くした。

　そういうことだったのか。

　停学を言い渡された今朝の愛あいの行動に、いったいどんな意味が、と疑問に思ってはいたのだが、これで納なつ得とくがいった。

　だけど、わかってしまうとなぜか少し、寂しさを感じた。

　あれはただの、自分を《堕落ダウンフオール》から救うための儀式にしかすぎなかったのか、と思うと。

「光君……？」

「え──あ、な、なんでもないです」

「……もしかして……わたしが義務で、キス、したとか思ってる……？」

「そ、そんなこ、と……」

　思った。

　愛は、ため息をついた。

「違うよ」

　はっきりと言われて、光はどきりとした。

「もちろん、そういう意味もあるけど、でも……好きだからできるの。わたし、いくら天使様に言われたって、好きじゃない人となんか、キス、できない。それ以外は絶対、キスだなんて認めない」

「白しら鳥とりさん……」

　愛は、大きく頷いた。

　……愛いとしい。

　光は、そう思った。

　目の前の少女が、限りなく愛しい。

　触れたい。

　抱きしめたい。

　これは──《大たい罪ざい》だろうか？

「……白鳥さん」

　光は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「……訓練、いい、ですか……？」

「……ど、の……？」

「それ、は……」

　触れる。

　指が。

　肩が。

　体が。

　そして──




　──クラスメートの女の子の唇くちびるは、溶かしたばかりのチョコレートのように熱かった。
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　まったく冗談じゃありませんわ！

　腹立たしい！

　まったく腹立たしいですわ！

　どうしてわたくしたちが、白しら鳥とり愛あいを助けるような真ま似ねをしなくてはなりませんの!?

　怪け我がをした男の治療代！

　慰い謝しや料りよう！

　口止め料！

　警察に圧力をかけるための、その筋すじへの資金！

　女子高生たちへの示談金！

　あれも！

　これも！

　それも！

　全部！　なにもかも！　わたくしが払っているんですのよ!?

　それなのに、光ひかる様はねぎらいの言葉一つなしですの!?　それなのに白鳥愛と……ああっ、そ、そんなことをっ!?

　おやめに──おやめになってくださいましっ!!

　…………。

　……うう。

　うううう。

　殺す！

　絶対、殺してやりますわ、白鳥愛！

　全殺しに決定ですわ！

　光様があなたに飽きたら、地じ獄ごくよりもひどい地獄を見せてやりますわ！




　──この《大たい罪ざい》誓って、必ずっ！





でぃ・えっち・えぃ＠へりっしゅ！　そのいち♪《終》









　　　　　あとがき







　みなさま、ゴールデンウィーク、いかがお過ごしでしょうか？　今年は暖冬だったこともあって、夏の訪れが早いですね！

　……なーんて。

　これを書いている今はまだ三月の頭なので、夏がどうなるかはわかりませんが。

　この冬の暖かさを思うと、何だか暑くなりそうで、嫌いやです。

　昔から苦手なんですよね、夏。

　というか、汗をかくこと全般が嫌いで……なので、運動も苦手です。とりあえず、歩くのは大好きなんですが、さすがに梅つ雨ゆ時どきと真夏は、家に閉じこもり気味になります。




　という、当たり障さわりのない天気の話などはこれくらいにして。




　タイトルが新しくなりました！

『でぃ・えっち・えぃ＠へりっしゅ！』──《へりっしゅ》は、《地獄のような》、という感じの意味です。

　少し、恐ろしげ……。

　どうストーリーに反映されていくかは、おたのしみということで！

　加えて──イラストの先生も新しくなりました！

　小宮先生は、漫画の方に専念なさりたいとの事で、新しい方に描かいていただくことになりました。

　小宮先生、ありがとうございました！　お疲れ様でした！

　機会がありましたら、またどこかで！




　そして、新しいイラストを担当してくださるのは……谷村まりか先生です！

　よろしくお願いします！

　谷村先生は、『でぃ・えっち・えぃ』の漫画を「電撃コミックガオ！」で描いてくださっている漫画家の先生で、単行本の一巻も、好評発売中（のはず！）です。

　みなさま、コミックスの方も、どうぞよろしくお願いします。




　私も、これからも頑張って書いていきます。




　更にいろいろ広がりますように！　みんなで幸せになりましょう！




　そんな感じで、『でぃ・えっち・えぃ＠へりっしゅ！』、始まりました。

　ごりごり行きます！

　ええ、行きますとも！

　負けるものかよ！　なにに!?




　次は、順調に行けば秋です。

　きっと厳しい残暑が残っていると思いますが、その頃にまた、お逢いしましょう！




　二〇〇七年　三月上旬


ゆうき　りん　　






※『でぃ・えっち・えぃ＠へりっしゅ！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、団体等とはなんらの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／谷たに村むらまりか

４／１生まれ。AB型。「電撃コミックガオ！」で『でぃ・えっち・えぃ』のコミックも描かせて頂いてます～♪　そちらもよろしくです☆　http://marika.babymilk.jp/
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